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憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て（
二
・
完
）

　
　
　
判
例
研
究

い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･
エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件

適
格
現
物
出
資
に
該
当
す
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
に
つ
き
、
混
同
消
滅
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日
本
法
学
　
第
七
十
七
巻
第
三
号
　
目
次

　
　
　
論
　
　
　
説

大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配

薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁

　

│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

│

振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り

倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望

　

│
商
取
引
債
権
を
含
め
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
の
構
築
を
ふ
ま
え
て

│
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国
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裁
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管
轄
の
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意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約

　
　
　
研
究
ノ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）

ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察

　

│
ド
イ
ツ
で
の
議
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か
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と
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て

│
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│
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コ
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ロ
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い
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判
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近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
三
七
）

近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則

ク
ラ
ウ
ス
・
ホ
フ
マ
ン

－

ホ
ラ
ン
ト

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ジ
モ
ニ
ス

滝　

沢　
　
　

誠　
　

訳

Ⅰ
．
は
じ
め
に

啓
蒙
主
義
に
特
徴
付
け
ら
れ
た
時
代
か
ら
一
九
世
紀
に
変
わ
る
際
に
、
新
し
い
刑
法
に
つ
い
て
の
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
問

い
は
、
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
一
八
一
三
年
公
布
の
バ

イ
エ
ル
ン
刑
法
典
を
通
じ
て
、
今
日
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
の
前
身
を
創
造
し
、
ま
た
、
現
在
の
ボ
ン
基
本
法
一
〇
三
条
二
項
及
び
刑
法
典
一

翻　

訳

一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
三
八
）

条
に
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
絶
対
的
に
妥
当
す
べ
き
明
確
性
の
原
則
（B
estim

m
theitsgrundsatz

）
の
最
も
名
高
い
提
唱
者

（W
egbereiter

）
の
一
人
と
し
て
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
よ
う
な
結
論
を
と
っ
た
が
ゆ
え
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

は
近
代
刑
法
の
父
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
、
こ
の
彼
の
近
代
刑
法
へ
の
功
績
に
つ
い
て
追
う
こ
と
に
す
る
。

そ
の
際
、
ま
ず
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
基
本
的
な
考
え
と
本
質
的
な
原
則
を
概
観
す
る
（
Ⅱ.

）。
こ
こ
で
の
対
象
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
に
よ
る
、
刑
の
目
的
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
意
味
で
の
刑
の
目
的
論
（S

tragzw
ecktheorie

）
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
ま
た
、

そ
こ
か
ら
派
生
す
る
明
確
性
の
要
求
（B

estim
m
theitsgebot

）
及
び
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
考
え
て
い
た
ふ
さ
わ
し
い
刑
罰
の
観
念

（seine V
orstellungen angem

essener S
trafe

）
と
い
う
も
の
も
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
現
在
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
へ
の
フ
ォ
イ

エ
ル
バ
ッ
ハ
の
影
響
（S

pur

）
を
探
る
こ
と
と
す
る
（
Ⅲ.

）。

Ⅱ
．
基
本
的
な
考
え
と
本
質
的
な
諸
原
則

1
．
哲
学
と
法
律
学
の
関
係
に
つ
い
て

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
基
本
的
な
考
え
と
そ
の
活
動
は
、
ま
ず
、
哲
学
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、
息
子
の
ア
ン
ゼ
ル
ム
に
宛
て
た

手
紙
に
お
い
て
、
ま
さ
し
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
少
年
時
代
の
始
め
の
頃
に
は
、
私
は
法
律
学
が
大
嫌
い
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
今
な
お
、
学
問
と
し
て
は
法
律
学
に
は
魅
力

を
感
じ
ら
れ
な
い
。
私
は
、
歴
史
、
及
び
、
特
に
哲
学
に
、
大
き
な
関
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。」

二



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
三
九
）

一
度
、
職
業
と
名
誉
の
た
め
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
と
り
わ
け
、
経
済
的
な
困
窮
か
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
、
現
実
の
生
活
を
受
け

止
め
る
新
た
な
方
向
へ
の
折
り
合
い
を
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。

「
そ
こ
で
私
は
、
す
ば
や
く
し
か
し
確
固
と
し
た
決
意
を
も
っ
て
、
嫌
い
な
法
律
学
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
や
が
て
法
律

学
は
私
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
苦
手
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。」

刑
法
学
に
転
向
す
る
際
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
哲
学
に
対
す
る
情
熱
を
パ
ン
と
し
て
の
学
問
（
生
き
る
た
め
の
術
と
し
て
の
学
問
。

B
rotw

issenschaft

）
の
法
律
学
と
結
び
つ
け
た
。
そ
の
際
、
カ
ン
ト
哲
学
の
信
奉
者
と
し
て
、
彼
に
と
っ
て
は
、
法
と
道
徳
を
区
別
す
る

こ
と
が
、
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
実
定
法
は
、
簡
単
に
は
、
道
徳
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
同
様
に
、
法
律
学
に
と
っ
て
の

哲
学
も
重
要
で
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
哲
学
が
な
け
れ
ば
、
法
律
学
は
愚
か
な
ま
ま
で
あ
る
、
と
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
書
い
て
い
る
。

哲
学
的
に
思
慮
深
く
法
を
教
え
る
も
の
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
家
の
立
法
者
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
実
定
法
は
優
位
に
あ
る
。
彼
の
教
科
書
に

は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
共
通
刑
法
の
源
は
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
、
哲
学
が
積
極
的
に
法
的
な
諸
規
定
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
限
り
に
お

い
て
は
、
刑
法
の
哲
学
で
あ
る
。」

三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
四
〇
）

2
．
刑
の
目
的
論
、
刑
と
刑
の
量
定
に
つ
い
て

ａ
）
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
刑
の
目
的
論

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
刑
法
理
論
に
お
い
て
常
に
現
実
的
な
問
題
で
あ
る
刑
の
目
的
に
つ
い
て
、
立
ち
入
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
。

国
家
を
法
的
な
状
態
を
築
く
も
の
、
従
っ
て
、
法
の
法
律
に
よ
り
人
間
の
共
同
生
活
と
し
て
理
解
す
る
立
場
か
ら
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ

は
次
の
よ
う
に
推
論
す
る
。

「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
っ
て
も
法
を
犯
す
こ
と
は
、
国
家
の
目
的
に
反
す
る
…
従
っ
て
、
国
家
は
、
法
違
反
を
そ
も
そ
も
不

可
能
に
す
る
よ
う
な
準
備
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
正
当
化
さ
れ
、
ま
た
義
務
付
け
ら
れ
る
。」

こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
れ
ば
、
心
理
的
に
「
強
制
す
る
準
備
」（Z

w
angsanstalten

）
が
必
要
と
な

る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
方
で
は
、
国
家
は
、
全
て
予
防
的
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
抑

圧
的
な
観
点
で
は
、
全
て
の
損
害
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
効
果
的
で
行
き
届
い
た
強
制
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
こ
れ
に
加
え

て
、
ま
ず
は
、
犯
罪
行
為
を
行
い
う
る
よ
う
な
市
民
に
心
理
的
な
影
響
（
威
嚇
）
を
及
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
従
っ
て
、
そ
も
そ
も
、
法
に
違
反
し
な
い
よ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
な
ら
ば
、
心
理
的
な
強
制
と
と
も
に
、
法
を
犯
す

前
に
先
行
し
て
い
る
他
の
最
も
好
ま
し
い
強
制
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
強
制
は
心
理
的
な
も
の
で
あ
り
う
る
。」

四



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
四
一
）

こ
の
表
現
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
心
理
強
制
説
（psychologische Z

w
angstheorie

）
の
核
心
で
あ
る
。
こ
の
心
理
強
制
説
は
、
全

て
の
法
を
犯
す
原
因
は
、
感
覚
性
、
す
な
わ
ち
、
感
性
的
衝
動
の
中
に
（in einem

 “sinnlichen A
ntrieb ”

）
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
認
識
の
結
論
（
こ
の
認
識
は
、
後
に
、
ガ
ー
リ
ー
・
Ｓ
・
ベ
ッ
カ
ー
ス
（G

ary S
.B
eckers

）
の
提
唱
す
る
合

理
的
な
選
択
ア
プ
ロ
ー
チ
（
合
理
的
選
択
の
理
論
）（R

ational C
hoice A

pproach 

（T
heorie der rationalen W

ahl

））
に
類
似
す
る
も
の
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
）
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「
誰
も
が
、
満
足
し
な
い
犯
罪
行
為
の
動
機
か
ら
生
じ
る
嫌
悪
の
気
持
ち
よ
り
も
、
所
為
の
後
に
不
可
避
的
に
生
じ
る
害
悪
の

ほ
う
が
よ
り
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
感
性
的
衝
動
を
止
揚
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

そ
の
際
、
本
来
の
刑
罰
の
目
的
は
、
そ
れ
自
体
に
お
い
て
根
拠
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
法
律
に
よ
っ
て
刑
を
示
し
て
、
予
め
犯
罪
を
行
わ
な
い
よ
う
に
脅
し
て
お
く
目
的
は
、
全
て
の
者
、
す
な
わ
ち
、
法
を
犯
す

と
い
う
ひ
ょ
っ
と
し
て
あ
り
う
る
全
て
の
侮
辱
者
に
対
す
る
威
嚇
で
あ
る
。
刑
罰
を
加
え
る
と
い
う
目
的
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

威
嚇
が
な
い
（
効
果
的
に
は
な
ら
な
い
）
の
と
同
じ
く
、
法
に
よ
る
威
嚇
を
効
果
的
に
す
る
理
由
付
け
に
な
る
。」

全
て
の
者
が
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
相
互
的
な
自
由
（die w

echselseitige F
reiheit

）
を
得
る
必
要
性
か
ら
刑
罰
は
科
せ
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
こ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
刑
罰
は
特
別
予
防
効
果
を
持

五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
四
二
）

つ
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
②
刑
罰
は
道
徳
的
な
復
讐
で
な
い
こ
と
、
③
刑
罰
は
道
徳
的
な
改
善
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
異
文
（
原
典
批
判
に
よ
る
異
本
校
合
に
よ
る
）
に
よ
れ
ば
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
刑
の
一
般
予
防
効
果
の
ア
プ

ロ
ー
チ
（A

nsatz

）
を
認
め
る
擁
護
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ｂ
）
一
八
一
三
年
公
布
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
刑
罰
の
種
類

そ
こ
で
、
次
に
、
私
は
、
一
八
一
三
年
公
布
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
刑
罰
の
種
類
に
つ
い
て
、
概
観
す
る

こ
と
と
す
る
。

「
Ｉ
．
死
刑
（T

odesstrafe

）、
Ⅱ
．
刑
務
所
に
お
い
て
終
身
に
わ
た
っ
て
鎖
で
拘
束
を
す
る
刑
（K

ettenstrafe

）、
Ⅲ
．
肉
体
労

働
を
伴
う
懲
役
刑
（Z

uchthaus

）、
Ⅳ
．
懲
役
刑
（S

trafarbeitshaus

）、
Ⅴ
．
城
砦
に
閉
じ
込
め
る
禁
錮
刑
（F

estungsstrafe

）、

Ⅵ
．
名
誉
及
び
侮
辱
刑
（E
hren-und dem

üthigende S
trafen

）、
Ⅶ
．
身
体
刑
（körperliche Z

üchtigung

）、
Ⅷ
．
刑
務
所
ま
た
は

要
塞
へ
の
隔
離
（G
efängniß oder F

estungsarrest
）、
Ⅸ
．
財
産
刑
（V

erm
ögensstrafen

）」

刑
務
所
に
お
い
て
通
常
は
終
身
に
わ
た
っ
て
鎖
で
拘
束
を
す
る
刑
（K

ettenstrafe

）
に
つ
い
て
、
概
観
す
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
七

条
一
文
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「
こ
の
刑
罰
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
判
決
に
既
判
力
が
生
じ
た
時
点
か
ら
、
民
事
法
上
は
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る
。」

六



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
四
三
）

こ
の
こ
と
は
、
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
財
産
は
、
相
続
人
の
も
と

に
相
続
さ
れ
る
。
そ
の
時
か
ら
、
財
産
を
取
得
あ
る
い
は
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
長
期
に
わ
た
り
法
廷
に
証
人
と
し
て
出
廷
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
婚
姻
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
既
に
婚
姻
を
し
て
い
る
場
合
に
は
婚
姻
関
係
が
解
消
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
い
つ
で

も
、
重
労
働
（
沼
地
の
干
拓
（A

ustrocknen von S
üm
pfen

）、
要
塞
の
建
築
、
採
石
場
で
の
労
働
）
に
協
力
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
そ
れ

ら
の
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
、
思
い
鉄
の
玉
を
付
け
た
長
い
鎖
に
繋
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

ｃ
）
刑
の
量
定
と
犯
罪
不
成
立
の
理
由
（Strafaufhebungsgründe

）
に
つ
い
て

aa
）
刑
の
量
定
、
刑
の
減
軽
及
び
加
重
の
理
由

刑
の
量
定
に
関
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
は
、
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
原
則
が
あ
る
。

「
裁
判
官
は
、
法
的
に
承
認
さ
れ
た
刑
罰
の
判
決
を
下
す
こ
と
の
み
が
許
さ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
た
な
刑
と
い
う
害
悪
を
発

見
す
る
と
い
う
裁
判
官
の
権
力
の
中
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。」

個
人
は
、
あ
る
特
定
の
犯
罪
行
為
を
行
え
ば
ど
の
よ
う
な
刑
罰
が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
裁
判

官
に
は
あ
る
程
度
の
裁
量
が
残
さ
れ
て
い
る
。

「
法
律
が
絶
対
的
な
刑
罰
を
規
定
し
て
い
な
い
限
り
、
特
別
な
事
件
に
お
け
る
刑
の
加
重
あ
る
い
は
減
軽
と
し
て
の
固
有
の
事

七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
四
四
）

由
に
従
っ
て
、
ふ
さ
わ
し
い
程
度
に
刑
の
量
を
定
め
る
こ
と
は
（
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
九
〇
条
）、
裁
判
官
の
任
務
で
あ
る
。
可
罰

性
の
程
度
は
、
法
に
違
反
す
る
大
き
さ
（G

röße

）、
被
害
者
の
数
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
国
家
が
自
ら
侵
害
さ
れ
た
か
ど
う
か
と

い
う
事
実
、
及
び
、
意
思
の
法
違
反
（G

esetzw
idrigkeit des W

illens

）
に
従
っ
て
、
上
昇
し
た
り
減
少
し
た
り
す
る
（
バ
イ
エ
ル

ン
刑
法
典
九
一
条
以
下
）。」

バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
九
三
条
は
、
刑
を
減
軽
す
る
多
く
の
理
由
を
規
定
し
て
い
る
。
犯
罪
者
が
自
分
の
行
っ
た
犯
罪
行
為
の
違
法
性
を

認
識
で
き
な
い
場
合
に
は
、
可
罰
性
が
減
少
し
て
い
た
。
も
し
、
犯
罪
者
が
錯
覚
（T

äuschung

）
あ
る
い
は
脅
迫
に
よ
り
、
犯
罪
行
為
を

行
う
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
貧
困
に
よ
り
犯
罪
行
為
を
行
う
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
無
理
や
り
犯
罪
を
行
う
よ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

あ
る
い
は
、
犯
罪
行
為
が
弁
解
の
で
き
る
激
情
に
駆
ら
れ
て
犯
罪
を
行
っ
た
（die T

at einer “entschuldigten L
eidenschaft ”

）
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
最
後
に
、

「
行
為
者
の
振
る
舞
い
か
ら
、
所
為
（
犯
罪
行
為
）
を
行
っ
た
際
、
あ
る
い
は
、
そ
の
後
、
軽
い
程
度
の
道
徳
的
な
堕
落

（V
erdorbenheit

）
及
び
粗
暴
（V

erw
ilderung

）
で
済
む
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
以
前
の
生
活
の
変
化
か
ら
、
犯
罪
を
行
っ
た
場

合
で
あ
る
。」

刑
の
加
重
、
と
り
わ
け
、
累
犯
を
理
由
と
す
る
も
の
は
、
問
題
と
な
り
う
る
（
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
一
一
一
条
以
下
）。 八



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
四
五
）

bb
）
犯
罪
不
成
立
の
理
由

一
八
一
三
年
公
布
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
は
、
犯
罪
を
不
成
立
に
さ
せ
る
多
く
の
理
由
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と

し
て
は
、
八
歳
以
下
の
子
供
、
ま
た
、
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
者
が
挙
げ
ら
れ
る
（
同
法
一
二
〇
条
）。
同
様
に
、
克
服
不
能
で
有
責

で
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
状
態
で
、
許
さ
れ
、
ま
た
、
非
難
に
値
し
な
い
と
考
え
て
い
て
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
、
同
様
に
、
現
在
及
び

避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
生
命
に
対
す
る
危
険
と
結
び
つ
い
て
い
る
抵
抗
し
が
た
い
身
体
的
な
暴
力
、
ま
た
は
、
脅
迫
に
よ
っ
て
、
犯
罪

行
為
を
行
う
よ
う
に
強
い
ら
れ
て
者
に
つ
い
て
も
、
犯
罪
は
成
立
し
な
い
と
規
定
し
て
い
た
（
同
法
一
二
一
条
）。

ま
た
、
公
務
員
（S

taatsbeam
eter

）
に
つ
い
て
も
、
上
司
の
命
に
よ
り
、
犯
罪
行
為
を
行
う
よ
う
に
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
を
断

る
こ
と
で
公
務
上
の
義
務
に
違
反
し
、
犯
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
も
、
犯
罪
が
成
立
し
な
い
場
合
も
あ
り
う
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

た
だ
命
じ
ら
れ
た
範
囲
に
つ
い
て
の
み
で
責
任
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
た
場
合
に
は
別
で
あ
る
（nur der befehlende T

heil 

verantw
ortlich, nicht der gehorchende

）（
同
法
一
二
二
条
）。

次
に
、
重
要
な
犯
罪
不
成
立
の
理
由
と
し
て
、
正
当
防
衛
あ
る
い
は
緊
急
援
助
（N

otw
ehr bzw

. N
othilfe

）
が
あ
る
。
し
か
し
、
正
当

防
衛
は
、
侵
害
の
時
点
で
国
家
に
よ
っ
て
助
け
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
に
の
み
、
適
法
と
さ
れ
て
い
た
（
同
法
一
二
五
条
）。

ま
た
、
ま
ず
、
自
ら
侵
害
を
避
け
る
あ
る
い
は
そ
れ
を
無
に
帰
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
基
準
に
従
っ
て
適
法
な

正
当
防
衛
の
行
為
は
、
必
要
な
範
囲
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
法
一
二
八
条
）、
一
定
の
法
益
侵
害
の
み
が
発
生
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
（
同
法
一
二
九
条
）。
正
当
防
衛
の
際
に
、
防
衛
を
す
る
者
が
、
思
慮
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

で
驚
い
て
過
度
に
恐
怖
心
か
ら
、
前
述
の
限
界
を
超
え
た
場
合
に
は
、
限
界
を
超
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
犯
罪
が
成
立
し
な
か
っ
た

（
同
法
一
三
〇
条
以
下
）。

九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
四
六
）

最
後
に
、
既
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、
同
一
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
再
び
処
罰
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と

い
う
二
重
処
罰
の
禁
止
の
原
則
が
あ
る
（
同
法
一
三
七
条
以
下
）。

3
．「
法
律
無
け
れ
ば
刑
罰
な
し
」
及
び
明
確
性
の
原
則

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
影
響
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
中
心
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
刑
法
の
大
原
則
（höchste 

﹇s

﹈ P
rincip des peinl. 

R
echts

）
と
記
述
し
た
表
現
が
あ
る
。

「
国
家
に
お
け
る
法
的
な
刑
罰
は
全
て
、
法
以
外
の
維
持
に
と
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
る
法
的
な
結
果
で
あ
り
、
ま
た
、
法
に

よ
っ
て
威
嚇
さ
れ
た
感
性
的
害
悪
を
伴
う
法
違
反
で
あ
る
。」

こ
の
基
本
原
則
は
、
啓
蒙
主
義
の
思
想
か
ら
生
じ
た
が
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
初
め
て
表
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン

刑
法
典
一
条
も
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
法
律
が
一
定
の
害
悪
を
も
っ
て
威
嚇
し
て
い
る
違
法
な
作
為
ま
た
は
不
作
為
に
よ
っ
て
責
任
を
負
う
者
は
、
刑
罰
と
し
て
そ

の
法
律
に
規
定
さ
れ
て
い
る
害
悪
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

そ
こ
か
ら
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
と
っ
て
は
、
次
の
副
次
的
な
諸
原
則
（untergeordnete G

rundsätze

）
が
導
き
出
さ
れ
る
。

一
〇



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
四
七
）

「
Ｉ
）
全
て
の
科
刑
は
、
刑
法
を
前
提
と
す
る
（N

ulla poena sine lege

）。
な
ぜ
な
ら
、
た
だ
、
法
に
よ
っ
て
害
悪
の
威
嚇
が

刑
の
概
念
と
法
的
な
可
能
性
を
基
礎
づ
け
る
か
ら
で
あ
る
。」

「
Ⅱ
）
科
刑
は
、
威
嚇
さ
れ
た
行
為
の
存
在
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
（N

ulla poena sine crim
ine

）。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
に

よ
っ
て
、
行
為
に
対
し
て
威
嚇
さ
れ
た
刑
罰
は
、
法
的
に
必
要
な
前
提
と
し
て
結
び
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」

「
Ⅲ
）
法
律
に
よ
っ
て
威
嚇
さ
れ
た
行
為
（
法
的
な
前
提
）
は
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
刑
罰
（N

ullum
 crim

en sine poena 

legali

）
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
律
に
よ
っ
て
、
必
要
な
法
的
な
効
果
と
し
て
の
害
悪
が
、
一
定
の
法
違

反
と
結
び
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」

こ
の
明
確
性
の
要
求
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
刑
の
目
的
論
と
相
互
関
係
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
て
の
刑
罰
法
規
に
と
っ
て
明
確

性
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
、
威
嚇
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
刑
の
目
的
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
市
民
は
、
市
民
に
一
定
の

あ
る
行
為
に
と
っ
て
一
定
の
刑
罰
が
、
そ
の
時
々
の
法
律
で
明
確
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
重
要
な

意
味
に
お
い
て
、
私
は
、
一
定
の
行
為
の
み
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅲ
．
今
日
に
お
け
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
諸
原
則

一
八
一
三
年
公
布
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
は
、
多
く
の
点
に
お
い
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
遡
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
般
に
、
そ
の
後

の
時
代
に
公
布
さ
れ
た
全
て
の
刑
法
典
の
模
範
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
今
日
の
ド
イ
ツ
で
効
力
を
持
っ
て
い
る
一
八
七
一
年
公

布
の
刑
法
典
（
一
九
九
八
年
一
一
月
一
三
日
版
）
に
も
妥
当
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
法
律
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
類

一
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
四
八
）

似
点
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

既
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
起
草
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
故
意
及
び
過
失
行
為
に
つ
い
て
の
規
定
（
現
行
刑
法
典
一
五

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
）、
錯
誤
（
現
行
刑
法
典
一
六
条
及
び
一
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
）、
犯
罪
不
成
立
の
根
拠
（
現
行
刑
法
典
一
九
条
及
び
二
〇

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
）、
未
遂
（
現
行
刑
法
典
の
二
二
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
）、
正
犯
及
び
共
犯
（
現
行
刑
法
典
二
五
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い

る
）、
正
当
防
衛
及
び
緊
急
避
難
（
現
行
刑
法
典
三
二
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
る
）
等
の
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
次
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
学
説
の
う
ち
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
近
代
刑
法
の
父
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
の
で

き
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
特
に
関
心
が
あ
り
ま
た
特
に
重
要
な
説
の
い
く
つ
か
に
限
っ
て
、
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

1
．
刑
の
目
的
論

刑
法
の
目
的
に
関
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
全
て
の
者
の
相
互
自
由
の
維
持
の
必
要
性
（N

othw
endigkeit der E

rhaltung der 

w
echselseitigen F

reiheit A
ller, 

﹇
…
﹈.

）
を
述
べ
て
い
た
。
今
日
で
は
、
人
間
の
共
同
体
に
お
け
る
秩
序
が
あ
り
か
つ
有
益
な
共
生
が
引

き
合
い
に
出
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
刑
法
学
に
お
い
て
は
、
今
日
で
は
、
既
に
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
時
代
と
同
様
に
、
二
つ
の
刑
の
目
的

に
つ
い
て
の
学
説
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
は
、
絶
対
的
応
報
刑
論
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
特
に
カ
ン
ト
及
び

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
刑
を
既
に
行
わ
れ
た
違
法
に
対
す
る
報
復
と
し
て
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
は
、
相
対
主
義
が
あ

り
、
こ
れ
は
、
刑
の
一
般
予
防
及
び
特
別
予
防
を
考
慮
し
て
い
る
。
前
者
の
考
え
方
は
、
積
極
的
に
は
、
法
秩
序
に
お
け
る
全
て
の
者
の

信
頼
を
強
化
し
、
消
極
的
に
は
、
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
る
前
に
威
嚇
を
す
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
特
別
予
防
は
、
積
極
的
に
、
行
為
者
を

良
く
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
再
社
会
化
を
導
こ
う
と
し
、
消
極
的
に
は
、
行
為
者
か
ら
社
会
を
防
衛
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
二



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
四
九
）

こ
れ
ら
の
理
論
の
う
ち
、
ど
の
理
論
が
今
日
の
刑
法
で
妥
当
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
程
度
ま
で
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
消
極

的
一
般
予
防
を
貫
こ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
問
い
は
、
刑
法
を
一
目
見
る
と
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
現
行
刑
法
典
四
六
条
一
項
一
文
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

「（
行
為
者
の
）
責
任
は
、
刑
の
量
定
の
基
礎
で
あ
る
。」

従
っ
て
、
行
為
者
の
責
任
が
刑
の
量
定
に
と
っ
て
の
最
も
最
上
位
の
基
準
点
で
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
刑
法
は
、
と
り
わ
け
、
カ
ン
ト
及
び

ヘ
ー
ゲ
ル
の
学
説
に
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
は
自
然
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
既
に
行
わ
れ
た
違
法
の
報
復
を
基
礎
と
し

て
い
る
。
行
為
者
は
、
そ
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
、
自
ら
、
ふ
さ
わ
し
い
程
度
に
量
定
さ
れ
た
刑
に
よ
っ
て
制
裁
を
科
せ
ら
れ
る
と
い
う

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
読
み
進
め
る
と
、
同
条
の
二
文
で
は
同
様
の
規
定
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

「
刑
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
お
け
る
行
為
者
の
将
来
の
生
活
に
期
待
で
き
る
効
果
は
、
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、（
連
邦
）
刑
事
執
行
法
（（B

undes-

） S
trafvollzugsgesetz

）
二
条
は
、
よ
り
明
確
に
、
以
下
の
よ
う
に
、
規

定
し
て
い
る
。

一
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
五
〇
）

「
自
由
刑
の
執
行
に
お
い
て
は
、
受
刑
者
に
は
、
社
会
に
お
け
る
責
任
の
も
と
で
、
将
来
、
再
び
犯
罪
を
せ
ず
に
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
る
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
刑
の
執
行
は
、
再
犯
か
ら
一
般
公
衆
を
守
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。」

こ
の
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
、
明
確
に
、
特
別
予
防
、
す
な
わ
ち
、
積
極
的
な
特
別
予
防
（
同
条
一
文
、
再
社
会
化
）
及
び
消
極
的
な
特
別

予
防
（
社
会
の
保
護
）
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
は
、
復
讐
的
な
考
え
と
と
も
に
、
特
別
予
防
の
観
点

も
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
刑
法
典
四
七
条
も
さ
ら
な
る
観
点
を
提
供
し
て
い
る
。

「
六
月
以
下
の
自
由
刑
は
、
裁
判
所
が
、
特
別
な
事
情
…
す
な
わ
ち
、
自
由
刑
を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
…
法
秩
序
を
守
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
場
合
に
の
み
、
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。」

従
っ
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
及
び
一
般
予
防
に
、
わ
れ
わ
れ
は
到
達
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
由
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
、
他
の
犯
罪

行
為
を
行
お
う
と
し
て
い
る
者
が
、
類
似
の
犯
罪
行
為
を
行
わ
な
い
よ
う
に
威
嚇
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
法
秩
序
は
、
自

由
刑
の
執
行
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
ベ
ル
リ
ン
高
等
裁
判
所
（K

am
m
ergericht

）
は
、

一
九
九
二
年
一
〇
月
二
一
日
判
決
に
お
い
て
、
明
確
に
答
え
て
い
る
。

「
法
秩
序
を
守
る
た
め
に
短
期
の
自
由
刑
の
執
行
が
必
要
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
際
に
は
、
自
由
刑
が
市
民
の
法
遵
守
の
態
度

を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
が
、
重
大
な
基
準
で
あ
る
。
刑
法
典
四
七
条
一
項
を
適
用
す
る
際
に
は
、
常
に
、
法
に
忠
実

一
四



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
五
一
）

な
市
民
及
び
判
決
に
対
す
る
そ
の
よ
う
な
市
民
の
推
測
さ
れ
る
反
応
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
類
似
の
犯
罪
が
行
わ
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で
は
な
い
。
将
来
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
行
為
者
の
威
嚇
は
、
直
接
は
、
自
由
刑
を
選
択
す
る
こ
と

を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。」

ま
た
、
ベ
ル
リ
ン
高
等
裁
判
所
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
と
は
逆
の
立
場
に
立
つ
。
同
裁
判
所
判
決
は
、
明
確
に
威
嚇
の
考
え
を
、
少

な
く
と
も
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
は
、
退
け
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
心
理
強
制
説
が
今
日
で
も
支
持
を
失
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
謀
殺
罪
（
計
画
し
て
殺
害
す
る
）
が
法
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
一
九
九
七
年
六
月
二
一
日
の
有
名

な
判
決
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
自
由
刑
の
威
嚇
効
果
に
つ
い
て
、
批
判
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
疑

い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
威
嚇
効
果
は
、
完
全
に
は
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
、
結
局
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に

し
た
（
ま
た
、
直
接
は
、
終
身
刑
は
、
行
為
者
が
刑
罰
を
避
け
る
た
め
に
、
他
の
解
決
策
を
探
す
場
合
に
、
影
響
を
与
え
る
）。
刑
に
つ
い
て
の
心
理

的
強
制
を
支
持
す
る
者
は
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
、
確
実
に
、
そ
う
表
現
す
る
だ
ろ
う
。

ｂ
）
刑
の
減
軽
理
由
及
び
犯
罪
不
成
立
の
理
由

aa
）
刑
の
減
軽

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
刑
の
量
定
は
、
今
日
で
は
、
ま
ず
、
行
為
者
が
自
ら
に
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
責
任
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

（
刑
法
典
四
六
条
一
項
一
文
）。
今
日
の
ド
イ
ツ
の
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
が
示
し
た
刑
の
減
軽
事
由
、
す
な
わ
ち
、
貧

困
か
ら
自
ら
犯
罪
を
行
う
よ
う
に
誘
惑
す
る
こ
と
（das S

ich-V
erleitenlassen von A

rm
ut

）、
突
然
あ
る
い
は
免
責
さ
れ
る
激
情
に
よ
り

一
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
五
二
）

自
己
を
忘
れ
て
犯
罪
を
行
う
場
合
（das S

ich-H
inreißenlassen durch eine plötzliche G

elegenheit oder eine entschuldigende 

L
eidenschaft

）
の
よ
う
な
も
の
は
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
刑
法
典
四
六
条
二
項
二
文
は
、
裁
判
所
が
行
為
者
の
責
任
の
量
を
認
定
す
べ
き

様
々
な
考
慮
基
準
を
列
挙
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
行
為
者
の
動
機
と
目
的
、
そ
の
信
念
、
義
務
違
反
の
程
度
、
実
行
行
為
及
び
そ
の
影
響

の
性
質
、
行
為
者
の
犯
罪
前
の
経
歴
、
並
び
に
、
行
為
者
の
人
的
経
済
的
な
関
係
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
犯
行
後
の
行
為
者
の
態
度
で
あ

る
。典

型
的
な
刑
の
減
軽
事
由
は
、
今
日
で
は
、
例
え
ば
、
刑
法
典
二
一
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
精
神
的
な
理
由
か
ら
、

行
為
者
が
自
己
の
行
為
の
違
法
性
の
認
識
、
あ
る
い
は
、
そ
の
認
識
に
よ
っ
て
犯
罪
行
為
を
行
う
能
力
が
か
な
り
の
程
度
減
少
さ
れ
て
い

る
限
り
で
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
九
三
条
に
お
け
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
規
定
に
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。

道
徳
的
な
堕
落
（V

erdorbenheit

）
及
び
粗
暴
（V

erw
ilderung

）
の
程
度
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
今
日
の
刑
法
で
は
、
も
は
や
何
の
役

割
も
持
た
な
い
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
け
は
、
今
日
の
法
の
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
程
度
の
軽
い

道
徳
的
な
堕
落
、
及
び
、
従
っ
て
、
刑
の
減
軽
と
し
て
の
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
り
示
さ
れ
た
前
兆
は
、
全
く
類
の
か
た
ち
で
、
今
日

で
も
存
在
し
て
い
る
。
現
行
刑
法
典
四
六
条
ａ
は
、
行
為
者
が
損
害
回
復
を
努
力
し
た
場
合
、
行
為
者
が
よ
り
重
い
犯
罪
の
解
明
に
寄
与

し
た
あ
る
い
は
そ
の
発
生
を
阻
止
し
た
場
合
に
（
同
四
六
条
ｂ
。
王
冠
証
人
規
定
（K

ronzeugeregelung

））、
刑
の
減
軽
あ
る
い
は
刑
の
放
棄

が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。
放
火
の
事
案
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
か
な
り
の
損
害
が
生
じ
る
前
に
、
行
為
者
が
火
を
消
す
と
い
っ
た
よ

う
に
（
同
条
三
〇
六
条
ｅ
）、
行
為
者
が
悔
悛
の
情
を
示
し
た
（tätige R

eue
）
場
合
の
よ
う
に
、
さ
ら
に
他
の
規
定
も
存
在
し
て
い
る
。

今
日
の
観
点
か
ら
、
奇
異
に
思
え
る
も
の
と
し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
る
子
ど
も
と
少
年
の
可
罰
性
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。

確
か
に
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
責
任
を
帰
す
こ
と
が
で
き
る
か
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
八
歳
の
子
供
も

一
六



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
五
三
）

刑
務
所
に
お
い
て
、
処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
日
で
は
、
刑
法
典
一
九
条
は
、
一
四
歳
以
下
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
刑
事
責
任
が
な

い
と
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ま
ず
は
、
教
育
的
考
え
を
指
導
原
理
と
し
、
科
刑
を
た
だ
最
後
の
手
段
と
し
て
み
な
し
て
い
る
少
年
法

の
特
別
な
刑
罰
規
定
に
よ
り
、
一
八
歳
ま
で
は
刑
事
責
任
を
課
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
二
一
歳
ま
で
、

刑
事
責
任
が
免
じ
ら
れ
て
い
る
。

bb
）
刑
の
放
棄

既
に
一
八
一
三
年
公
布
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
今
日
の
刑
法
で
も
、
刑
を
放
棄
す
る
こ
と
と
な
る
様
々
な
状

況
を
承
認
し
て
い
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
一
二
〇
条
と
同
様
に
、
現
行
刑
法
典
二
〇
条
で
は
、
精
神
疾
患
に
よ
り
、
自
己
の
行
為
の
是

非
を
弁
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
そ
の
弁
別
に
従
っ
て
行
動
を
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
処
罰
さ
れ
な
い
。
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
無
知
に
よ
っ
て
、
自
己
の
行
為
の
不
可
罰
性
を
確
信
し
て
い
る
者
も
、
現
行
刑
法
典
一
七
条
に
よ
り
、
処
罰
さ
れ
な
い
。

ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
一
二
一
条
は
、
相
応
す
る
規
定
を
設
け
て
い
た
。
そ
の
相
応
す
る
規
定
と
は
、
他
の
よ
り
高
い
法
益
の
脅
迫

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
行
為
者
が
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
現
行
刑
法
典
三
四
条
及
び
同
三
五
条
に
よ
り
、
刑
罰
を
科
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
反
し
て
、
公
務
員
に
つ
い
て
も
、
今
日
で
は
、
も
は
や
、
お
い
そ
れ
と
、
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
一
二
二
条
が
一
定
の
範
囲
で
規

定
し
た
よ
う
に
、
公
務
員
が
命
令
に
よ
り
行
っ
た
行
為
を
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
指
示

に
従
う
と
い
う
基
本
的
な
義
務
が
あ
り
（
連
邦
公
務
員
法
（B

undesbeam
tengesetz 

（B
B
G

））
五
五
条
二
文
）、
こ
の
こ
と
は
、
場
合
に
よ
っ

て
は
、
公
務
員
が
指
示
の
違
法
性
に
疑
義
を
持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
妥
当
す
る
（
同
法
五
六
条
二
項
三
文
）。
け
れ
ど
も
、
指
示
に
従
う

一
七
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こ
と
は
違
法
あ
る
い
は
、
指
示
を
受
け
た
公
務
員
の
行
為
が
ま
さ
し
く
科
罰
的
と
な
る
場
合
に
は
、
限
界
が
あ
る
（
同
様
に
、
同
法
五
六
条

二
項
三
文
）。
指
示
に
従
う
こ
と
が
犯
罪
と
な
る
よ
う
な
指
示
に
公
務
員
が
従
わ
な
い
こ
と
が
自
由
な
場
合
に
は
、
そ
の
公
務
員
が
、
指
示

の
可
能
性
を
用
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
刑
法
上
は
、
完
全
に
、
刑
事
責
任
が
あ
る
。

ま
た
、
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
一
二
五
条
以
下
に
規
定
さ
れ
て
い
た
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
起
草
に
よ
る
正
当
防
衛
は
、
今
日
の
刑
法

典
三
二
条
に
お
い
て
、
再
び
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
詳
細
に
見
る
と
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
時
代
に
承
認
さ
れ
て
い
た

他
の
諸
原
則
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。
該
当
す
る
者
は
、
基
本
的
に
は
、
侵
害
を
除
去
す
る
こ
と
を
試
み
て
は
な
ら
な
い
（
正
当
防
衛
の
権

利
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
限
り
に
お
い
て
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
正
当
防
衛
の
権
利
は
基
本
的
に
全
て
の
法
益
を
下
回

る
べ
き
で
あ
り
、
た
だ
、
特
に
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
正
当
防
衛
の
解
釈
は
、
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
も
妥
当
す
る
も
の
に
、
二
重
処
罰
の
禁
止
が
あ
る
。
こ
の
基
本
原
則
は
、
ボ
ン
基
本
法

一
〇
三
条
三
項
に
明
確
に
定
め
ら
れ
て
お
り
（
何
人
も
同
一
の
行
為
に
よ
り
、
ま
た
、
一
般
刑
法
を
理
由
と
し
て
二
度
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
）、
従
っ
て
、
憲
法
レ
ベ
ル
の
原
則
と
な
っ
て
い
る
。

3
．
明
確
性
の
原
則

フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
た
明
確
性
の
要
請
は
、
今
日
で
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
一
条
及
び
ボ
ン
基
本
法
一
〇
三
条
二

項
の
二
ヶ
条
に
お
い
て
の
み
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
五
五
）

「
犯
罪
行
為
が
行
わ
れ
る
前
に
、
法
律
に
よ
っ
て
そ
の
可
罰
性
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
、
そ
の
犯
罪
行
為
は
処
罰
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
の
表
現
は
、
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
法
律
主
義
（G

esetzlichkeitsprinzip, nullum
 crim

en, nulla poena sine lege

）
と
し
て
表
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
刑
を
科
す
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
行
為
態
様
が
、
個
々
人
が
構
成
要
件
の
射
程
範
囲
を
認
識
す
る
、
あ
る
い
は
、
解
釈
に
よ
っ

て
探
し
出
す
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
具
体
的
に
、
刑
罰
規
定
に
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
資
産
刑
（V
erm
ögensstrafe

）
の
違
憲
判
決
を
言
い
渡
し
た
事
案
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
よ
り
厳

密
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
も
し
、
刑
法
及
び
秩
序
違
反
法
の
諸
規
定
が
、
説
明
さ
れ
た
方
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
明
瞭
さ
と

い
う
特
別
な
程
度
で
裁
判
官
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
程
度
の
概
念
を
用
い
る
こ
と
を
除
外
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
通
常
の
場
合
は
、
名
宛
人
は
、
法
的
な
規
定
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
予
め
、
そ
の
態
度
が
可
罰
的
で
あ
る
か
ど
う
か
を
予

測
で
き
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
刑
罰
法
規
の
明
確
性
は
、
ま
ず
は
、
な
あ
え
て
人
に
見
分
け
の
つ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

法
的
な
構
成
要
件
が
理
解
で
き
る
語
義
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
基
準
と
な
る
。」

「
法
の
諸
規
定
の
解
釈
の
対
象
は
、
つ
ね
に
、
た
だ
、
条
文
だ
け
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
条
文
は
、
指
導
的
な
基
準
を
提
供
す
る
。

す
な
わ
ち
、
法
律
の
あ
る
い
る
語
義
は
、
許
さ
れ
る
法
的
な
解
釈
の
最
も
外
れ
た
限
界
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
示
さ
れ

た
よ
う
に
、
ボ
ン
基
本
法
一
〇
三
条
二
項
が
、
刑
法
と
秩
序
違
反
の
威
嚇
を
認
識
で
い
る
よ
う
に
、
ま
た
、
予
め
予
見
で
き
る
よ

一
九
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う
に
、
名
宛
人
に
求
め
て
い
れ
ば
、
こ
の
語
義
は
、
市
民
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
意
味
す
る
こ
と
が
で

き
る
。」

「
あ
る
規
定
が
見
分
け
の
つ
く
語
義
を
超
え
て
、
法
解
釈
が
あ
る
態
度
を
処
罰
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、

市
民
に
刑
罰
を
科
す
と
い
う
負
担
を
課
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
あ
る
刑
罰
法
規
の
規
範
の
語
義
が
も
は
や
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
無
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

今
日
の
刑
法
典
が
、
市
民
に
と
っ
て
、
常
に
、
ど
の
態
度
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
を
認
識
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
を

意
味
す
る
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
前
述
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
一
般
条
項
及
び
補
充

を
必
要
と
す
る
概
念
は
、
全
く
、
明
確
性
の
要
請
に
反
す
る
法
規
範
を
導
く
こ
と
か
ら
生
じ
る
。
刑
法
典
の
諸
規
定
に
お
い
て
は
、
少
な

く
と
も
、
許
容
性
の
程
度
は
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
疑
わ
し
く
見
え
る
。
例
え
ば
、
現
行
刑
法
典
一
八
五
条
（
侮
辱
）、
よ
り
新

し
い
規
定
で
あ
る
同
法
二
三
八
条
（
ス
ト
ー
キ
ン
グ
）、
同
法
二
四
〇
条
（
強
要
）
に
い
う
暴
力
概
念
、
あ
る
い
は
、
同
法
二
六
六
条
（
背

任
）、
こ
れ
ら
は
、
こ
こ
で
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
と
評
価
で
き
る
。

4
．
手
続
上
の
諸
原
則

公
訴
の
提
起
の
権
限
及
び
有
罪
判
決
の
権
限
を
二
つ
の
組
織
に
委
ね
る
べ
き
と
す
る
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
過
去
の
認
識
は
、
今
日
の

ド
イ
ツ
の
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
、
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
糾
問
手
続
、
す
な
わ
ち
、
起
訴
状
及
び
判

決
文
が
同
じ
組
織
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
訴
追
機
関
と
判
断
機
関
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い
刑
事
訴
訟
手
続
は
、
過
去
の
も

二
〇



近
代
刑
法
の
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と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
五
七
）

の
（passé

）
で
あ
る
。

ま
た
、
公
判
手
続
は
公
開
で
か
つ
口
頭
で
行
わ
れ
る
べ
き
と
い
う
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
要
求
は
、
今
日
の
基
本
原
則
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
公
判
手
続
の
公
開
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
構
成
法
一
六
九
条
一
項
（
判
決
及
び
決
定
の
言
渡
し
を
含
む
裁
判
所
に
お
け
る
訴
訟
行
為

は
、
公
開
で
行
わ
れ
る
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
本
原
則
は
、
他
の
事
件
の
場
合
、
例
え
ば
、
少
年
刑
法
（
少
年
法
四
八
条
）
に
お
け

る
審
理
の
場
合
に
は
、
例
外
的
に
、
妥
当
し
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
刑
事
訴
訟
法
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
要
求
に
関
し
て
言
え
ば
、

公
開
原
則
は
、
正
当
に
も
、
残
っ
て
い
る
。
裁
判
所
の
議
決
は
、
公
開
の
強
制
に
は
加
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

Ⅳ
．
む
す
び

以
上
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
近
代
刑
法
の
父
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
、
我
々
が
偉
大
な
ス
ケ
ッ
チ
を
見
れ
ば
、
彼

は
、
刑
法
の
本
質
的
な
土
台
を
作
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
起
草
し
た
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
は
、
多
く
の
点
で
、
今
日
ま
で
同
様
あ
る
い

は
類
似
の
か
た
ち
で
適
用
さ
れ
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。
彼
の
基
本
原
則
で
あ
る
、
犯
罪
な
け
れ
ば
刑
罰
な
し
、
と
い
う
原
則
は
、
今

日
で
は
、
最
も
流
行
し
て
い
る
刑
法
の
諸
原
則
で
あ
る
。
彼
の
学
説
及
び
業
績
は
、
拷
問
の
廃
止
、
責
任
能
力
の
調
査
、
及
び
、
一
定
の

人
的
な
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
者
に
対
す
る
刑
の
減
軽
、
身
体
の
せ
っ
か
ん
に
つ
い
て
の
医
師
に
よ
る
鑑
定
の
必
要
性
、
苦
痛
に
満
ち
た
死

刑
の
執
行
の
廃
止
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
屈
辱
的
な
死
体
の
切
断
と
い
っ
た
点
で
は
、
刑
法
の
人
間
化
の
た
め
に
、
寄
与
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
今
日
の
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て
自
明
な
も
の
、
そ
れ
は
、
彼
の
時
代
に
は
未
知
の
領
域
で
あ
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
訴
追
機
関
と
裁
判
所
の
組
織
的
な
分
離
あ
る
い
は
公
判
手
続
の
公
開
原
則
及
び
口
頭
主
義
を
要
求
し
て
い
た
。

他
方
で
、
我
々
は
、
さ
ら
に
詳
し
く
、
今
日
の
観
点
か
ら
は
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の
も
の
に
つ
い
て
考
察
し
、
発
見
し

二
一
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
死
刑
、
鎖
で
つ
な
ぐ
刑
罰
、
市

民
を
単
に
威
嚇
す
る
た
め
の
刑
の
目
的
の
減
少
（
消
極
的
一
般
予
防
）、
及
び
、
子
供
の
処
罰
が
許
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
恣
意
的
な
処
罰
か
ら
、
必
然
的
に
従
わ
れ
る
法
典
に
編
ま
れ
た
か
た
ち
で
の
規
定
の
シ
ス
テ
ム

へ
の
道
を
導
い
て
お
り
、
そ
の
利
用
者
は
、
法
の
外
に
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
、
法
の
下
に
お
け
る
全

て
の
者
の
平
等
、
国
家
の
不
当
な
干
渉
か
ら
の
個
人
の
保
護
、
警
察
国
家
の
全
能
と
常
在
の
限
界
の
た
め
に
、
戦
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
多

く
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
（
フ
ォ
ン
）・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（P

aul Johann A
nselm

 

（von

） F
euerbach

）
は
近
代
刑
法
の
父
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
り
わ
け
、
彼
に
よ
る
明
ら
か
な
明
確
性
の
原
則
を
表
現
し
た
こ

と
は
、
今
日
ま
で
存
在
し
て
い
る
、
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
現
代
の
立
法
者
に
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
理
念
と
確
信
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思

い
浮
か
べ
る
こ
と
を
求
め
る
な
ら
ば
、
あ
ま
り
に
も
、
多
く
を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

〔
注
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
一
〇
月
二
日
（
土
）
に
、
日
本
大
学
法
学
部
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
ク
ラ
ウ
ス
・
ホ
フ
マ
ン

-

ホ

ラ
ン
ト
（K

laus H
off m
ann-H

olland

）
教
授
に
よ
る
講
演
「P

aul Johann A
nselm

 F
euerbach als B

egründer des m
odernen 

S
trafrechts S

trafrechtliche P
rinzipen gestern und heute

」（
近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ

ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
）
で
用
い
ら
れ
た
報
告
原
稿
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ス
・
ホ
フ
マ
ン

-

ホ
ラ
ン
ト
教
授
は
、
一
九
七
一
年
に
ザ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
（S

aarbrücken

）
で
生
ま
れ
、
ア
ル
ト
ゥ
ー

ル
・
ク
ロ
イ
ツ
ア
ー
（A

rthur K
reuzer

）
教
授
の
も
と
で
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
、
博
士
論
文
（D

issertation

）
で
あ
る
「
自
由
で
な
い
こ

二
二



近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ　

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則
（
滝
沢
）

（
五
五
九
）

と
の
限
界
│
刑
の
執
行
に
お
け
る
処
遇
理
由
に
よ
る
拒
否
の
輪
郭
」（G
renzen der U

nfreiheit-K
onturen der V

ersagungen aus 

B
ehandlungsgründen im

 S
trafvollzug

）
を
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、
教
授
資
格
論
文
（H

abilitationsschrift

）
で
あ
る
「
刑
法
に
お
け
る
モ

デ
ル
論
│
犯
罪
学
及
び
刑
法
的
な
モ
デ
ル
論
の
試
み
の
分
析
」（D
er M

odellgedanke im
 S
trafrecht-E

ine krim
inologische und 

strafrechtliche A
nalyse von M

odellversuchen

）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ギ
ー
セ
ン
大
学
（Justus-L

iebig U
niversität G

ießen

）
に
提
出
し
、

二
〇
〇
八
年
三
月
よ
り
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
（F

reie U
niversität B

erlin

）
法
学
部
（F

achbereich R
echtsw

issenschaft

）
の
正
教
授
で

あ
る
。

本
講
演
原
稿
で
は
、
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
提
唱
し
た
心
理
強
制
説
、
そ
の
起
草
に
か
か
る
バ
イ

エ
ル
ン
刑
法
典
の
諸
規
定
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
、
現
行
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
と
の
比
較
や
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
現
在
の
重
要
な
判
例
の

判
文
へ
の
影
響
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
公
演
原
稿
は
、
い
わ
ば
古
典
的
な
刑
法
理
論
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は

あ
る
も
の
の
、
現
在
の
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
新
し
い
流
れ
、
例
え
ば
、
い
く
ら
か
は
古
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ

る
資
産
刑
の
違
憲
判
決
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
へ
の
新
た
な
構
成
要
件
の
創
設
や
い
わ
ゆ
る
王
冠
証
人
規
定
の
刑
法
典
へ
の
盛
込
み
を
内
容
と

す
る
近
年
の
法
改
正
に
つ
い
て
も
、
言
及
さ
れ
て
い
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
の
比
較
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
提
唱
の
全
て

は
現
在
に
受
け
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
近
代
刑
法
の
父
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
刑
法
学
及

び
法
哲
学
の
領
域
に
お
い
て
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
に
関
す
る
多
く
の
文
献
が
あ
る
も
の
の
、
本
講
演
原
稿
と
同
様
に
、
刑
法
理
論
に

つ
き
歴
史
的
な
考
察
の
枠
組
み
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
山
口
邦
夫
『
帝
国
崩
壊
後
（
一
八
〇
六
年
）
の
ド
イ
ツ
刑
法
学
』（
尚
学
社
、
二
〇
〇
九
）、

同
『
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
刑
法
学
研
究
』（
尚
学
社
、
一
九
七
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
稿
は
講
演
原
稿
を
翻
訳
し
て
い
る
手
前
、
注
に
つ
い
て
は
省
略
し
て
い
る
。
本
講
演
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
完
全
原
稿
は
、

二
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
六
〇
）

C
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 F
euerbach als B

egründer des m
odernen S

trafrechts 

strafrechtliche P
rinzipen gestern und heute

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
ち
ら
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

二
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
六
一
）

Ｂ
．
判
定

第
一
法
廷
に
よ
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
憲
法
異
議
申
立
は
事
物
に

於
い
て
部
分
的
に
成
功
す
る
（
99
）
。

Ⅰ
．
異
議
申
立
の
許
容

憲
法
異
議
申
立
て
は
許
容
さ
れ
る
。
公
法
的
に
組
織
さ
れ
、
異

議
を
申
立
て
る
宗
教
共
同
体
は
、
異
議
申
立
能
力
が
あ
り
、
か
つ

異
議
申
立
権
限
を
持
つ
（
1
．）。
法
〈
裁
判
〉
の
道
の
使
い
切
り

の
命
令
は
、
許
容
性
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
（
2
（
100
）
．）。

1
．
異
議
申
立
能
力

異
議
申
立
人
は
、
法
人
と
し
て
公
法
上
の
組
織
形
態
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
宗
教
の
自
由
の
基
本
権
に
関
し
異
議
申
し
立
て
能
力
が

あ
り
（
101
）
、
し
か
も
異
議
申
し
立
て
権
限
を
持
つ
。
異
議
申
立
人
は
、

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
範
に
よ
っ
て
異
議
申
立
を
可
能
に
す
る

権
利
（
102
）
、
つ
ま
り
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一

三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
中
で
自
ら

が
直
接
か
つ
現
実
に
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
主
張

は
可
能
の
よ
う
で
あ
る
（
103
）
。

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）

小　
　

林　
　

宏　
　

晨

研
究
ノ
ー
ト

二
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
六
二
）

職
業
遂
行
の
自
由
が
制
限
さ
れ
た
と
看
做
し
、
し
か
も
日
曜
・
祭

日
保
護
の
例
外
が
有
利
と
な
る
基
本
権
担
い
手
に
対
す
る
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
効
力
の
み
が
判
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
（
107
）
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
は
、
基
本
法

第
一
四
〇
条
自
体
は
、
基
本
権
資
質
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
の
み

が
確
定
さ
れ
た
（
108
）
。

こ
れ
ま
で
未
決
に
留
ま
っ
た
事
項
は
、
い
っ
た
い
し
か
も
ど
の

程
度
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
が
基
本
法
第
四
条
第
一

項
及
び
第
二
項
も
し
く
は
他
の
諸
基
本
権
の
共
同
作
用
の
下
に
、

諸
宗
教
共
同
体
あ
る
い
は
他
の
当
事
者
に
日
曜
・
祭
日
の
実
行

を
可
能
に
す
る
か
で
あ
る
。
更
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
項
は
、

い
っ
た
い
し
か
も
ど
の
程
度
に
、
基
本
権
の
保
護
内
容
が　

│
こ

こ
で
は
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
│　

基
本
法
第
一
四

〇
条
と
結
ぶ
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
日
曜
保
護
を
通
し

て
、
具
体
化
さ
れ
か
つ
強
化
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
際
に
、
労
働
休

息
と
精
神
的
高
揚
の
可
能
性
の
保
障
を
基
本
権
規
範
の
保
護
内
容

規
定
に
取
入
れ
る
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
肯
定
さ
れ
る
場
合
、

正
に
開
店
に
対
す
る
日
曜
保
護
の
意
義
ゆ
え
に
、
い
っ
た
い
開
店

に
対
す
る
具
体
的
、
基
本
権
保
障
的
制
限
が
存
在
す
る
の
か
、
し

か
も
そ
の
制
限
が
何
処
で
行
わ
れ
る
の
か
の
未
決
の
問
題
が
提
示

a）　

先
決
事
項
無
し

自
ら
の
基
本
権
の
侵
害
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
従
来
の
判
例

に
基
き
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
異
議
申
立

人
の
基
本
権
の
範
囲
に
関
す
る
既
に
展
開
さ
れ
た
諸
原
則
が
適
用

さ
れ
、
し
か
も
こ
れ
に
基
い
て
、
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
こ
の
基
本
権
の
侵
害
が
即
座
に

否
定
さ
れ
る
場
合
に
、
最
初
か
ら
排
除
さ
れ
る
（
104
）
。

こ
れ
に
対
し
、
基
本
権
侵
害
の
可
能
性
は
、
憲
法
異
議
申
立
が
、

憲
法
異
議
申
立
権
の
想
定
を
最
初
か
ら
排
除
し
な
い
、
こ
れ
ま
で

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
未
決
の
憲
法
問

題
を
提
示
す
る
場
合
に
存
在
す
る
（
105
）
。
こ
こ
で
は
、
基
本
権
保
護
の

具
体
化
と
強
化
の
意
味
で
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

の
基
本
権
に
基
く
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法

第
一
四
〇
条
の
客
観
法
的
保
護
保
障
の
逸
脱
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
（
106
）
。

諸
宗
教
共
同
体
が
い
っ
た
い
し
か
も
ど
の
程
度
に
憲
法
異
議
申

立
を
通
し
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
憲
法
的
日
曜
・
祭

日
保
障
を
適
用
で
き
る
か
の
問
題
を
異
議
申
立
人
は
提
示
し
た
。

こ
れ
は
こ
れ
ま
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
で
未
だ
解
明
さ
れ
て

い
な
い
問
題
領
域
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
れ
ま
で
は
、
自
ら
の

二
六



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
六
三
）

の
日
曜
・
祭
日
要
求
は
、
確
か
に
完
全
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
よ
う
に
、
開
店
時
間
中
に
礼
拝
あ
る
い
は
他
の
宗
教
行

事
が
行
わ
れ
え
る
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の
行
事
が
開
店
時
間

以
外
の
時
間
に
移
転
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
異
議

申
立
人
自
身
へ
の
影
響
は
、
こ
れ
ら
の
日
々
が
全
体
と
し
て
、
安

息
日
及
び
精
神
的
高
揚
の
日
々
と
し
て
異
議
申
立
人
に
対
す
る
宗

教
的
意
義
を
有
し
て
い
る
が
故
に
、
言
及
さ
れ
て
い
る
開
店
時
間

に
よ
っ
て
、
一
般
的
に
安
息
日
、
そ
し
て
内
省
の
日
々
と
し
て
の

日
曜
・
祭
日
の
性
格
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
観
点
下
に
考

慮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（｢

七
日
目
に
汝
は
、
休
息
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
！
（
113
）｣

）。
そ
の
こ
と
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
異
議
申
立
人

が
適
用
す
る
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第

一
四
〇
条
に
よ
る
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
保
護
内

容
の
具
体
化
の
想
定
に
基
い
て
該
当
し
て
い
る
（
114
）
。

c）　

異
議
申
立
人
は
利
害
関
係
者

異
議
申
立
人
は
、
関
連
諸
規
範
を
通
し
て
現
実
に
影
響
を
受
け

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
が
有
効
で
あ
る
か
ら
だ
。

異
議
申
立
人
へ
の
直
接
影
響
は
、
降
臨
祭
日
曜
に
於
け
る
売
り
場

開
店
の
可
能
性
に
関
す
る
対
象
規
定
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条

さ
れ
る
（
109
）
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
は
、
宗

教
・
世
界
観
共
同
体
に
も
帰
属
す
る
（
110
）
。
既
に
こ
れ
ま
で
の
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
条
項
の
保
障
は
、

機
能
的
に
宗
教
の
自
由
た
る
基
本
権
の
要
求
と
実
現
に
当
て
ら
れ

て
い
る
（
111
）
。

従
っ
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一

四
〇
条
の
保
障
を
通
し
て
具
体
化
さ
れ
る
異
議
申
立
人
の
基
本
法

第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
の
侵
害
は
、
日
曜
・
祭
日

に
於
け
る
開
店
可
能
性
の
法
律
に
よ
る
拡
大
に
よ
っ
て
可
能
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
（
112
）
。

b）　

異
議
申
立
人
の
十
分
説
明

こ
れ
に
加
え
、
異
議
申
立
人
は
、
自
ら
が
開
店
に
関
す
る
ラ
ン

ト
法
規
定
の
直
接
名
宛
人
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
が
影

響
を
受
け
て
い
る
事
実
を
充
分
に
説
明
し
た
。
そ
の
説
明
か
ら
、

申
立
人
に
対
し
て
も
相
当
な
法
的
不
利
益
の
可
能
性
が
生
じ
る
。

開
店
さ
れ
た
売
り
場
と
精
神
的
高
揚
を
目
的
と
す
る
異
議
申
立
側

二
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
六
四
）

第
一
項
二
）
が
如
何
な
る
執
行
規
定
も
必
要
と
し
て
い
な
い
、
つ

ま
り
自
己
執
行
法
律
規
範
で
あ
る
事
実
に
起
因
す
る
（
115
）
。

そ
の
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
四
及
び
第
二

項
一
の
諸
規
定
に
対
し
て
も
該
当
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
諸
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ
転
換
、
つ
ま
り
一

般
命
令
、
あ
る
い
は
行
政
の
黙
認
を
伴
う
事
前
公
示
を
必
要
と
す

る
場
合
、
こ
の
こ
と
は
、
直
接
影
響
を
受
け
る
事
と
矛
盾
し
な
い
。

異
議
申
立
人
は
、
大
抵
売
り
場
の
公
示
を
適
時
に
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
法
律
の
多
様
な
部
分
に
分
散
さ
れ
て
い
る
日
曜
・
祭
日

の
開
店
可
能
性
の
集
積
に
鑑
み
て
、
直
接
影
響
は
、
事
物
の
関
連

に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
よ
っ
て
も
存
在
す
る

こ
と
に
な
る
（
116
）
。

2
．「
法
（
裁
判
）
の
道
」
完
全
利
用

「
法
（
裁
判
）
の
道
」
の
完
全
利
用
命
令
（
連
邦
憲
法
裁
判
所

法
第
九
〇
条
第
一
項
）
及
び
補
完
原
則
は
、
憲
法
異
議
申
立
の
許

容
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
（
117
）
。

a）　

憲
法
異
議
申
立
手
続
以
外
に
権
利
保
護
方
法
無
し

四
降
臨
節
日
曜
日
に
於
け
る
開
店
及
び
傷
み
易
い
果
実
と
野
菜

な
ら
び
に
日
曜
の
当
た
る
聖
夜
に
関
わ
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三

条
第
一
項
二
、
第
四
条
第
一
項
四
及
び
第
二
項
一
の
「
自
己
執

行
」
諸
規
定
に
対
し
て
は
、
異
議
申
立
人
に
と
っ
て
憲
法
異
議
申

立
手
続
き
以
外
に
如
何
な
る
有
効
な
権
利
保
護
も
存
在
し
な
か
っ

た
（
118
）
。b）　

専
門
裁
判
所
の
有
効
保
護
無
し

特
別
の
理
由
に
基
く
開
店
を
目
的
と
す
る
、
公
示
義
務
と
結
ぶ

販
売
所
の
権
限
規
定
に
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
）
つ

い
て
は
、
同
様
に
専
門
裁
判
所
の
有
効
な
権
利
保
護
が
存
在
し
な

い
。
予
定
さ
れ
る
開
店
の
六
日
前
に
行
わ
れ
る
べ
き
公
示
は
、
異

議
申
立
人
に
通
知
さ
れ
る
必
要
が
な
い
（
119
）
。

c）　

販
売
を
目
的
と
す
る
四
日
曜
・
祭
日
の
開
放

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
に
基
く
一
般
命
令
に
よ
り
四

日
曜
・
祭
日
を
販
売
の
為
に
解
放
す
る
可
能
性
故
に
、
異
議
申
立

人
に
専
門
裁
判
所
へ
の
道
の
指
示
は
期
待
で
き
な
い
。
異
議
申
立

人
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
二
、
第
四
条
第
一
項
四

及
び
第
二
項
一
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
諸
規
範
全
体
の

憲
法
的
検
証
を
目
指
し
て
お
り
、
他
の
諸
規
定
は
、
関
連
す
る
ベ

二
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
六
五
）

ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
無
し
に
は
、
完
全
に
は
判
定
さ
れ

得
な
い
（
120
）
。

Ⅱ
．
異
議
申
立
の
部
分
的
根
拠
付
け

憲
法
異
議
申
立
は
、
部
分
的
に
根
拠
付
け
ら
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン

州
に
於
け
る
日
曜
・
祭
日
の
開
店
を
目
的
と
す
る
諸
規
定
の
基
盤

と
な
る
保
護
構
想
は
、（
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
）
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
を
通
し
た
具
体
化
に
於
い
て
基
本
法
第

四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
ラ
ン
ト
立
法
者
の
保
護
義
務

に
充
分
に
対
応
し
て
い
な
い
（
121
）
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
は
、
立
法
者
の

保
護
義
務
（
1
．）
と
し
て
の
意
義
に
於
い
て
、
世
俗
的
・
社
会

的
意
義
と
な
ら
ん
で
、
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
ざ
す

（
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
）
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条

か
ら
す
る
日
曜
・
祭
日
保
護
の
為
の
客
観
法
的
保
護
課
題
を
通
し

て
具
体
化
さ
れ
る
（
2
．）。

従
っ
て
、
諸
日
曜
な
ら
び
に
法
的
に
承
認
さ
れ
た　

│
こ
こ
で

は
教
会
的
│　

諸
祭
日
の
保
護
の
最
小
レ
ベ
ル
が
立
法
者
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
3
．）。

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
日
曜
・
祭
日
保
護
構

想
は
、
こ
れ
を
充
足
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
予
定
さ
れ
て
い
る
全

て
の
四
降
臨
祭
日
曜
の
開
店
可
能
性
は
、
基
本
権
的
に
保
障
さ
れ

た
保
護
の
最
低
要
求
と
一
致
し
な
い
。
一
般
命
令
に
よ
る
更
な
る

四
日
曜
・
祭
日
開
店
に
関
す
る
規
定
は
、
制
限
的
解
釈
の
場
合
に

の
み
、
立
法
者
が
保
障
す
べ
き
最
低
保
護
の
必
要
に
対
応
す
る

（
4
．）。

そ
の
他
、
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
の

追
及
す
る
保
護
構
想
の
枠
内
で
憲
法
的
検
証
に
対
応
し
て
い
る

（
5
（
122
）
．）。

1
．
信
教
の
自
由
た
る
基
本
権
の
保
護
義
務

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
は
、
こ

こ
で
、
そ
の
意
義
に
於
い
て
国
家
の
保
護
義
務
と
し
て
侵
害
さ
れ

た
（
123
）
。ベ

ル
リ
ン
開
店
法
は
、
故
意
に
異
議
申
立
人
の
信
教
の
自
由
に

介
入
せ
ず
、
又
日
曜
・
祭
日
で
の
開
店
を
目
的
と
す
る
多
様
な
諸

規
定
及
び
諸
選
択
の
中
で
、
介
入
の｢

機
能
的
同
値｣

は
存
在
し

な
い
。
こ
の
法
律
は
、
こ
こ
で
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
諸
規
定
を

二
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
六
六
）

以
っ
て
、
売
店
所
有
者
に
向
け
ら
れ
、
し
か
も
彼
ら
に
対
し
て
、

日
曜
・
祭
日
の
開
店
へ
の
可
能
性
を
開
い
て
い
る
（
124
）
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
基
本
権
保
護
は
、
国
家

の
介
入
に
対
す
る
公
権
的
防
御
権
と
し
て
の
古
典
的
内
容
に
留
ま

る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
諸
基
本
権
か
ら
保
護
さ
れ
る
法
益
に
対

す
る
国
家
の
保
護
義
務
も
引
き
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を

疎
か
に
す
る
場
合
、
当
事
者
に
よ
る
憲
法
異
議
申
立
が
適
用
さ
れ

う
る
の
で
あ
る
（
125
）
。
信
教
の
自
由
も
、
防
御
権
の
機
能
に
限
定
さ
れ

ず
、
肯
定
的
意
味
に
於
い
て
も
、
信
仰
確
信
の
積
極
的
活
動
と
世

界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
於
け
る
自
律
的
人
格
の
実
現
を
確
保
す

る
余
地
を
提
供
し
て
い
る
（
126
）
。
こ
の
保
護
義
務
は
、
公
法
上
の
法
人

と
し
て
組
織
さ
れ
る
宗
教
共
同
体
に
対
し
て
も
国
家
に
課
さ
れ
る
（
127
）
。

国
家
は
、
こ
の
保
護
義
務
に
対
し
、
充
分
な
準
備
対
策
を
充
足

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
権
的
保
護
義
務
か
ら
は
、
通
常
一

定
の
行
動
課
題
は
帰
結
さ
れ
な
い
。
管
轄
国
家
諸
機
関
、
取
分
け

立
法
者
は
、
寧
ろ
先
ず
、
自
ら
の
責
任
の
中
で
、
如
何
に
し
て
自

ら
の
保
護
義
務
を
充
足
す
る
か
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
保
護
構
想
を
設
定
し
、
し
か
も
規
範
的
に
展
開
す
る
事
は
、

原
則
的
に
立
法
者
の
事
項
で
あ
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
に
は
、
広

範
囲
に
わ
た
る
判
断
、
評
価
、
及
び
形
成
の
余
地
が
帰
属
す
る
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
保
護
義
務
の
違
反
を
、
準
備

対
策
が
全
く
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
、
行
わ
れ
た
規
定
及
び
措
置
が

明
ら
か
に
適
切
で
な
い
か
、
あ
る
い
は
命
じ
ら
れ
る
保
護
目
標
に

到
達
す
る
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
の

措
置
が
相
当
程
度
保
護
目
標
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
（
128
）
。

2
．
信
教
の
自
由
の
具
体
化

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
だ
け
か
ら
は
、
宗
教
的
・

キ
リ
ス
ト
教
的
祭
日
及
び
日
曜
を
詳
細
に
形
成
さ
れ
る
べ
き
一
般

的
労
働
休
息
の
保
護
下
に
置
き
、
し
か
も
自
ら
の
教
義
に
従
う
一

定
の
宗
教
共
同
体
の
理
解
を
特
別
の
日
々
の
根
拠
と
す
る
国
家
の

義
務
は
導
き
出
し
得
な
い
。
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

か
ら
す
る
基
本
権
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基

本
法
第
一
四
〇
条
に
従
っ
た
日
曜
・
祭
日
保
障
を
通
し
た
具
体
化

を
受
け
る
。
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
一
方
で
、
憲
法
の
中
で
行
わ

れ
る
評
価
と
し
て
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
保
護

内
容
の
解
釈
と
決
定
に
影
響
し
、
従
っ
て
、
立
法
者
の
基
本
権
的

三
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
六
七
）

保
護
義
務
の
具
体
化
に
際
し
て
も
遵
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
最
小
保
護
レ
ベ
ル
保
障
の
意

味
で
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
保
護

に
内
容
を
付
与
す
る
立
法
者
（
129
）
に
対
す
る
保
護
課
題
を
内
包
す
る
（
130
）
。

a）　

基
本
法
第
四
条

基
本
法
第
四
条
は
、
第
一
項
で
、
信
仰
、
良
心
な
ら
び
に
宗
教

的
及
び
世
界
観
的
告
白
の
自
由
を
、
第
二
項
で
、
邪
魔
さ
れ
な
い

宗
教
実
行
の
権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
基
本
法
第
四
条
の
両
条
項

は
、
包
括
的
に
理
解
す
べ
き
一
体
的
基
本
権
を
内
包
す
る
（
131
）
。
こ
の

基
本
権
は
、
団
体
の
宗
教
の
自
由
も
包
括
す
る
（
132
）
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
の
保
護

内
容
の
詳
細
規
定
に
際
し
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の
為
の
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
保
護
保
障
も
結
び
付
け
ら
れ
る
。
基
本
法

第
一
四
〇
条
を
通
し
て
採
用
さ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
諸
規
定
、

従
っ
て
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
も
基
本
法
の
他
の
諸
規
定

と
同
様
の
規
範
資
質
を
有
し
て
い
る
（
133
）
。
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
確

か
に
、
基
本
権
あ
る
い
は
基
本
権
と
同
等
の
権
利
で
は
な
い
（
134
）
。
し

か
し
、
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
諸
条
項
は
、
機
能
的
に
信
教
の
自
由
た

る
基
本
権
の
要
求
と
実
現
を
目
標
と
し
て
い
る
（
135
）
。
基
本
法
と
組
織

的
全
体
を
形
成
す
る
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
統
合
教
会
所
条
項
（
136
）
は
、

国
家
と
教
会
間
の
基
本
関
係
を
規
定
し
て
い
る
（
137
）
。
少
な
く
と
も
こ

の
基
本
関
係
の
部
分
的
側
面
が
基
本
法
第
四
条
に
よ
っ
て
は
博
さ

れ
て
い
る
事
は
承
認
さ
れ
て
い
る
（
138
）
。

基
本
法
の
構
想
の
中
で
、
教
会
諸
条
項
は
、
法
人
化
さ
れ
た
宗

教
諸
共
同
体
の
信
教
の
自
由
の
展
開
を
目
的
と
す
る
手
段
で
も
あ

る
（
139
）
。b）　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
味

と
宗
教
的
意
味

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基
本
権
の
要
求

へ
の
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
条
項
の
機
能
的
方
向
付
け
は
、

こ
の
基
本
権
自
体
に
は
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
関
連
が
明
示
的

に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
に
於
け
る
労
働
休
息
と
精
神
的
高
揚
の
日
々
の
保
障
に

対
し
て
も
妥
当
す
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
そ
の

成
立
史
、
教
会
条
項
に
於
け
る
そ
の
組
織
的
結
び
つ
き
、
そ
の
規

定
目
的
に
よ
っ
て
、
そ
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
味
と
並
ん
で
、
宗

教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
意
味
も
有
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
は
、
そ

三
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
六
八
）

の
保
護
を
以
て
人
間
の
休
養
の
可
能
性
と
同
時
に
社
会
的
共
存
の

為
に
本
質
的
基
盤
を
確
保
し
、
従
っ
て
、
人
格
の
発
展
に
奉
仕
す

る
基
本
権
擁
護
の
為
の
保
証
者
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
こ

の
条
項
は
、
社
会
的
共
存
と
国
家
秩
序
の
憲
法
的
に
裏
付
け
ら
れ

た
基
本
的
要
素
で
あ
る
こ
と
を
自
ら
証
明
し
、
多
様
な
基
本
権
へ

の
関
連
保
障
と
し
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
休
息

と
精
神
的
高
揚
の
日
々
の
保
障
は
、
基
本
権
保
護
、
│
基
本
権
の

前
提
保
護
の
意
味
に
於
い
て
も
│　

を
強
化
し
、
具
体
化
す
る
こ

と
を
指
向
し
、
そ
の
限
り
で
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
す
る
基
本
権
か
ら

帰
結
さ
れ
る
国
家
の
保
護
義
務
を
指
向
す
る
（
140
）
。

既
に
こ
の
規
定
の
成
立
史
は
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の
伝
統
的
宗

教
的
・
社
会
的
側
面
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ワ
イ

マ
ー
ル
国
民
議
会
へ
の
提
出
の
際
に
報
告
者
マ
ウ
ス
バ
ッ
ハ
議
員

（
中
央
党
）
は
、
こ
の
規
定
が
「
公
的
慣
習
」、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝

統
な
ら
び
に
宗
教
実
行
を
保
護
す
る
。
宗
教
実
行
の
偉
大
な
歴
史

的
構
成
部
分
は
、
し
か
し
、
個
人
の
為
の
価
値
あ
る
自
由
権
を
も

内
包
し
、
し
か
も
日
曜
休
息
の
正
に
こ
の
側
面
が
全
て
の
階
級
の

自
由
と
社
会
的
同
価
値
の
保
護
が
こ
こ
に
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
（
141
）
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
宗
教
関
連
は
、

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
基
本
権
部
分
の｢

宗
教
及
び
宗
教
団
体｣

表

示
で
の
地
位
を
通
し
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
条

項
の
基
本
法
へ
の
組
込
み
は
、
結
局
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九

条
の
伝
統
的
保
障
内
容
を
最
早
議
論
対
象
と
し
な
い
と
す
る
妥
協

で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
結
果
と
し
て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
の
成
立
を
決
定
し
た
宗
教
憲
法
政
策
的
努
力
と
労
働
憲

法
政
策
的
努
力
間
の
動
機
的
同
盟
が
継
続
さ
れ
た
（
142
）
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
従
っ
て
決
定
的
に
社
会
的
、

世
俗
的
・
中
立
的
指
向
の
目
標
設
定
と
並
行
し
て
現
れ
る
キ
リ
ス

ト
教
的
伝
統
に
根
ざ
す
宗
教
的
内
容
を
特
徴
と
す
る
（
143
）
。

c）　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
両
キ
リ
ス
ト
教
会
の
公

教
要
理

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
そ
の
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教

的
意
味
で
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
安
息
日
と
し
て
日
曜
と
国
家
的

に
承
認
さ
れ
た
祭
日
を
結
び
つ
け
る
限
り
、
生
活
実
践
的
結
果
の

中
で
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
日
曜
・
祭
日
保
障
の
社
会
的
意
義
と

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
こ
の
条
項
は
、
そ
の
限
り
で
そ
の
根
源

を
ユ
ダ
ヤ
安
息
日
（
土
曜
日
）
に
有
し
て
い
る
。
聖
な
る
安
息
日

三
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
六
九
）

と
し
て
の
サ
バ
ー
ト
（
安
息
日
）
の
ユ
ダ
ヤ
的
理
解
は
、
後
に
日

曜
に
移
転
し
た
（
144
）
。

公
法
的
に
組
織
さ
れ
た
大
キ
リ
ス
ト
教
宗
教
共
同
体
に
よ
る
近

代
的
解
釈
の
中
で
、
日
曜
及
び
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
祭
日
に

は
、
人
間
の
大
幅
な
経
済
化
に
対
し
て
保
護
を
提
供
す
る
任
務
が

帰
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
公
教
要

理
（R

n.2172

）
の
中
で
日
曜
は
、
日
常
の
労
働
日
を
中
断
し
、

休
息
を
与
え
、｢

労
働
の
苦
役｣
と
「
金
の
崇
拝
」
に
対
す
る
抵

抗
の
日
で
あ
る
。
人
間
の
生
活
は
、
労
働
と
休
息
を
通
し
て
そ
の

リ
ズ
ム
を
維
持
す
る
（R

n.2184

）。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
成
人
公
教

要
理
（6.A

ufl .2000

）
で
は
、
生
産
と
収
益
が
生
活
の
意
義
を
意

味
し
な
い
事
を
経
験
す
る
た
め
に
人
間
と
社
会
が
日
曜
を
必
要
と

し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
理
解
に
よ
れ
ば
、｢

労

働
と
休
息
の
リ
ズ
ム
」
は
、「
キ
リ
ス
ト
・
ユ
ダ
ヤ
教
的
文
化
の

中
心
的
リ
ズ
ム
」
な
の
で
あ
る
（
145
）
。

d）　

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
社
会
国
家
原
理
を
具
体

化
そ
の
上
、
定
期
的
に
再
来
す
る
労
働
休
息
の
日
々
の
保
障
を
以

て
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
社
会
国
家
原
理
を
具
体

化
す
る
。
こ
の
観
点
下
で
、
こ
の
条
項
は
、
よ
り
拡
大
さ
れ
た
基

本
権
的
関
連
を
有
し
て
い
る
。
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
信
教
の
自

由
の
実
行
の
み
を
保
護
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
加
え
、

労
働
休
息
は
、
物
理
的
・
精
神
的
回
復
に
、
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ

て
、
身
体
の
不
可
侵
に
奉
仕
す
る
（
基
本
法
第
二
条
第
二
項
。）

共
同
の
労
働
休
息
の
設
定
は
、
婚
姻
と
家
族
の
保
護
に
奉
仕
す
る

（
基
本
法
第
六
条
第
一
項
）。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
結
社
の
自
由
も

よ
り
有
効
に
守
ら
れ
る
（
基
本
法
第
九
条
第
一
項
）。
日
曜
・
祭

日
保
障
は
、
最
後
に
、
人
間
の
尊
厳
へ
の
特
別
の
関
連
が
付
与
さ

れ
得
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
保
障
は
、
経
済
効
率
思
考
に
限
定
を

付
し
、
し
か
も
人
間
に
、
人
間
で
あ
る
が
故
に
奉
仕
す
る
か
ら
で

あ
る
（
146
）
。

世
俗
的
領
域
に
於
け
る
日
曜
・
祭
日
保
護
な
ら
び
に
一
般
的
労

働
休
息
の
社
会
的
意
義
は
、
本
質
的
に　

│
と
り
わ
け
週
間
リ
ズ

ム
を
通
し
て
条
件
付
け
ら
れ
る
│　

社
会
生
活
の
同
時
タ
ク
ト
化

か
ら
生
ず
る
。
労
働
時
間
及
び
労
働
保
護
が
そ
れ
ぞ
れ
個
人
に
対

し
て
保
護
効
果
を
展
開
す
る
に
対
し
、
全
て
の
領
域
に
通
常
的
な

労
働
休
息
の
同
時
制
度
は
、
社
会
生
活
の
多
様
な
形
態
の
利
用
に

三
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
七
〇
）

対
す
る
本
質
的
要
素
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
わ
け
、
家
族
に
、
特

に
複
数
の
職
業
従
事
者
の
い
る
家
族
に
、
そ
し
て
社
会
的
諸
団
体
、

特
に
、
多
様
な
分
野
に
於
け
る
諸
団
体
に
妥
当
す
る
。
こ
れ
ら
と

並
ん
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
は
、

政
党
、
労
働
組
合
及
び
そ
の
他
の
諸
団
体
の
活
動
の
枠
条
件
に

と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
当
然
全
体
的
に
「
解
放
さ
れ
た
週
末
」

と
結
び
、
集
会
開
催
へ
の
可
能
性
に
対
し
て
も
影
響
す
る
事
実
で

あ
る
。
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
に
は
、
更
に
体
験
的
民

主
制
の
日
常
に
於
け
る
参
画
形
成
に
対
し
て
も
重
要
な
意
義
が
帰

属
す
る
。
そ
の
事
は
、
通
常
法
形
成
に
よ
り
、
選
挙
日
が
日
曜
も

し
く
は
法
定
祭
日
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
通
し
て
、
そ
の
意

義
を
表
明
し
て
い
る
（
147
）
。

こ
れ
に
加
え
、
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
は
、
個
人
に

物
理
的
及
び
精
神
的
回
復
の
可
能
性
を
開
く
。
専
門
鑑
別
人
、

ペ
ー
タ
ー
・
ク
ナ
ウ
ト
教
授
と
フ
リ
ー
ト
ヘ
ル
ム
・
ナ
ハ
ラ
イ

ナ
ー
教
授
が
的
確
に
説
明
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
は
、
労
働
学
的

観
点
か
ら
し
て
、
個
人
の
健
康
と
安
定
化
に
と
っ
て
本
質
的
意
義

が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
148
）
。

e）　

立
法
者
に
対
す
る
保
護
課
題

基
本
権
保
護
の
為
に
規
定
目
的
を
以
て
定
め
ら
れ
た
意
義
と
並

ん
で
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
性
格
は
、
憲
法
的
制
度

保
障
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
内
容
の
中
で
、
基
本
権
強
化
を
指
向
し

て
い
る
こ
と
を
通
し
て
、
関
連
保
障
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
。

憲
法
が
全
体
と
し
て
目
的
論
的
意
義
内
容
と
し
て
現
れ
（
149
）
、
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
於
け
る
日
曜
・
祭
日
保
護
が
憲
法
的

評
価
と
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
立
法
者
に
対
す
る
こ

の
保
護
課
題
は
、
基
本
権
的
裏
付
け
の
あ
る
保
護
義
務
の
具
体
化

に
際
し
て
、
援
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
150
）
。

f）　

日
曜
・
祭
日
保
護
は
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
と

矛
盾
せ
ず

国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
義
務
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
に
よ
る
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
保
護
内

容
の
具
体
化
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
憲
法
自

体
が
、
日
曜
・
祭
日
を
、
国
家
的
に
承
認
し
て
い
る
限
り
、
国
家

の
特
別
保
護
課
題
下
に
置
き
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教

的
・
西
洋
的
伝
統
に
、
し
か
も
暦
的
に
こ
の
伝
統
に
結
び
つ
く
評

価
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
キ
リ
ス
ト
教
的
諸
宗
教
共
同
体

三
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
七
一
）

に
日
曜
及
び
国
家
的
に
承
認
さ
れ
た
祭
日
の
基
本
権
に
根
ざ
す
最

少
保
護
を
仲
介
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一

三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
の
価
値
決
定
の
中
に
設
定
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
保
護
を
、
他
の
基
本
権
保
持
者
も

そ
の
基
本
権
保
障
の
枠
内
で
利
用
で
き
る
（
151
）
。

g）　

日
曜
・
祭
日
保
障
を
根
拠
と
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題

日
曜
・
祭
日
保
障
を
根
拠
と
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題
（
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
）
は
、
特
別
に
労
働
休
息
と
精
神
的
高

揚
の
日
々
に
依
存
す
る
者
た
ち
の
基
本
権
保
護
の
強
化
を
目
指
し

て
い
る
。
こ
の
課
題
は
、
基
本
権
自
体
か
ら
国
家
と
そ
の
諸
機
関

に
対
し
て
生
ず
る
保
護
義
務
に
遭
遇
す
る
。（
基
本
法
第
一
四
〇

条
と
結
ぶ
）
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
の
保
護
課
題
は
、

従
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
保
護
に
関
わ
る
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
基
本
権
保
障
の
保
護
機
能
を
誘
発
す
る
こ
と
に
留
ま

ら
ず
、
そ
れ
に
加
え
、
内
容
的
に
も
、
立
法
者
に
よ
る
日
曜
・
祭

日
に
対
す
る
基
本
権
的
に
命
じ
ら
れ
た
最
低
保
護
レ
ベ
ル
の
形
成

に
対
す
る
実
質
課
題
を
も
具
体
化
し
て
い
る
（
152
）
。

3
．
立
法
者
の
基
本
権
侵
害

立
法
者
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第

一
四
〇
条
か
ら
帰
結
す
る
日
曜
・
祭
日
保
護
の
最
低
要
求
を
下
回

る
場
合
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
生
ず
る
保
護

義
務
に
違
反
す
る
（
153
）
。

a）　

日
曜
・
祭
日
の
憲
法
的
保
護

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
の

保
護
保
障
の
性
格
と
範
囲
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
通
し

て
既
に
こ
れ
ま
で
具
体
化
さ
れ
て
来
て
い
る
（
154
）
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
立
法
者
へ
の
保
護
課
題
を

含
ん
で
お
り
（
155
）
、
そ
の
課
題
は
、
日
曜
・
祭
日
労
働
に
対
し
て
取
分

け
原
則
・
例
外
関
係
を
創
設
し
て
い
る
（
156
）
。
原
則
的
に
、
典
型
的

「
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
労
働
」
は
日
曜
・
祭
日
に
休
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
憲
法
的
に
保
障
さ
れ
た
日
曜
・
祭
日
保
護
は
、
限
定
的

に
の
み
制
限
さ
れ
得
る
。
日
曜
・
祭
日
の
休
息
の
例
外
は
、
よ
り

高
い
、
あ
る
い
は
同
価
値
の
法
益
の
維
持
を
目
的
と
し
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
立
法
者
は
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の
十
分
な
レ
ベ
ル
を
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
157
）
い
（
158
）
。

三
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十
七
巻
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一
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年
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月
）

（
五
七
二
）

個
別
的
に
は
、
日
曜
・
祭
日
の
保
護
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
に
法
的
保
護
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は
、
日
曜
・
祭
日
の
制
度
が
直
接
憲
法
に
よ
っ
て
保
障

さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
保
護
の
種
類
と
範
囲
が
法
律
に
よ
る
形

成
を
必
要
と
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
そ
の
規
定
に
於

い
て
、
労
働
休
息
と
精
神
的
高
揚
の
保
護
以
外
の
事
項
も
考
慮
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
従
っ
て
立
法
者
に
は
、
一
方
の
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
、
他
方
の
基
本

法
第
一
二
条
第
一
項
及
び
第
二
条
第
一
項
間
の
均
衡
が
課
さ
れ
て

い
る
（
159
）
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
の

保
護
は
、
日
曜
・
祭
日
の
宗
教
的
も
し
く
は
世
界
観
的
意
味
内
容

に
限
定
さ
れ
な
い
。
確
か
に
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
宗
教
行
為
の

可
能
性
は
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
規
定
は
、
世
俗
化
さ
れ

た
社
会
・
国
家
秩
序
に
於
い
て
個
人
的
休
息
、
思
慮
、
回
復
、
娯

楽
の
如
き
世
俗
的
諸
目
標
の
追
求
も
目
指
し
て
い
る
。
日
曜
・
祭

日
に
は
原
則
的
に
、
個
人
が
一
人
あ
る
い
は
他
者
と
共
同
で
、
ウ

イ
ー
ク
デ
イ
的
諸
義
務
と
諸
要
求
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
ら
の
日
々
を
利
用
で
き
る
た
め
に
、
営
利
活
動
、
と
り

わ
け
依
存
的
作
業
の
設
定
の
形
態
で
の
営
業
活
動
は
停
止
す
べ
き

で
あ
る
。
保
護
さ
れ
る
対
象
は
、
一
日
の
一
般
的
に
利
用
可
能
な

性
格
、
つ
ま
り
原
則
的
に
全
て
に
拘
束
的
な
労
働
休
息
の
日
な
の

で
あ
る
。
古
く
か
ら
社
会
的
現
実
の
中
で
、
と
り
わ
け
、
友
人
、

積
極
的
団
体
生
活
及
び
家
族
内
で
行
わ
れ
労
働
休
息
及
び
精
神
的

高
揚
時
の
共
同
形
成
は
、
時
間
的
同
時
性
及
び
リ
ズ
ム
、
つ
ま
り

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
の
み
計
画
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
於
い
て
正
に
、
七
日
リ
ズ
ム
に
於
け
る
日

曜
な
ら
び
に
全
国
一
律
の
祭
日
が
特
別
に
重
要
で
あ
る
。
そ
の
事

は
、
市
民
が
日
曜
・
祭
日
に
、
職
業
活
動
か
ら
回
復
し
、
し
か
も
、

自
ら
の
個
人
的
諸
目
標
の
実
現
の
為
に
、
そ
し
て
日
常
と
の
調
整

の
為
に
重
要
で
あ
る
と
見
做
す
事
を
行
い
得
る
と
こ
ろ
に
根
拠
づ

け
ら
れ
る
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
含
ま
れ
る
精
神
的

回
復
の
可
能
性
は
、
宗
教
的
拘
束
に
関
わ
り
無
く
、
す
べ
て
の
人

間
に
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
160
）
。

b）　

日
曜
・
祭
日
の
立
法
者
に
よ
る
保
護
と
そ
の
例
外

立
法
者
は
、
対
立
す
る
保
護
法
益
の
調
整
に
際
し
て
、
自
ら
の

形
成
余
地
の
枠
内
で
、
変
化
し
た
社
会
的
現
実
、
取
分
け
余
暇
行

動
の
変
化
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
市
民

三
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の
余
暇
願
望
実
現
の
保
護
は
、
こ
の
実
現
が
給
付
提
供
者
の
労
働

投
入
を
必
要
と
す
る
給
付
の
提
供
に
依
存
し
て
い
る
限
り
、
紛
争

に
導
く
（
161
）
。

通
常
法
的
に
は
、
既
に
古
く
か
ら
、
社
会
的
及
び
技
術
的
諸
理

由
か
ら
し
て
必
要
な
労
働
が
、
日
曜
・
祭
日
に
許
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
労
働
は
、「
日
曜
・
祭
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、
限
定
的

で
あ
る
限
り
許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
例
え
ば
、
救
助
作
業
、
消

防
、
警
察
、
全
医
療
給
付
、
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
と
並
ぶ
移
動
の
確
保
（
道
路
、
鉄
道
、
バ
ス
及
び
空
輸
）
に
於

け
る
市
民
あ
る
い
は
共
同
体
の
基
本
権
そ
の
他
の
重
要
法
益
の
保

護
を
目
的
と
し
て
、
日
曜
・
祭
日
に
労
働
が
許
さ
れ
る
事
は
承
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
に
は
、
多
様
な
領
域
の
多
様
な
緊
急
業

務
、
な
ら
び
に
、
生
産
技
術
的
諸
理
由
か
ら
す
る
産
業
分
野
に
お

け
る
例
外
が
該
当
す
る
。

国
際
比
較
に
於
け
る
競
争
力
の
維
持
、
従
っ
て
、
雇
用
政
策
的

考
慮
か
ら
し
て
、
最
後
に
産
業
領
域
に
於
い
て
、
日
曜
保
護
の
例

外
が
、
旧
く
か
ら
受
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
こ
の
例
外
は
、

広
く
公
的
感
知
か
ら
離
れ
て
お
り
、
従
っ
て
、
日
曜
休
息
の
外
的

枠
組
み
に
と
っ
て
特
徴
的
性
格
が
帰
属
し
な
か
っ
た
（
162
）
。
例
え
ば
、

公
に
認
知
可
能
な
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
交
通
法
規
定
に
基
づ
い
て
、

日
曜
保
護
の
表
明
と
し
て
休
止
す
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
も
例
外

が
存
在
す
る
事
実
が
こ
れ
に
合
致
し
て
い
る
（
163
）
。
こ
の
「
日
曜
で

あ
っ
て
も
労
働
」
の
分
野
に
並
ん
で
、
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
及
び
飲

食
業
並
び
に
個
人
の
移
動
の
確
保
の
領
域
で
、
市
民
に
労
働
休
息

及
び
精
神
的
高
揚
の
日
の
個
別
的
形
成
を
可
能
に
す
る
事
に
奉
仕

す
る
「
日
曜
の
為
の
労
働
」
も
承
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
絶
え

ず
日
曜
・
祭
日
保
護
の
十
分
な
レ
ベ
ル
が
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
164
）
。
そ
の
事
は
職
業
遂
行
の
自
由
（
基
本
法
第
一
二
条
第
一

項
（
165
）
）
に
鑑
み
て
も
妥
当
す
る
（
166
）
。

c）　

原
則
と
例
外
の
関
係

こ
の
基
盤
の
上
に
、
日
曜
・
祭
日
休
息
保
障
の
為
の
法
的
保
護

構
想
は
、
明
白
に
こ
れ
ら
の
日
々
を
労
働
休
息
の
日
々
と
し
て
原

則
に
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
果
と
な
る
。
こ
こ
で
対

象
と
さ
れ
る
開
店
に
関
し
て
、
こ
の
事
は
、
例
外
が
日
曜
保
護
に

正
当
に
対
応
す
る
理
由
を
必
要
と
し
て
い
る
事
を
意
味
し
て
い
る
。

販
売
店
所
有
者
の
経
済
的
販
売
利
益
や
潜
在
的
顧
客
の
日
常
的
購

買
利
益
（
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
利
益
）
は
、
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労

働
休
息
と
精
神
的
高
揚
へ
の
可
能
性
の
憲
法
に
直
接
的
裏
付
け
を

三
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
七
四
）

持
つ
保
護
の
例
外
を
正
当
化
す
る
に
は
原
則
的
に
不
十
分
で
あ
る
。

更
に
例
外
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
、
公
に
認
知
可
能
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
し
か
も
、
日
曜
・
祭
日
の
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
と
そ
の
活
動

と
も
大
幅
な
同
値
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
167
）
。

原
則
・
例
外
・
命
令
に
は
、
一
般
的
に
、
日
曜
・
祭
日
保
護
に

関
係
づ
け
ら
れ
る
諸
根
拠
の
比
重
が
軽
け
れ
ば
軽
い
ほ
ど
、
し
か

も
、
影
響
を
受
け
る
領
域
及
び
関
連
付
け
ら
れ
る
販
売
分
野
と
商

品
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
、
開
店
解
放
の
領
域
が
広
け
れ
ば
広
い
ほ

ど
、
重
要
性
が
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
複
数
の
日

曜
・
祭
日
が
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
時
間
に
渡
っ
て
、

開
放
さ
れ
る
場
合
、
全
域
か
つ
全
小
売
業
を
包
括
す
る
開
店
開
放

に
際
し
て
は
、
特
別
の
比
重
を
持
つ
正
当
化
理
由
が
存
在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
168
）
。

4
．
ベ
ル
リ
ン
開
店
法

攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
販
売
所
開
店
に
関

す
る
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
規
定
及
び
ラ
ン
ト
立
法
者
が
選
択
し
た

保
護
構
想
は
、
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一

三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
基

本
権
的
保
護
要
求
に
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
正
当
に
対
応
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
ラ
ン
ト
立
法
者
が
選
択
し
た
保
護
構
想
は
、
確

か
に
形
式
的
に
憲
法
適
合
で
あ
り
、
し
か
も
重
要
な
保
護
要
素
を

内
包
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
│
ラ
ン
ト
立
法
者
の
広
い
形
成
の

余
地
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
│　

命
ぜ
ら
れ
る
最
低
保
護
レ
ベ
ル
に

関
し
て
は
、
本
質
的
部
分
に
於
い
て
、
十
分
に
有
効
で
は
な
く
、

し
か
も
そ
の
限
り
で
、
予
定
さ
れ
る
保
護
目
標
に
到
達
し
て
い
な

い
事
が
判
明
し
て
い
る
（
169
）
。

a）　

基
本
権
的
保
護
義
務
の
名
宛
人
と
し
て
の
ラ
ン
ト
立
法
者

ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
基
本
権
的
保
護
義
務
の
名
宛

人
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
立
法
者
に
本
件
対
象
規
定
に
対
す

る
立
法
権
限
が
帰
属
す
る
か
ら
で
あ
る
（
170
）
。

連
邦
主
義
改
革
の
途
上
で
、
基
本
法
第
七
四
条
第
一
項
第
一
一

号
に
於
け
る
競
合
立
法
対
象
カ
タ
ロ
グ
か
ら
の
閉
店
法
の
明
示
的

削
除
を
以
て
、
立
法
権
限
は
、
諸
ラ
ン
ト
に
移
転
し
た
（
基
本
法

第
七
〇
条
第
一
項
）。
権
限
法
的
疑
義
に
は
攻
撃
対
象
規
定
は
晒

さ
れ
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
、
連
邦
の
競
合
立
法
は
、
基
本
法
第

七
四
条
第
一
項
第
一
二
号
に
よ
り
、
労
働
保
護
を
含
む
労
働
法
領

三
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
七
五
）

域
ま
で
お
よ
び
、
し
か
も
連
邦
は
、
労
働
時
間
法
を
制
定
し
た
が
、

そ
れ
で
も
な
お
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
七
条
の
中
で
、
閉
店
の
労
働

保
護
法
的
側
面
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
・

ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
明
ら
か
に
、
閉
店
に
関
わ
る
労
働
時
間
法
の

為
の
競
合
立
法
権
限
が
、
連
邦
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
連
邦
が
こ

の
権
限
を
行
使
し
て
い
な
い
事
か
ら
出
発
し
た
（
171
）
。
労
働
時
間
法
的

規
定
要
素
に
関
す
る
立
法
権
限
の
問
題
は
、
本
件
で
は
未
決
に
留

ま
り
え
る
。
何
故
な
ら
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
七
条
の
個
別
的
・

被
用
者
保
護
的
規
定
が
憲
法
異
議
申
立
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ラ
ン
ト
立
法
者
に
立
法
権
限
が
欠
け

て
い
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
攻
撃
対
象
と
さ
れ
る
法
律
規
定
は
関

わ
り
が
無
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
、
よ

り
厳
格
な
連
邦
法
的
労
働
時
間
保
護
規
定
が
介
入
す
る
（
172
）
か
、
あ
る

い
は
、（
連
邦
）
閉
店
法
第
一
七
条
の
被
用
者
保
護
規
定
の
有
効

性
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
（
173
）
る
（
174
）
。

b）　

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
諸
規
定
は
、
異
議
申
立
人
の
基
本
権
に

正
当
に
対
応
し
て
い
な
い

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
の
保
護
構
想
と
攻
撃
対
象
諸
規
定
は
、
基
本

法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本

法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
異
議
申
立
人
の
基
本
権

に
保
障
す
べ
き
最
低
限
保
護
に
関
し
全
く
無
条
件
に
は
対
応
し
て

い
な
い
。
立
法
者
は
確
か
に
そ
の
構
想
の
総
合
考
察
に
際
し
て
、

概
観
す
べ
き
肯
定
的
配
慮
を
し
て
い
る
。
こ
の
保
護
構
想
の
諸
突

破
は
、
し
か
し
そ
の
本
質
的
部
分
で
保
護
に
必
要
な
最
低
レ
ベ
ル

さ
え
欠
い
て
い
る
（
175
）
。

aa）　

日
曜･

祭
日
は
国
家
的
保
護
を
享
有
す
る

ベ
ル
リ
ン
州
法
に
よ
れ
ば
、
日
曜･

祭
日
は
、
労
働
休
息
と
精

神
的
高
揚
と
し
て
、
国
家
的
保
護
（
ベ
ル
リ
ン
日
曜･

祭
日
法
第

一
条
第
三
項
）
を
享
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
日
々
に
は
、
連
邦

法
も
し
く
は
州
法
に
よ
っ
て
、
一
般
的
あ
る
い
は
個
別
的
に
許
可

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
あ
か
ら
さ
ま
に
注
目
さ
れ
る
労
働
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
（
176
）
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
は
、
こ
れ
に
対
応
し
て
原
則
的

に
、
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
販
売
所
が
閉
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
二
項
一
号
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
一
方
で
店
舗
所
有
者
（
職
業
の
自
由
）
と
購
買
者

（
一
般
的
行
為
の
自
由
）
の
基
本
権
的
立
場
と
他
方
で
被
用
者
、

休
息
を
求
め
る
者
及
び
異
議
申
立
人
（
基
本
法
第
二
条
、
第
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
）
間
の
紛
争

三
九



日
本
法
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第
七
十
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巻
第
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号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
七
六
）

は
、
出
発
点
と
体
系
的
性
質
に
於
い
て
異
議
申
立
人
及
び
他
の
労

働
休
息
を
求
め
る
基
本
権
担
い
手
の
原
則
的
保
護
に
有
利
に
決
定

さ
れ
る
。
こ
れ
は
始
か
ら
そ
れ
自
体
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三

九
条
の
保
護
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
案
の
理

由
に
於
い
て
も
労
働
休
息
と
精
神
的
高
揚
の
保
障
を
目
的
と
す
る

日
曜･

祭
日
保
護
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（
177
）
。
最
後
に
ラ
ン
ト

立
法
者
は
、
該
当
す
る
日
曜･

祭
日
の
数
を
限
定
し
な
い
一
般
的

個
別
関
連
例
外
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
は
連
邦
法
で
行
わ
れ
て
い
る

（
連
邦
閉
店
法
第
三
条
（
178
）
）。

bb）　

最
低
レ
ベ
ル
の
保
障
無
し

州
法
の
保
護
構
想
は
、
し
か
し
、
日
曜･
祭
日
の
開
店
に
関
わ

る
例
外
規
定
に
よ
っ
て
相
当
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
本
質
的
部
分
で
原
則･

例
外
関
係
の
必
要
に
対
し
て
充
分
な
考

慮
が
な
さ
れ
ず
、
し
か
も
、
そ
の
限
り
で
、
そ
の
為
の
如
何
な
る

充
分
な
根
拠
も
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
結
果
的
に
、
必
要
な
最
低

レ
ベ
ル
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
（
179
）
。

（
1
）
日
曜･

祭
日
開
店
の
影
響

日
曜･

祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
突
破
の
位
置
づ
け
と
評
価
に

際
し
て
は
開
店
が
重
要
で
あ
る
。
宗
教
的
あ
る
い
は
世
俗
的
動
機

で
あ
れ
、
日
曜
保
護
の
目
標
到
達
は
、
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
活
動
の
休

止
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
当
に
開
店
は
、
そ
の
公
の
影
響
故
に
、

そ
の
日
の
特
徴
を
刻
印
す
る
。
開
店
か
ら
、
典
型
的
に
ウ
イ
ー
ク

デ
イ
に
帰
属
す
る
誰
に
で
も
認
識
可
能
な
労
働･

活
動
効
果
が
発

せ
ら
れ
る
。
こ
の
効
果
は
、
販
売
所
の
被
用
者
及
び
他
の
従
業
員

の
み
で
は
な
く
、
顧
客
に
寄
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
そ
の
効
果
は
、
道
路
交
通
及
び
公
共
交
通
の
密
度
も
含
み
、

そ
の
従
業
員
及
び
騒
音
に
も
影
響
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
開
店

は
、
そ
の
日
の
公
に
イ
メ
ー
ジ
を
規
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
必

然
的
に
、
労
働
の
必
要
が
無
く
、
買
い
物
を
し
よ
う
と
も
せ
ず
、

休
息
と
精
神
的
高
揚
を
求
め
る
人
々
、
つ
ま
り
自
ら
の
理
解
に
よ

れ
ば
、
こ
の
日
が
安
息
と
塾
考
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
信
者
及
び
宗

教
共
同
体
も
影
響
を
受
け
る
（
180
）
。

（
2
）
女
性
従
業
員
の
高
い
割
合

日
曜･

祭
日
開
店
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
人
々
、
つ
ま
り
被
用

者
、
顧
客
及
び
い
わ
ゆ
る
帰
結
領
域
、
例
え
ば
域
内
交
通
従
業
員

の
数
は
、
比
較
的
高
い
。
こ
の
よ
う
に
社
会
保
険
義
務
の
あ
る
従

業
員
の
数
は
、
全
国
統
計
で
飲
食
業
分
野
に
於
け
る
従
業
員
の
二

四
〇
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倍
以
上
で
、
ベ
ル
リ
ン
で
は
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
女

性
従
業
員
の
割
合
が
取
分
け
高
い
（
181
）
。
こ
れ
に
加
え
、
自
営
業
、
家

族
営
業
補
助
員
、
及
び
と
り
わ
け
パ
ー
ト
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
労
働
組
合
側
の
調
査
が
存
在
す
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
開
店
時
間
の
拡
大
が
社
会
保
険
義
務
の
無
い
従

業
員
の
割
合
を
非
常
に
高
め
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
販
売
所
の
従
業
員
に
於
け
る
女
性
の
割
合
が
約
七

二
％
で
あ
る
（
182
）
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
従
業
員
数
は
、
全
体
数
で
あ

る
。
確
か
に
全
て
の
従
業
員
は
、
潜
在
的
に
日
曜･

祭
日
保
護
突

破
の
影
響
を
受
け
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
開
放
さ
れ
た
日
曜･

祭
日
に
は
、
従
業
員
の
一
定
割
合
の
み
が
労
働
す
る
（
183
）
。

既
に
該
当
者
の
膨
大
な
数
か
ら
し
て
、
公
然
た
る
効
果
を
伴
っ

て
、
日
曜･

祭
日
の
原
則
的
休
憩
に
対
す
る
相
当
の
侵
害
が
証
明

さ
れ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、
州
全
体
で
、
全
て
の
販
売
所
の
開

店
の
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
（
184
）
。

（
3
）
社
会
的
参
加
機
会
の
減
少
及
び
女
性
負
担
の
増
大

適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
に
見
合
う
人
的
投
入
と
結
ぶ
ウ

イ
ー
ク
デ
イ
開
店
時
間
の
最
大
拡
大
を
二
四
時
間
に
す
る
事
よ
っ

て
、
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
は
、
益
々
意
義
と
比
重
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
土
曜
日
を
含
む
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
時

間
の
完
全
解
放
（
全
時
間
販
売
＝shop-around-the-clock

）
に

よ
っ
て
、
必
然
的
に
シ
フ
ト
労
働
及
び
夜
間
労
働
に
於
け
る
従
業

員
の
更
な
る
投
入
に
至
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
に
と
っ

て
、
個
別
的
労
働
保
護
の
為
の
労
働
時
間
規
定
に
も
拘
ら
ず
、
当

に
日
曜
が
反
復
的
労
働
休
息
の
唯
一
の
日
と
し
て
卓
越
し
た
意
味

を
持
つ
回
復
及
び
家
族
的･

社
会
的
共
存
の
可
能
性
の
日
な
の
で

あ
る
。
し
か
も
家
族
的
拘
束
の
枠
内
で
依
然
と
し
て
大
部
分
家
族

内
で
二
重
の
負
担
に
晒
さ
れ
て
い
る
女
性
の
割
合
が
特
別
多
い
小

売
業
に
於
け
る
雇
用
構
造
に
お
い
て
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
妥
当
す
（
185
）

る
（
186
）
。ク

ナ
ウ
ト
及
び
ナ
ハ
ラ
イ
ナ
ー
両
教
授
は
、
口
頭
弁
論
で
、
一

般
的
労
働
休
息
日
の
同
時
適
用
に
於
け
る
夜
間･

シ
フ
ト
労
働
の

拡
大
が
社
会
心
理
的
障
害
の
増
大
に
導
く
事
実
を
指
摘
し
た
。
社

会
的
諸
関
係
の
減
少
も
し
く
は
放
棄
、
社
会
生
活
へ
の
参
加
削
減

及
び
社
会
的
、
政
治
的
参
与
へ
の
立
場
の
変
更
は
、
生
活
に
密
着

す
る
観
察
の
み
で
分
か
る
も
の
で
は
な
く
、
労
働
科
学
に
お
い
て

も
承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
不
一
致
効
果
は
、
必
然
的
に
社
会
的

四
一
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月
）

（
五
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八
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相
互
行
為
の
密
度
及
び
質
の
低
下
に
導
き
、
し
か
も
こ
れ
が
家
族

の
紐
帯
及
び
子
供
の
育
成
に
影
響
す
る
。
結
果
的
に
世
俗
的･

社

会
的
展
望
の
中
で
指
摘
さ
れ
る
影
響
と
本
質
的
に
区
別
さ
れ
な
い

キ
リ
ス
ト
教
的･

宗
教
的
観
点
か
ら
し
て
、
そ
の
限
り
で
関
連
分

野
を
も
含
む
広
範
囲
に
わ
た
る
開
店
可
能
性
を
通
し
て
、
日
曜･

祭
日
か
ら
、
共
同
体
の
日
、
し
か
も
熟
慮
の
日
と
し
て
の
性
格
が

大
幅
に
奪
わ
れ
る
（
187
）
。

（
4
）
営
業
利
益
は
日
曜･

祭
日
保
護
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
根
拠

と
な
ら
な
い

最
後
の
重
要
な
点
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
が
当
に
、
売
店
所
有
者

の
職
業
の
自
由
と
潜
在
的
顧
客
の
一
般
的
行
為
の
自
由
を
大
幅
に

考
慮
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
立
法
者
は
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
時

間
を
完
全
に
解
放
（
二
四
時
間
開
店
）
し
、
し
か
も
日
曜･
祭
日

に
営
業
及
び
購
買
利
益
、
な
ら
び
に
供
給
及
び
需
要
充
足
利
益
に

大
幅
に
対
応
す
る
商
品
グ
ル
ー
プ
に
特
化
し
、
地
域
及
び
動
機
に

関
連
す
る
例
外
規
定
を
行
っ
た
（
188
）
。
従
っ
て
日
曜･

祭
日
に
は
、
需

要
充
足
及
び
供
給
論
拠
は
、
た
い
し
た
意
味
が
無
い
。
雇
用
政
策

的
効
果
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
小
売
業
界
に
於
け
る
注
目
す
べ

き
減
少
の
危
険
の
指
摘
は
無
い
。
存
在
す
る
認
識
、
例
え
ば
、
Ｗ

Ａ
Ｂ
Ｅ
研
究
所
の
報
告
（
189
）
は
、
ベ
ル
リ
ン･

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
販

売
団
体
提
出
の
概
観
を
考
慮
し
て
も
、
日
曜
開
店
を
以
っ
て
、
顧

客
の
流
れ
、
な
ら
び
に
被
用
者
投
入
の
適
正
化
及
び
拡
大
の
配
分

変
化
に
至
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
訪
問

者
と
ベ
ル
リ
ン
州
の
住
民
の
日
常
の
買
い
物
利
益
が
一
組
に
な
っ

て
い
る
企
業
の
営
業
利
益
が
認
識
に
留
ま
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、

日
曜･

祭
日
保
護
の
レ
ベ
ル
を
大
幅
に
下
げ
る
こ
と
を
正
当
化
す

る
に
適
し
た
根
拠
で
は
な
い
（
190
）
。

（
5
）
憲
法
的
に
は
優
遇
措
置
へ
の
参
与
権
は
存
在
し
な
い

日
曜･

祭
日
休
暇
の
侵
害
は
、「
開
店
時
間
の
新
規
定
を
以
っ

て
、
特
権
的
立
地
（
給
油
所
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
、
空
港
、
駅
、
ベ

ル
リ
ン
開
店
法
第
五
条
参
照
）
に
対
す
る
個
別
ラ
ン
ト
の
不
平
等

と
思
わ
れ
る
優
遇
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
営
業
（E

-C
om
m
erce

）
の

優
遇
が
明
確
に
緩
和
さ
れ
た
と
す
る
中
・
大
規
模
小
売
業
連
邦
ア

ル
バ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
抗
弁
に

よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
な
い
。
結
局
異
な
っ
た
実
際
上
及
び
法
的
枠

組
み
条
件
を
通
し
て
発
生
す
る
競
争
上
の
不
利
益
の
調
整
要
求
を

指
向
す
る
こ
の
論
拠
は
成
功
し
な
い
。
憲
法
的
に
は
、
原
則
的
に

優
遇
措
置
へ
の
如
何
な
る
参
与
権
も
存
在
し
な
い
事
が
承
認
さ
れ

四
二
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九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
七
九
）

て
い
る
。
何
人
も
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
特
別
の
動
機
か
ら
優
遇
措
置

が
付
与
さ
れ
た
事
実
か
ら
、
自
ら
の
為
に
比
較
可
能
な
特
別
の
動

機
が
無
い
限
り
、
同
一
の
優
遇
措
置
が
付
与
さ
れ
る
事
に
対
す
る

請
求
権
を
自
ら
の
為
に
憲
法
的
命
令
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
（
191
）
。
究
極
的
に
「
日
曜
労
働
」
の
領
域
に
帰
属
す
る
一
定
地
域
に

お
け
る
開
店
の
為
の
規
定
の
例
外
的
性
格
故
に
、
こ
れ
ま
で
把
握

さ
れ
な
か
っ
た
情
況
へ
の
拡
大
は
、
一
般
的
平
等
規
定
を
引
き
合

い
に
出
し
て
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
192
）
。
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

（E
-C
om
m
erce

）
に
関
し
て
は
、
事
物
に
反
す
る
不
平
等
措
置

の
想
定
は
、
そ
の
枠
条
件
が
根
本
的
に
異
な
る
が
故
に
、
適
用
さ

れ
え
な
い
（
193
）
。

（
6
）
開
店
の
侵
害
効
果
は
変
わ
ら
な
い

法
案
の
理
由
付
け
（
194
）
の
中
で
、「
販
売
員
の
保
護
は
労
働
時
間
法

に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、

日
曜･

祭
日
に
於
け
る
開
店
の
侵
害
効
果
は
同
様
に
変
わ
ら
な
い
。

被
用
者
を
保
護
す
る
こ
れ
ら
の
諸
規
定
か
ら
は
、
個
別
的
保
護
効

果
が
発
せ
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
七
条
参

照
）。
こ
れ
ら
の
諸
規
定
は
、
開
店
の
公
に
認
識
さ
れ
、
そ
の
日

を
標
準
的
に
刻
印
す
る
労
働
効
果
に
対
し
て
は
如
何
な
る
影
響
も

も
た
ら
さ
な
い
（
195
）
。

c）　

四
降
臨
節
日
曜
日
の
一
括
開
店
は
最
低
保
護
基
準
以
下

こ
の
基
盤
の
上
に
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日
に
於
け
る
無
前
提

の
七
時
間
に
わ
た
る
開
店
規
定
は
、
充
分
な
比
重
の
根
拠
無
し
に

日
曜
保
護
か
ら
一
ヶ
月
に
わ
た
る
関
連
時
空
間
の
削
除
故
に
、
必

要
な
最
低
保
護
基
準
以
下
に
導
く
。
公
共
利
益
の
際
に
、
時
間
的

限
定
無
し
に
、
一
般
的
命
令
に
基
づ
く
更
な
る
四
つ
の
日
曜･

祭

日
の
一
括
し
た
開
店
の
可
能
性
は
、
限
定
的
解
釈
の
場
合
、
憲
法

と
矛
盾
し
な
い
。
憲
法
意
義
申
立
を
以
っ
て
攻
撃
さ
れ
る
更
な
る

諸
規
定
は
、
憲
法
的
に
命
じ
ら
れ
る
最
低
保
護
を
侵
害
し
な
い
し
、

憲
法
に
よ
る
反
対
に
遭
遇
し
な
い
（
196
）
。

aa）　

全
て
の
降
臨
節
日
曜
の
開
店
は
基
本
権
と
相
容
れ
な
い

ベ
ル
リ
ン
州
に
於
け
る
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
全
て
の
降

臨
節
日
曜
の
開
店
の
無
条
件
の
一
般
的
か
つ
実
質
的
解
放
と
し
て

の
降
臨
節
日
曜
規
定
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
）
は
、

日
曜･

祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
保
障
の
為
の
販
売
所
開
店
の
意

義
に
鑑
み
て
、
最
早
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す

四
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
八
〇
）

る
異
議
申
立
人
の
基
本
権
と
相
容
れ
な
い
（
197
）
。

（
1
）
日
曜･

祭
日
開
店
の
正
当
化
の
困
難
性

こ
の
規
定
の
特
性
は
、
既
に
法
律
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
前
提

も
無
し
に
続
け
て
四
日
曜
日
そ
れ
ぞ
れ
七
時
間
開
店
の
為
に
解
放

す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
日
曜
休
息
が
通
常
で
あ
る

と
す
る
要
求
に
対
応
し
て
い
な
い
。
何
故
な
ら
こ
の
規
定
は
、
一

年
の
一
二
分
の
一
の
一
括
時
限
ブ
ロ
ッ
ク
を
完
全
に
労
働
休
息
か

ら
外
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
首
都
機
能
へ
の
一
般

的
指
摘
で
あ
っ
て
も
こ
の
事
実
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ

で
は
、
売
り
上
げ
及
び
収
益
利
益
の
み
が
反
映
さ
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
事
物
か
ら
し
て
こ
の
規
定
は
、
日
曜･
祭
日
保
護
を

一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
日
の
外
的
性
格
を
直
接
的
及
び
間
接

的
当
事
者
及
び
公
的
効
果
に
鑑
み
て
、
刻
印
す
る
売
り
場
の
為
に
、

廃
止
し
、
し
か
も
そ
の
際
に
、
か
く
も
密
度
の
高
い
侵
害
に
対
し

て
充
分
な
根
拠
付
け
を
与
え
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
日
曜
保
護
の

憲
法
的
レ
ベ
ル
に
正
当
に
対
応
し
て
い
る
事
を
示
し
て
も
い
な
い
（
198
）
。

も
し
も
ベ
ル
リ
ン
立
法
者
が
ク
リ
ス
マ
ス
前
時
の
特
性
に
鑑
み

て
、
降
臨
節
日
曜
に
於
け
る
改
定
の
為
に
客
観
的
根
拠
を
提
示
で

き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
個
々
の
日
曜
の
為
の
開
店
の
み
を
正

当
化
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
（
199
）
。

（
2
）
過
去
の
用
例
解
釈
の
誤
謬

ベ
ル
リ
ン
議
会
及
び
政
府
の
態
度
決
定
の
中
で
主
張
さ
れ
た
見

解
に
反
し
、
降
臨
節
日
曜
の
法
的
解
放
の
事
前
評
価
に
対
し
、
既

に
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
と
一
九
五
六
年
ま
で
の
連
邦
共
和
国

時
代
に
当
に
降
臨
節
日
曜
が
商
取
引
の
取
分
け
重
要
な
販
売
日
で

あ
っ
た
事
実
が
成
功
裏
に
対
置
さ
れ
得
な
い
。
こ
の
態
度
決
定
は
、

営
業
法
第
一
〇
条
b
第
二
項
改
正
後
、
一
九
一
九
年
二
月
五
日
付

商
業
及
び
薬
局
に
於
け
る
日
曜
休
息
に
関
す
る
法
規
命
令
（
200
）
に

よ
っ
て
、
売
り
場
の
開
店
が
管
轄
官
庁
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
、
し

か
も
こ
れ
が
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
時
代
に
於
い
て
も
妥
当
し
て
い

た
事
実
を
裏
付
け
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
特
別
の
諸

事
情
が
拡
大
さ
れ
た
営
業
を
必
要
と
さ
せ
る
場
合
、
全
て
の
も
し

く
は
個
別
の
営
業
分
野
に
対
し
て
」
年
間
警
察
が
六
日
曜･

祭
日
、

上
級
官
庁
が
更
に
四
日
曜･

祭
日
八
時
間
ま
で
の
活
動
を
許
可
す

る
事
が
出
来
る
。
更
に
、
第
二
、
第
三
及
び
第
四
降
臨
節
日
曜
に
、

当
時
こ
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
特
別
に
高
い
売
上
げ
が
達
成
さ
れ

た
。
当
時
の
法
的
状
況
は
、「
保
護
さ
れ
続
け
る
」
と
の
表
現
を

四
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
八
一
）

以
っ
て
過
去
と
の
関
係
を
表
明
し
て
い
る
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
に
結
び
つ
い
て
い
る
（
201
）
。

こ
の
抗
弁
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
於
け
る
過
去

に
関
わ
る
表
現
が
日
曜･

祭
日
を
単
に
一
般
的
観
点
下
に
、
立
法

者
の
継
続
的
保
護
に
委
ね
、
そ
の
際
に
、
立
法
者
の
具
体
的
形
成

に
つ
い
て
は
何
も
言
明
し
て
い
な
い
事
実
を
誤
認
し
て
い
る
。
比

較
的
判
断
に
於
い
て
は
、
商
取
引
に
於
け
る
日
曜
休
息
の
例
外
が
、

指
摘
さ
れ
た
か
つ
て
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
限
定
さ
れ
た
構
成
要
件

の
充
足
と
こ
れ
に
関
す
る
官
庁
の
決
定
を
前
提
と
し
て
い
た
事
実

を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
開
店
が
全
て
の

降
臨
節
日
曜
に
始
か
ら
一
般
的
に
許
可
さ
れ
る
べ
き
と
は
言
明
し

て
い
な
い
。
こ
れ
に
、
当
時
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に
於
け
る
開
店
時
間

が
短
く
、
し
か
も
、
土
曜
開
店
時
間
も
夕
方
遅
く
ま
で
は
延
長
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
が
加
わ
る
。
更
に
、
地
方
に
於
け
る
住
民

の
低
い
機
動
性
は
、
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
に
於
け
る
買
い
物
を
困
難
に

し
た
。
他
の
分
野
に
於
い
て
、
当
時
明
確
に
拡
大
さ
れ
た
ウ
イ
ー

ク
デ
イ
労
働
時
間
故
に
、
降
臨
節
日
曜
に
於
け
る
ク
リ
ス
マ
ス
買

い
物
活
動
の
可
能
性
は
、
供
給
及
び
必
要
の
観
点
か
ら
し
て
よ
り

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
観
点
は
、
変
化
し
た
状
況
、

取
分
け
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
開
店
時
間
を
二
四
時
間
に
拡
大
さ
れ
る

事
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
を
失
っ
た
（
202
）
。

bb）　

一
般
命
令
に
よ
る
四
日
曜･

祭
日
の
開
店
認
可
は
憲
法
適

合
ベ
ル
リ
ン
行
政
を
し
て
公
共
利
益
の
為
に
、
例
外
的
に
一
般
命

令
に
よ
っ
て
更
な
る
四
日
曜･

祭
日
に
限
定
し
た
売
り
場
の
開
店

許
可
を
可
能
に
す
る
規
定
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
一
項
一

文
）
は
、
限
定
的
解
釈
の
場
合
、
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
か
ら
す
る
異
議
申
立
人
の
基
本
権
と
相
容
れ
る
（
203
）
。

（
1
）
一
般
命
令
に
よ
る
四
日
曜･

祭
日
認
可
は
全
日
曜･

祭

日
に
対
す
る
割
合
が
低
く
、
し
か
も
行
政
決
定
を
前
提
と

す
る

四
つ
の
日
々
に
関
す
る
こ
の
規
定
に
対
し
て
は
、
年
間
五
二
日

曜
日
に
加
え
、
必
ず
し
も
祭
日
と
一
致
し
な
い
九
祭
日
の
総
数
に

鑑
み
て
、
問
題
と
す
る
必
要
が
無
い
。
ま
し
て
や
一
定
の
祭
日
が

こ
の
開
店
可
能
性
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第

六
条
第
一
項
二
文
）。
開
店
容
認
が
一
般
命
令
を
通
し
て
行
わ
れ

四
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
八
二
）

る
の
で
、
関
係
利
害
と
法
益
を
具
体
的
に
考
量
す
る
可
能
性
を
開

く
行
政
決
定
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
204
）
。

（
2
）
公
共
利
益
は
労
働
休
息
の
例
外
を
正
当
化
す
る
重
み
を

要
求
す
る

し
か
し
な
が
ら
例
外
規
定
の
為
の
一
般
的
と
看
做
さ
れ
る
広
い

前
提
が
問
題
視
さ
れ
る
。
例
外
的
開
店
が
「
公
共
の
利
益
」
に
合

致
し
て
い
る
事
の
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
語
句

の
み
を
指
向
す
る
理
解
於
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
些
少
な
公
共
利
益
で

充
分
と
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
充
足
を
必
要
と
す
る
不
確
定
法

概
念
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
の
評
価
を
充
足
す
る
解
釈
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

解
釈
に
よ
れ
ば
、
公
共
利
益
が
労
働
休
息
の
例
外
を
正
当
化
す
る

ほ
ど
の
重
み
を
要
求
し
て
い
る
。
し
か
も
、
売
店
所
有
者
側
の
販

売･

営
業
利
益
や
顧
客
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
利
益
だ
け
で
は
充
分
で

は
な
い
（
205
）
。

「
公
益
」
の
概
念
は
、
立
法
根
拠
に
よ
れ
ば
、「
ベ
ル
リ
ン
住
民

と
観
光
者
の
利
益
に
於
け
る
特
別
の
出
来
事
の
為
に
」
付
加
的
開

店
時
間
を
許
容
す
べ
き
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
市
全
体
に
対

す
る
重
要
性
か
ら
し
て
要
綱
を
必
要
と
す
る
「
大
掛
か
り
な
催

物
」
で
あ
る
べ
き
と
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、「
ベ

ル
リ
ン
市
を
越
え
た
意
味
を
持
ち
、
し
か
も
多
く
の
観
光
者
を
ベ

ル
リ
ン
に
惹
き
付
け
る
」
催
物
や
出
来
事
で
あ
る
（
206
）
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
如
き
構
造
を
持
つ
州
に
於
い
て
、
大
量
の
観

光
者
や
訪
問
者
へ
の
供
給
が
一
定
地
区
に
限
定
さ
れ
難
い
状
況
が

考
慮
さ
れ
て
い
る
。
根
拠
付
け
に
関
わ
る
目
標
背
一
定
設
定
及
び

出
来
事
の
範
疇
の
為
に
個
別
的
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
ベ
ル
リ
ン

全
体
の
為
の
意
義
を
持
つ
催
物
の
み
が
例
外
を
正
当
化
で
き
る
の

で
あ
る
（
207
）
。

（
3
）
規
定
の
例
外
的
性
格
の
欠
落

憲
法
適
合
的
解
釈
に
於
い
て
は
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第

一
項
に
於
け
る
日
曜･

祭
日
の
る
休
息
の
例
外
が
関
係
日
に
於
い

て
、
明
示
的
時
間
限
定
を
含
ん
で
い
な
い
事
実
は
否
定
で
き
な
い
。

降
臨
節
日
曜
と
特
別
の
出
来
事
を
切
っ
掛
け
と
す
る
開
店
に
関
す

る
他
の
例
外
規
定
が
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
時
間
限
定
を
予

定
し
て
い
る
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
、
第
六
条
第
二

項
（
208
）
に
対
し
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
語
句

は
、
対
象
と
さ
れ
る
更
な
る
四
つ
の
日
曜･

祭
日
に
於
い
て
、
ベ

四
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ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
八
三
）

ル
リ
ン
の
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
規
定
と
同
様
に
、
二
四
時
間
開
店
が
許

さ
れ
る
と
す
る
結
論
を
許
容
し
て
い
る
。
特
別
の
売
り
場
や
一
定

商
品
を
目
指
す
他
の
例
外
に
際
し
て
は
、
明
示
的
に
時
間
限
定
が

表
示
さ
れ
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
解

釈
は
的
外
れ
で
は
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
議
会
及
び
政
府
も
、
そ
の
態

度
表
明
に
お
い
て
、
こ
の
解
釈
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
理
解
は
、
こ
れ
ら
の
日
々
に
於
け
る
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的
活
動
が

売
り
場
開
店
の
刻
印
さ
れ
た
公
開
活
動
効
果
故
に
、
全
面
的
に
日

曜･

祭
日
に
移
転
さ
れ
て
し
ま
う
結
果
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
日
々

は
、
そ
の
限
り
で
、
基
準
と
な
る
法
的
状
況
に
よ
れ
ば
、
最
早
ウ

イ
ー
ク
デ
イ
と
明
確
に
区
別
さ
れ
な
い
。
こ
の
規
定
の
例
外
的
性

格
は
、
実
践
適
用
と
法
的
認
識
に
於
い
て
、
最
早
充
分
に
は
表
明

さ
れ
て
い
な
い
（
209
）
。

そ
の
限
り
に
於
い
て
も
、
例
外
規
定
の
基
本
権
と
日
曜
保
護
に

よ
っ
て
導
か
れ
た
限
定
的
解
釈
の
可
能
性
が
開
か
れ
た
。
こ
の
解

釈
は
、
ラ
ン
ト
立
法
者
が
ベ
ル
リ
ン
法
開
店
法
第
三
条
第
一
項
二

及
び
第
六
条
第
二
項
で
設
定
し
、
し
か
も
時
間
的
限
定
を
予
定
し

て
い
る
そ
の
他
の
例
外
シ
ス
テ
ム
を
指
向
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

な
お
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
日
曜･

祭
日
に
於
け
る
、
全
面
的･

一

般
的
二
四
時
間
開
店
を
可
能
に
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
的

に
保
障
す
べ
き
保
護
に
対
し
、
こ
の
為
に
特
別
に
高
い
前
提
、
例

え
ば
、
卓
越
的
に
重
要
な
公
共
利
益
を
設
定
す
る
事
に
よ
っ
て
考

慮
を
払
う
事
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ

れ
て
い
な
い
の
で
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
規
定
に
対
し
て
は
、
こ

の
例
外
事
実
構
成
の
却
下
に
代
わ
っ
て
、
本
質
部
分
に
於
け
る
例

外
制
度
に
対
し
、
一
三
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
の
固
有
の
時
間
限
定

を
要
求
し
、
こ
の
解
釈
に
於
け
る
規
定
に
反
対
し
な
い
事
が
、
負

担
を
軽
減
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
限
定
的
解
釈
に
対

し
て
、
ラ
ン
ト
立
法
者
の
反
対
意
思
が
対
置
さ
れ
て
い
る
と
の
主

張
に
は
、
根
拠
が
無
い
。
例
外
要
件
の
こ
の
よ
う
な
限
定
解
釈
は
、

ベ
ル
リ
ン
州
に
於
け
る
従
来
の
実
践
に
合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、

口
頭
弁
論
に
於
い
て
も
、
反
論
さ
れ
ず
に
承
認
さ
れ
た
（
210
）
。

5
．
そ
の
他
の
規
定

ラ
ン
ト
立
法
者
の
保
護
構
想
を
例
外
を
伴
っ
て
表
示
す
る
更
な

る
攻
撃
対
象
規
定
は
、
憲
法
上
の
疑
義
に
遭
遇
し
な
い
。
そ
の
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
根
拠
の
基
準
に
従
っ
て
反
対
さ
れ
な
い
諸
規

定
の
協
働
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
（
211
）
。

四
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
八
四
）

a）　

時
限
が
付
さ
れ
た
特
別
開
店
は
問
題
と
な
ら
な
い

売
店
が
特
別
の
事
象
、
取
分
け
会
社
記
念
日
や
地
域
祭
に
因
ん

で
年
間
更
に
二
日
曜
・
祭
日
を
上
限
と
し
て
一
三
時
か
ら
二
〇
時

ま
で
開
か
れ
う
る
と
す
る
規
定
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二

項
三
）
は
、
憲
法
的
に
そ
れ
自
体
で
も
又
保
護
構
想
的
コ
ン
テ
キ

ス
ト
的
に
も
異
論
が
な
い
（
212
）
。

販
売
所
は
、
管
轄
区
役
所
に
開
店
の
六
日
前
に
通
知
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
二
）。
ベ
ル
リ

ン
開
店
法
六
条
第
一
項
に
よ
る
特
別
祭
日
の
保
護
は
、
こ
こ
で
妥

当
す
る
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
六
条
第
二
項
三
参
照
）。
開
店
可

能
性
は
、
そ
の
狭
い
地
域
限
定
故
に
、
そ
の
日
の
公
的
性
格
に

と
っ
て
些
少
な
意
味
し
か
持
た
な
い
。
法
律
で
要
求
さ
れ
る
諸
前

提
は
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
販
売
所
、
記
念
日
若
し
く
は
地
域
の
お

祭
り
を
前
提
と
し
て
い
る
が
故
に
、
限
定
的
比
重
し
か
持
た
な
い

事
実
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
。
六
日
前
公
示
故
に
、
行
政
の
統
制
若

し
く
は
介
入
の
十
分
な
可
能
性
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
都

市
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
ラ
ン
ト
に
お
い
て
、
年
中
床
化
の
販
売

所
で
無
制
限
に
商
品
が
提
示
さ
れ
て
い
る
事
実
は
不
可
避
で
あ
る

が
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
例
外
が
、

最
低
保
護
レ
ベ
ル
を
下
回
っ
て
い
る
と
は
主
張
で
き
な
い
（
213
）
。

b）　

例
外
規
定
は
憲
法
的
問
題
と
な
ら
な
い

異
議
申
立
人
は
、
こ
の
法
律
の
一
部
分
に
反
対
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
立
法
の
保
護
構
想
の
効
果
か
ら
す
れ
ば
些
少
な
意
味
し

か
持
た
ず
、
憲
法
的
傷
害
と
は
な
ら
な
い
（
214
）
。

aa）　

例
外
規
定
は
立
法
者
の
裁
量
枠
内
に
留
ま
る

信
教
の
自
由
の
維
持
の
観
点
下
に
お
い
て
、
一
二
月
二
四
日
が

項
隣
接
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
、
七
時
か
ら
一
四
時
ま
で
開
店
が

許
さ
れ
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
）、
し
か
も
、

自
動
販
売
車
で
傷
み
易
い
果
実
及
び
野
菜
が
生
産
者
に
よ
っ
て
日

曜
・
祭
日
・
項
隣
接
日
曜
に
も
七
時
か
ら
二
〇
時
ま
で
、
一
二
月

二
四
日
が
項
隣
接
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
七
時
よ
り
一
四
時
ま
で

提
供
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
は
、
反
対
す
べ
き
事
柄
で
は
な

い
（
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
）。
こ
れ
ら
の
例

外
規
定
は
、
そ
れ
自
体
、
最
低
保
護
保
証
の
観
点
か
ら
し
て
、
正

当
化
さ
れ
る
諸
根
拠
が
認
識
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
例
外
は
、
開
店

諸
規
定
の
構
想
の
中
で
些
少
の
意
味
し
か
持
た
な
い
。
こ
れ
に

よ
っ
て
立
法
者
は
、
自
ら
に
帰
属
す
る
広
い
形
成
の
余
地
の
枠
内

四
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ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
八
五
）

に
留
ま
っ
て
い
る
。
確
か
に
異
議
申
立
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
、

現
代
の
備
蓄
実
践
条
件
下
に
お
い
て
、
一
二
月
二
四
日
が
日
曜
に

該
当
す
る
場
合
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
た
め
の
食
料
・
嗜
好
品
を
二
三

日
の
買
い
置
く
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
同
様
に
主

張
で
き
る
こ
と
は
、
生
産
者
の
傷
み
や
す
い
果
実
・
野
菜
が
今
日

の
冷
蔵
・
備
蓄
の
可
能
性
に
鑑
み
て
、
特
権
化
の
必
要
が
な
い
事

実
で
あ
る
。
異
議
申
立
人
の
論
拠
は
、
立
法
者
に
、
そ
の
保
護
構

想
形
成
の
枠
内
で
、
つ
ま
り
特
別
例
外
の
設
定
に
際
し
て
、
広
い

余
地
が
帰
属
し
て
居
る
事
実
を
看
過
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
一
定

の
商
品
に
関
わ
る
対
象
規
定
が
日
曜
・
祭
日
の
保
護
レ
ベ
ル
を
大

幅
に
侵
害
し
て
い
る
事
実
は
確
認
で
き
な
い
（
215
）
。

bb）　

聖
夜
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
の
例
外

異
議
申
立
人
が
 2）
に
関
し
、
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
項

第
四
号
規
定
が
誤
解
を
生
む
と
見
な
す
限
り
、
こ
の
規
定
が
食
料

品
及
び
嗜
好
品
を
売
る
売
り
場
の
開
店
を
疑
い
も
な
く
毎
日
曜
・

祭
日
に
許
可
し
て
は
い
な
い
事
実
が
明
確
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
方
向
で
の
憂
慮
は
、
言
葉
の
意
味
と
第
一
項
に
含
ま

れ
る
諸
規
定
の
関
連
か
ら
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
規
定
は
、

一
二
月
二
四
日
（
聖
夜
）
が
降
臨
節
日
曜
に
該
当
す
る
場
合
に
の

み
、
明
ら
か
に
介
入
す
る
例
外
を
内
包
し
て
い
る
（
216
）
。

cc）　

命
令
違
反
規
定
の
有
効
性

最
後
に
、
法
律
に
予
定
さ
れ
て
い
る
保
護
が
有
効
に
実
行
さ
れ

得
な
い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
閉
店
時
間
と
例
外
規
定
に
対
す
る

違
反
は
、
命
令
違
反
を
構
成
し
、
し
か
も
ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
九

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
二
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
ま
で
の
罰
金
を
以

て
罰
せ
ら
れ
得
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
太
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
や
百

貨
店
に
対
し
て
抑
止
効
果
は
期
待
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
、
開
店
規
定
に
対
す
る
違
反
が
命
さ
ら
な
る
令
法
的
に
停
止

さ
れ
、
し
か
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
更
な
る
帰
結
が
発
生
し
得
る

事
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
保
護
構
想
が
全

く
不
十
分
あ
る
い
は
不
適
切
で
あ
る
と
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か

も
、
連
邦
閉
店
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
罰
金
高
が
開
店
法
の
そ

れ
よ
り
も
高
く
な
か
っ
た
（
旧
連
邦
閉
廷
法
第
二
四
条
第
二
項
（
217
）
）。

c）　

信
教
の
自
由
の
保
護
義
務
違
反
に
は
導
か
な
い

日
曜
・
祭
日
に
お
け
る
法
的
に
設
定
さ
れ
た
開
店
の
可
能
性
は
、

そ
の
協
働
に
お
い
て
も
、
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
に
お
け
る
違
憲

的
開
店
可
能
性
に
考
慮
し
て
も
、
日
曜
・
祭
日
の
為
に
、
そ
の
全

四
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
八
六
）

て
の
攻
撃
さ
れ
た
例
外
要
件
を
伴
っ
た
全
保
護
構
想
を
駆
使
し
、

違
憲
で
あ
る
と
す
る
異
議
申
立
人
の
信
教
の
自
由
の
国
家
的
保
護

義
務
違
反
に
は
導
か
な
い
（
218
）
。

Ⅲ
．
結
論

全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
に
於
け
る
売
り
場
の
開
店
規
定
（
ベ
ル

リ
ン
開
店
法
第
三
条
第
一
項
）
は
、
従
っ
て
憲
法
不
適
合
と
宣
言

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
第
九
五
条
第
三

項
）。
こ
の
規
定
は
、
売
り
場
所
有
者
の
職
業
の
自
由
、
規
定
へ

の
信
頼
、
二
〇
〇
九
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
以
前
に
投
入
さ
れ
た
措
置

に
考
慮
し
、
本
年
は
適
用
可
能
と
す
る
。
ベ
ル
リ
ン
ラ
ン
ト
立
法

者
が
こ
の
判
決
に
ど
の
程
度
順
応
す
る
か
は
、
こ
の
判
決
の
基
準

に
従
っ
た
そ
の
形
成
権
に
帰
属
す
る
（
219
）
。

第
三
節
：
判
決
の
要
点

前
記
の
判
例
で
は
以
下
の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1
．
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
は
、
そ
の

世
俗
的
・
社
会
的
意
義
と
並
ん
で
、
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教

的
伝
統
に
根
源
を
有
す
る
﹇
基
本
法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
﹈

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
か
ら
す
る
日
曜
・
祭
日
保
護

に
対
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題
に
よ
る
立
法
者
の
保
護
義
務

と
し
て
具
体
化
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
日
曜
日
及
び
法
律
で
承
認
さ
れ
た
教
会
の
祭
日

の
最
小
限
保
護
が
立
法
者
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2
．
宗
教
の
自
由
は
、
防
御
権
の
機
能
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
肯
定
的
な
意
味
で
、
信
仰
確
信
の
能
動
的
活
動
と

世
界
観
的
・
宗
教
的
領
域
に
於
け
る
自
立
的
人
格
の
実
現
に

対
す
る
空
間
の
確
保
を
提
供
す
る
。
こ
の
保
護
義
務
は
、
公

法
上
の
法
人
と
し
て
組
織
さ
れ
る
宗
教
共
同
体
に
対
応
す
る

国
家
に
該
当
す
る
。

し
か
し
、
保
護
構
想
を
設
定
し
、
規
範
設
定
す
る
事
は
、

原
則
的
に
立
法
者
事
項
で
あ
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
に
は
、

広
い
裁
量
、
評
価
及
び
形
成
の
余
地
が
帰
属
す
る
。

3
．
し
か
し
、
ベ
ル
リ
ン
州
に
於
け
る
日
曜
・
祭
日
の
開
店
規

定
の
根
底
に
あ
る
保
護
構
想
は
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項
か
ら
す
る
ラ
ン
ト
立
法
者
の
保
護
義
務
に
、
基
本

法
第
一
四
〇
条
と
結
ぶ
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ

る
具
体
化
に
於
い
て
充
分
に
対
応
し
て
い
な
い
。

五
〇



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
八
七
）

4
．
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
だ
け
か
ら
は
、
確
か

に
、
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
祭
日
及
び
日
曜
日
を
一
般
的

労
働
休
息
の
保
護
下
に
置
き
、
一
定
の
宗
教
共
同
体
の
理
解

を
そ
の
教
義
に
従
っ
た
特
別
の
日
と
す
る
国
家
の
義
務
を
引

出
す
事
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
基
本
権
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と

結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
に
よ
る
日
曜
・
祭
日
保
障
を
通
し

た
具
体
化
を
経
験
す
る
。
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
更
に
、
憲

法
の
解
釈
と
し
て
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

保
護
内
容
の
解
釈
に
決
定
的
に
作
用
し
、
従
っ
て
、
立
法
者

の
基
本
法
保
護
義
務
の
具
体
化
に
際
し
て
も
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
最
低
保

護
レ
ベ
ル
の
保
障
の
意
味
で
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第

二
項
の
基
本
権
保
護
に
内
容
を
付
与
す
る
立
法
者
に
対
す
る

保
護
課
題
を
内
容
と
す
る
。

5
．
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
適
用
の
為

の
い
わ
ゆ
る
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
条
項
の
機
能
的
方
向
付
け
は
、

こ
の
規
範
自
体
に
は
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
関
連
が
明
示

的
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
に
於
け
る
労
働
休
息
と
精
神
的
高
揚
の
日
々
の

保
障
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
。
何
故
な
ら
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
第
一
三
九
条
は
、
そ
の
成
立
史
、
い
わ
ゆ
る
教
会
条
項
へ

の
そ
の
組
織
的
結
び
付
き
、
及
び
そ
の
規
定
諸
目
的
か
ら
し

て
、
決
定
的
に
社
会
的
、
世
俗
的
・
中
立
的
に
方
向
付
け
ら

れ
た
目
標
設
定
と
平
行
し
て
現
れ
る
宗
教
的
、
キ
リ
ス
ト
教

的
伝
統
に
根
源
を
有
す
る
内
容
を
特
徴
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
宗
教
の
自
由
の
行
使
の
み
を
奨
励
・

保
護
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
休
息
の
保
障
は
、
人

間
の
休
養
の
可
能
性
に
対
す
る
と
同
時
に
社
会
的
共
存
に
対

す
る
本
質
的
基
盤
を
確
保
し
、
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人

格
の
発
展
に
奉
仕
す
る
他
の
基
本
権
の
行
使
に
対
す
る
保
障

者
で
も
あ
る
。

日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
婚
姻
と
家
族
の
保
護
〈
基
本
法
第

六
条
第
一
項
〉
及
び
健
康
の
回
復
と
維
持
〈
基
本
法
第
二
条

第
二
項
参
照
〉
の
助
け
に
も
な
る
。
そ
の
意
義
は
、
本
質
的

に
、
労
働
休
息
の
時
間
的
同
時
性
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う

に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
社
会
的
共
存
と
国
家

秩
序
の
憲
法
的
裏
づ
け
の
あ
る
基
本
要
素
で
あ
り
、
多
様
な

基
本
権
に
対
す
る
関
連
保
障
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

6
．
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
へ
の
義
務
は
、
ワ
イ

五
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
八
八
）

マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
る
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及

び
第
二
項
保
護
内
容
の
具
体
化
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。

何
故
な
ら
、
憲
法
自
体
が
、
日
曜
・
祭
日
を
国
家
的
に
承
認

す
る
限
り
、
こ
れ
ら
を
国
家
的
保
護
課
題
下
に
置
き
、
こ
れ

に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
西
洋
的
伝
統
の
根
源
に
、
し

か
も
暦
的
に
こ
の
伝
統
に
結
び
つ
く
評
価
を
行
う
か
ら
で
あ

る
。

7
．
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
日
曜
・
祭
日
労
働
に

対
し
、
な
か
ん
ず
く
通
常
・
例
外
関
係
を
設
定
す
る
。
典
型

的
「
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
的
な
」
労
働
は
、
日
曜
・
祭
日
に
は
休

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
で
も
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
の
保
護
は
、
日

曜
・
祭
日
の
宗
教
的
も
し
く
は
世
界
観
的
意
味
内
容
に
限
定

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
規
定
は
、
世
俗
化
さ
れ
た
社
会
・
国

家
秩
序
に
於
い
て
、
個
人
的
休
憩
、
思
慮
、
保
養
及
び
休
息

の
世
俗
的
目
標
の
追
及
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
、
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
っ
て
同
様
に
把
握
さ
れ
て

い
る
精
神
的
高
揚
の
可
能
性
は
、
宗
教
的
拘
束
に
関
わ
り
な

く
、
す
べ
て
の
人
間
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

8
．
従
っ
て
、
日
曜
・
祭
日
保
障
に
対
す
る
保
護
構
想
は
、
明

白
に
こ
れ
ら
の
日
々
を
通
常
労
働
休
息
の
日
々
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

こ
こ
で
対
象
と
さ
れ
る
開
店
は
、
例
外
が
日
曜
保
護
に
正

当
に
対
応
す
る
根
拠
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
商

店
所
有
者
の
経
済
的
販
売
利
益
及
び
潜
在
的
顧
客
の
日
常
的

買
い
物
利
益
だ
け
で
は
、
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息

及
び
精
神
的
高
揚
の
可
能
性
の
憲
法
に
直
接
結
び
つ
く
保
護

の
例
外
を
正
当
化
す
る
に
は
原
則
的
に
十
分
で
は
な
い
。
更

に
、
例
外
そ
れ
自
体
は
、
公
に
対
し
認
識
可
能
に
留
ま
り
、

し
か
も
、
日
曜
・
祭
日
関
係
と
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
及
び
そ
の
作

業
と
の
大
幅
な
一
致
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

9
．
通
常
・
例
外
命
令
は
、
一
般
的
に
、
日
曜
・
祭
日
保
護
の

比
重
が
軽
く
な
る
ほ
ど
に
、
し
か
も
、
開
店
領
域
の
解
放
が

広
が
る
ほ
ど
に
、
し
か
も
、
取
引
領
域
及
び
商
品
グ
ル
ー
プ

が
広
が
る
ほ
ど
に
、
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
従
っ
て
、

連
続
的
に
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
多
く
の
時
間
が
解
放
さ
れ

る
場
合
に
は
、
広
範
囲
に
わ
た
り
、
全
小
売
業
界
を
包
括
す

る
開
店
許
可
に
際
し
て
は
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
重
大
な
根

拠
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
二



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
八
九
）

10
．
日
曜
・
祭
日
に
於
け
る
労
働
休
息
を
突
破
す
る
位
置
づ
け

及
び
評
価
に
際
し
て
は
、
開
店
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
宗

教
的
及
び
世
俗
的
に
動
機
付
け
ら
れ
た
日
曜
保
護
の
目
標
達

成
は
、
ウ
イ
ー
ク
デ
イ
の
典
型
的
作
業
の
休
息
を
前
提
と
す

る
。
ま
さ
に
こ
の
開
店
は
、
そ
の
公
的
影
響
故
に
、
特
別
に

日
程
を
性
格
付
け
て
い
る
。
開
店
か
ら
典
型
的
に
ウ
イ
ー
ク

デ
イ
に
帰
属
す
る
誰
に
で
も
認
識
さ
れ
得
る
労
働
効
果
が
発

せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
、
労
働
の
必
要
も

な
く
、
買
い
物
の
意
思
も
な
く
、
休
息
と
精
神
的
高
揚
を
求

め
る
者
、
つ
ま
り
自
ら
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
が
安
息

と
思
慮
の
日
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
並
び
に
宗
教
共
同

体
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
需
要
の
充
足
や
必
要
の

充
足
の
論
拠
は
、
ベ
ル
リ
ン
に
於
い
て
、
ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
で

保
護
さ
れ
て
い
る
完
全
な
開
店
時
間
（
二
四
時
間
！
）
か
ら

し
て
、
日
曜
・
祭
日
の
開
店
は
、
重
要
性
が
低
い
。

11
．
ベ
ル
リ
ン
降
臨
節
日
曜
日
規
定
の
特
質
（
三
五
）
は
、
既

に
法
律
に
よ
っ
て
、
更
に
前
提
無
し
に
、
続
け
て
四
日
曜
日

そ
れ
ぞ
れ
七
時
間
開
店
の
為
に
開
放
さ
れ
て
い
る
事
実
に
あ

る
。
こ
の
規
定
は
、
日
曜
休
息
が
通
例
で
あ
る
と
の
要
求
を

充
足
し
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
法
律
の
根
拠
付
け
に
お

け
る
ベ
ル
リ
ン
の
首
都
機
能
の
指
摘
に
よ
っ
て
も
変
わ
ら
な

い
。
こ
こ
で
は
、
単
に
販
売
・
営
業
利
益
が
反
映
さ
れ
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
事
物
の
本
質
か
ら
し
て
、
こ
の
規
定
は
、

一
ヶ
月
に
わ
た
る
日
曜
・
祭
日
保
護
を
、
廃
止
す
る
事
を
方

向
付
け
、
し
か
も
そ
の
際
に
、
こ
れ
ほ
ど
密
度
の
高
い
侵
害

に
対
し
、
充
分
な
根
拠
付
け
も
無
く
、
あ
る
い
は
日
曜
保
護

の
憲
法
的
レ
ベ
ル
に
正
当
に
対
応
で
き
る
根
拠
付
け
も
示
し

て
い
な
い
。

12
．
日
曜
・
祭
日
休
息
の
為
の
法
的
保
護
構
想
は
、
今
日
明
白

に
、
労
働
休
息
の
保
障
と
し
て
通
常
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
例
外
は
、
日
曜
保
護
に
正
当
に
対
応
す
る
根
拠
を
必
要

と
す
る
。
販
売
所
所
有
者
の
経
済
的
利
益
や
お
客
の
日
常
的

買
い
物
利
益
だ
け
で
は
、
開
店
に
と
っ
て
は
原
則
的
に
十
分

で
は
な
い
。
し
か
も
継
続
し
て
複
数
の
日
曜
・
祭
日
に
わ

た
っ
て
多
く
の
時
間
開
店
の
為
に
解
放
さ
れ
る
場
合
に
は
、

広
範
囲
に
わ
た
り
、
か
つ
全
小
売
業
界
を
含
む
開
店
の
自
由

を
正
当
化
す
る
特
別
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

十
分
な
根
拠
の
な
い
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日
の
七
時
間

に
わ
た
る
無
条
件
の
開
店
は
、
憲
法
で
命
じ
ら
れ
る
日
曜
保

護
の
最
小
限
を
も
充
足
し
な
い
。

五
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
九
〇
）

全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
を
可
能
に
す
る
攻
撃
対

象
規
定
は
、
最
早
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲

法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

か
ら
す
る
保
護
義
務
要
請
と
相
容
れ
な
い
。

第
四
節
：
判
決
の
評
価

今
般
の
判
決
は
、
凡
そ
二
つ
の
問
題
点
を
提
示
し
て
い
る
。
一

つ
は
、
日
曜
・
祭
日
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
義
と
キ
リ
ス
ト
教
的

伝
統
に
基
づ
く
宗
教
的
側
面
の
問
題
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
国

家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
へ
の
義
務
が
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
に
よ
る
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
保
護
内

容
の
具
体
化
に
対
立
す
る
か
否
か
で
あ
り
、
三
つ
目
は
、
権
利
保

護
に
於
け
る
通
常
と
例
外
の
扱
い
の
問
題
で
あ
る
。

1
．
日
曜
・
祭
日
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
義
と
キ
リ
ス
ト
教
的

伝
統
に
基
づ
く
宗
教
的
側
面

第
一
法
廷
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

基
本
権
は
、
そ
の
世
俗
的
・
社
会
的
意
義
と
並
ん
で
、
宗
教
的
・

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
源
を
有
す
る
﹇
基
本
法
第
一
四
〇
条
と

結
ぶ
﹈
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
か
ら
す
る
日
曜
・
祭
日
保

護
に
対
す
る
客
観
法
的
保
護
課
題
に
よ
る
立
法
者
の
保
護
義
務
と

し
て
具
体
化
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
日
曜
日
及
び
法
律
で
承
認
さ
れ

た
教
会
の
祭
日
の
最
小
限
保
護
が
立
法
者
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宗
教
の
自
由
は
、
防
御
権
の
機
能
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
肯
定
的
な
意
味
で
、
信
仰
確
信
の
能
動
的
活
動
と
世
界
観

的
・
宗
教
的
領
域
に
於
け
る
自
立
的
人
格
の
実
現
に
対
す
る
空
間

の
確
保
を
提
供
す
る
。
こ
の
保
護
義
務
は
、
公
法
上
の
法
人
と
し

て
組
織
さ
れ
る
宗
教
共
同
体
に
対
応
す
る
国
家
に
該
当
す
る
。
し

か
し
、
保
護
構
想
を
設
定
し
、
規
範
設
定
す
る
事
は
、
原
則
的
に

立
法
者
事
項
で
あ
る
。
そ
の
際
に
立
法
者
に
は
、
広
い
裁
量
、
評

価
及
び
形
成
の
余
地
が
帰
属
す
る
。

又
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
だ
け
か
ら
は
、
確
か
に
、

宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
祭
日
及
び
日
曜
日
を
一
般
的
労
働
休
息

の
保
護
下
に
置
き
、
一
定
の
宗
教
共
同
体
の
理
解
を
そ
の
教
義
に

従
っ
た
特
別
の
日
と
す
る
国
家
の
義
務
を
引
出
す
事
は
出
来
な
い
。

し
か
し
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
は
、
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
一
四
〇
条
に
よ
る

日
曜
・
祭
日
保
障
を
通
し
た
具
体
化
を
経
験
す
る
。
日
曜
・
祭
日

保
障
は
、
更
に
、
憲
法
の
解
釈
と
し
て
、
基
本
法
第
四
条
第
一
項

五
四



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
九
一
）

及
び
第
二
項
の
保
護
内
容
の
解
釈
に
決
定
的
に
作
用
し
、
従
っ
て
、

立
法
者
の
基
本
法
保
護
義
務
の
具
体
化
に
際
し
て
も
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
最
低
保
護

レ
ベ
ル
の
保
障
の
意
味
で
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の

基
本
権
保
護
に
内
容
を
付
与
す
る
立
法
者
に
対
す
る
保
護
課
題
を

内
容
と
す
る
。

基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
基
本
権
適
用
の
為
の
い

わ
ゆ
る
ワ
イ
マ
ー
ル
教
会
条
項
の
機
能
的
方
向
付
け
は
、
こ
の
規

範
自
体
に
は
宗
教
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
関
連
が
明
示
的
に
指
摘
さ

れ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
於

け
る
労
働
休
息
と
精
神
的
高
揚
の
日
々
の
保
障
に
対
し
て
も
妥
当

す
る
。
何
故
な
ら
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
は
、
そ
の
成

立
史
、
い
わ
ゆ
る
教
会
条
項
へ
の
そ
の
組
織
的
結
び
付
き
、
及
び

そ
の
規
定
諸
目
的
か
ら
し
て
、
決
定
的
に
社
会
的
、
世
俗
的
・
中

立
的
に
方
向
付
け
ら
れ
た
目
標
設
定
と
平
行
し
て
現
れ
る
宗
教
的
、

キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
源
を
有
す
る
内
容
を
特
徴
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
宗
教
の
自
由
の
行
使
の
み
を
奨

励
・
保
護
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
労
働
休
息
の
保
障
は
、
人

間
の
休
養
の
可
能
性
に
対
す
る
と
同
時
に
社
会
的
共
存
に
対
す
る

本
質
的
基
盤
を
確
保
し
、
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ
て
、
人
格
の
発
展

に
奉
仕
す
る
他
の
基
本
権
の
行
使
に
対
す
る
保
障
者
で
も
あ
る
。

日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
婚
姻
と
家
族
の
保
護
〈
基
本
法
第
六
条

第
一
項
〉
及
び
健
康
の
回
復
と
維
持
〈
基
本
法
第
二
条
第
二
項
参

照
〉
の
助
け
に
も
な
る
。
そ
の
意
義
は
、
本
質
的
に
、
労
働
休
息

の
時
間
的
同
時
性
に
起
因
す
る
。
こ
の
よ
う
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法

第
一
三
九
条
は
、
社
会
的
共
存
と
国
家
秩
序
の
憲
法
的
裏
づ
け
の

あ
る
基
本
要
素
で
あ
り
、
多
様
な
基
本
権
に
対
す
る
関
連
保
障
と

し
て
把
握
さ
れ
る
。

つ
ま
り
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
宗
教
の
自
由
の
行
使
の
み
を
奨

励
・
保
護
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
時
に
婚
姻
と
家
族
の
保

護
〈
基
本
法
第
六
条
第
一
項
〉
及
び
健
康
の
回
復
と
維
持
〈
基
本

法
第
二
条
第
二
項
参
照
〉
の
助
け
に
も
な
る
。
そ
の
意
義
は
、
本

質
的
に
、
労
働
休
息
の
時
間
的
同
時
性
に
起
因
す
る
。

基
本
法
（
憲
法
）
の
構
成
部
分
と
し
て
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第

一
三
九
条
は
、
そ
の
成
立
史
、
い
わ
ゆ
る
教
会
条
項
へ
の
そ
の
組

織
的
結
び
付
き
、
及
び
そ
の
規
定
諸
目
的
か
ら
し
て
、
決
定
的
に

社
会
的
、
世
俗
的
・
中
立
的
に
方
向
付
け
ら
れ
た
目
標
設
定
と
平

行
し
て
現
れ
る
宗
教
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
源
を
有
す
る

内
容
を
特
徴
と
し
て
お
り
、
社
会
的
共
存
と
国
家
秩
序
の
憲
法
的

五
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
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四
号
（
二
〇
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二
年
三
月
）

（
五
九
二
）

裏
づ
け
の
あ
る
基
本
要
素
で
あ
り
、
多
様
な
基
本
権
に
対
す
る
関

連
保
障
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

2
．
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
義
務
と
キ
リ
ス
ト
教
的

伝
統
に
基
づ
く
祭
日
保
障

第
一
法
廷
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
へ
の

義
務
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三
九
条
に
よ
る
基
本
法
第
四
条

第
一
項
及
び
第
二
項
保
護
内
容
の
具
体
化
に
対
立
す
る
も
の
で
は

な
い
。
何
故
な
ら
、
憲
法
自
体
が
、
日
曜
・
祭
日
を
国
家
的
に
承

認
す
る
限
り
、
こ
れ
ら
を
国
家
的
保
護
課
題
下
に
置
き
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
西
洋
的
伝
統
の
根
源
に
、
し
か
も
暦

的
に
こ
の
伝
統
に
結
び
つ
く
評
価
を
行
う
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
憲
法
自
体
が
日
曜
・
祭
日
を
国
家
的
に
承
認
す
る
場

合
、
そ
れ
が
、
た
と
え
キ
リ
ス
ト
教
的
・
西
洋
的
伝
統
に
基
づ
く

も
の
で
あ
っ
て
も
、
国
家
の
世
界
観
的
・
宗
教
的
中
立
へ
の
義
務

と
矛
盾
し
な
い
と
さ
れ
る
。

3
．
権
利
保
護
に
於
け
る
通
常
と
例
外
の
扱
い

第
一
法
廷
に
よ
れ
ば
、
日
曜
・
祭
日
休
息
の
為
の
法
的
保
護
構

想
は
、
今
日
明
白
に
、
労
働
休
息
の
保
障
と
し
て
通
常
化
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
例
外
は
、
日
曜
保
護
に
正
当
に
対
応
す
る
根
拠

を
必
要
と
す
る
。
販
売
所
所
有
者
の
経
済
的
利
益
や
お
客
の
日
常

的
買
い
物
利
益
だ
け
で
は
、
開
店
に
と
っ
て
は
原
則
的
に
十
分
で

は
な
い
。
し
か
も
継
続
し
て
複
数
の
日
曜
・
祭
日
に
わ
た
っ
て
多

く
の
時
間
開
店
の
為
に
解
放
さ
れ
る
場
合
に
は
、
広
範
囲
に
わ
た

り
、
か
つ
全
小
売
業
界
を
含
む
開
店
の
自
由
を
正
当
化
す
る
特
別

の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。

十
分
な
根
拠
の
な
い
全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日
の
七
時
間
に
わ

た
る
無
条
件
の
開
店
は
、
憲
法
で
命
じ
ら
れ
る
日
曜
保
護
の
最
小

限
を
も
充
足
し
な
い
。

全
て
の
四
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店
を
可
能
に
す
る
攻
撃
対
象
規

定
は
、
最
早
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
三

九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
か
ら
す
る
保
護

義
務
要
請
と
相
容
れ
な
い
。

つ
ま
り
日
曜
・
祭
日
保
障
に
於
け
る
通
常
と
例
外
の
関
係
は
、

例
外
を
設
定
す
る
際
に
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
十
分
な
根
拠
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
通
常
・
例
外
関
係
に

基
づ
い
て
、
ベ
ル
リ
ン
州
の
開
店
法
で
四
降
臨
節
日
曜
日
の
開
店

五
六



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
九
三
）

を
可
能
に
す
る
規
定
が
最
早
基
本
法
第
一
四
〇
条
及
び
ワ
イ
マ
ー

ル
憲
法
第
一
三
九
条
と
結
ぶ
基
本
法
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

か
ら
す
る
保
護
義
務
要
請
と
相
容
れ
ず
、
従
っ
て
違
憲
と
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
日
曜
・
祭
日
保
障
は
、
世
俗
的
・
社
会

的
側
面
と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
ざ
し
た
宗
教
的
側

面
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
。
そ
の
ど
ち
ら
を
よ
り
重
視
す

る
か
、
つ
ま
り
各
ラ
ン
ト
（
州
）
の
世
俗
化
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、

日
曜
・
祭
日
保
障
の
様
相
が
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
世
俗
化
が
進
ん
で
い
る
ラ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、

日
曜
・
祭
日
保
障
の
最
低
限
は
、
保
護
す
る
こ
と
が
憲
法
的
に
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

今
般
の
事
案
で
は
、
保
障
の
最
低
限
の
保
護
さ
え
も
提
供
し
な

か
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
立
法
者
の
行
為
が
違
憲
と
看
做
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

信
教
の
自
由
た
る
基
本
権
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
以
て
違
憲
判

決
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
に
根
差
す
日

曜
・
祭
日
の
保
障
が
対
象
と
さ
れ
る
限
り
、
他
の
宗
教
（
た
と
え

ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
及
び
イ
ス
ラ
ム
教
）
の
安
息
日
は
、
当
面
対
象
と

な
る
可
能
性
は
低
い
と
推
定
さ
れ
る
。
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照
。

（
130
） B
V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 136

（
131
） B

V
erfG

E
 24, 236 

（245f.

）; 32, 98

（106

）; 44, 37 

（49

）; 
83, 341 

（354

）; 108, 282 

（297

） 

参
照
。

（
132
） B
V
erfG

E
 19, 129 

（132

）; 24, 236 

（245

）; 83, 341 

（354f.

）; 
B
V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 137

参
照
。

（
133
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（50

） m
.w
.N
.

参
照
。

（
134
） B

V
erfG

E
 19, 129 

（135

）; 19, 206 

（218

） 

参
照
。

（
135
） B

V
erfG

E
 42, 312 

（322

）; 102, 370 

（387

） 

参
照
。

（
136
） B

V
erfG

E
 66, 1 

（22

）; 70, 138 

（167

） 

参
照
。

（
137
） B

V
erfG

E
 42, 312 

（322

） 

参
照
。

（
138
） B

V
erfG

E
 42, 312 

（322

） 

参
照
。

（
139
） B

V
erfG

E
 102, 370 

（387

） zu A
rt. 137 A

bs. 5 S
atz 2 

W
R
V
; shiehe auch B

V
erfG

E
 99, 100 

（119ff .

） zuA
rt.138 

A
bs. 2W

R
V
; B
V
erfG

, 1B
vR
2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 

138

（
140
） H

äberle, D
er S

onntag als V
erfassungsprinzip, 

2.A
ufl .2006, S

.63f.70

参
照
。B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 
1.12.2009, A

bs. 139

（
141
） H

eilfron, D
ieD
eutscheN

ationalversam
m
lung im

 Jahre 
1919.6.B

and, 1920, S
.4007

参
照
。

（
142
） K

orioth, in: M
aunz/D

ürig, G
G
, A
rt.139 W

R
V
 R
n.9f.

参
照
。B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 140

（
143
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 141

（
144
） B

ergholz, in: T
heologischeR

ealenzyklopädie, 
B
d.X
X
X
I, 2000, A

rtikelS
onntag, S

.451ff .

参
照
。B

V
erfG

, 1 
B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 142

（
145
） 6.A

ufl .2000 S
.424f., S

.457; B
V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 

五
八



ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：
二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）（
小
林
）

（
五
九
五
）

vom
 1.12.2009, A

bs. 143
（
146
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 144

（
147
） 

§16 S
atz 2 B

undesw
ahlgesetz

参
照
。B

V
erfG

, 1 B
vR
 

2857/07 vom
 1.12.2009, A

bs. 145

（
148
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 146

（
149
） B

V
erfG

E
 19, 206 

（220

） 

参
照
。

（
150
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 147

（
151
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 148

（
152
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 149

（
153
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 150

（
154
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 151

（
155
） B

V
erfG

E
 87, 363 

（393

） 

参
照
。

（
156
） B

V
erfG

E
 87, 363 

（393

）, 111, 10 
（53

） 

参
照
。

（
157
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（50

） 

参
照
。

（
158
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 152

（
159
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（50

） 

参
照
。B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 

vom
 1.12.2009, A

bs. 153

（
160
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（50

） 

参
照
。B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 

vom
 1.12.2009, A

bs. 154

（
161
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 155

（
162
） 

労
働
時
間
法
（A

rbZ
G

）
第
一
〇
条
第
一
項
第
一
四
│
第
一
六

号
及
び
第
二
項
な
ら
び
に
取
分
け
第
一
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及

び
第
五
項
に
於
け
る
例
外
条
項
を
参
照
。

（
163
） 

交
通
法
（S

traßenverkehrs-O
rdnung

）
第
三
〇
条
第
三
項

参
照
。

（
164
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（51f.

） 

参
照
。

（
165
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（50, 52

） 

参
照
。

（
166
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 156

（
167
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 157

（
168
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 158

（
169
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 159

（
170
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 160

（
171
） A

bgeordnetenhaus D
rucks 16/0015.S

14 zu 

§7 
B
erL
adÖ
ff G

参
照
。

（
172
） 

§13 A
rbZ
G

参
照
。

（
173
） 

こ
れ
に
つ
い
て
はK

ühling, A
rbuR

 2006, S
.384; K

ühn, 
A
rbuR

 2006, S
.418; K

ingreen/ P
ieroth, N

V
w
Z
 2006, 

S
.1221 

（1224

）; H
orstm

ann, N
Z
A
 2006, S

.1246 

（1249f

） 

参

照
。

（
174
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 161

（
175
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 162

（
176
） 

§2 F
eiertagsschutz-V

erordnung B
erlin m

it w
eiteren 

A
usnahm

e-tatbeständen

参
照
。

（
177
） A

bgeordnetenhaus D
rucks 16/0015 S

.7f.

参
照
。

（
178
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 163

（
179
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 164

（
180
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 165

（
181
） A

m
t für S

tatistik B
erlin-B

randenburg, statistischer 

五
九



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
九
六
）

B
ericht A

 V
I 15‒vj 4/07, S

ozialver4sicherungspflichtig 
B
eschäftigte, Juni 2008

参
照
。

（
182
） B

V
erfG

E
 111, 10 

（40

）; W
A
B
E
-Institut B

erlin, H
rsg. 

ver.di.-V
ereinte D

ienstleistungsgew
erkschaft, 

E
inzelhandel-B

ranchendaten 2007/2008, 27.M
ärz 2008

参

照
。

（
183
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 166

（
184
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 167

（
185
） B

V
erfG

E
 111,10 

（40
） 

参
照
。

（
186
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 168

（
187
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 169

（
188
） 

ベ
ル
リ
ン
開
店
法
第
四
条
第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
、
第

五
法
、
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
第
二
号
、
第
三
号

参
照
。

（
189
） h

e
r
a
u
s
g
e
g
e
b
e
n
 
v
o
n
 
v
e
r
. 
d
i‒
V
e
r
e
in
te 

D
ienstleistungsgew

erkschaft, E
inzel-handel‒

B
ranchendaten 2007/2008, B

erlin, 27.M
ärz 2008

（
190
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 170

（
191
） B

V
erfG

E
 49, 192 

（208

）; 67, 231 

（238

） 

参
照
。

（
192
） B

V
erfG

E
 67, 231 

（238

） 

参
照
。

（
193
） B
V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 171

（
194
） A
bgeordnetenhaus D

rucks 16/0015, S
.7

参
照
。

（
195
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 172

（
196
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 173

（
197
） B
V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 174

（
198
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 175

（
199
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 176

（
200
） R

G
B
l S
.176

（
201
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 177

（
202
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 178

（
203
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 179

（
204
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 180

（
205
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 181

（
206
） A

bgehornetenhaus D
rucks 16/0015.S

.13

（
207
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 182

（
208
） 

§3 A
bs. 1 A

lternative 2, 
§6 A

bs. 2 B
erL
adÖ
ff G

（
209
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 183

（
210
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 184

（
211
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 185

（
212
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 186

（
213
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 187

（
214
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 188

（
215
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 189

（
216
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 190

（
217
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 191

（
218
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 192

（
219
） B

V
erfG

, 1 B
vR
 2857/07 vom

 1.12.2009, A
bs. 193

六
〇



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
五
九
七
）

Ｐ
は
代
表
者
Ｑ
（
Ｘ
の
代
表
取
締
役
）
を
共
通
に
し
て
お
り
、
両

社
と
も
Ｑ
に
よ
り
完
全
支
配
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
前
記
新
株
発

行
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
前
記
貸
付
債
権
は
、
平
成
一
四
年
一
一
月

七
日
、
Ｐ
が
Ｒ
銀
行
か
ら
代
金
一
億
六
二
〇
〇
万
円
で
譲
り
受
け

た
も
の
で
あ
り
、
Ｐ
に
お
け
る
当
該
債
権
の
帳
簿
価
格
は
一
億

六
二
〇
〇
万
円
で
あ
っ
た
。

【
事
実
の
概
要
】

原
告
（
Ｘ
法
人
）
の
新
株
発
行
に
あ
た
り
、
関
連
会
社
で
あ
る

Ｐ
社
は
、
平
成
一
五
年
二
月
二
八
日
、
Ｘ
に
対
し
て
有
す
る
債
権

（
貸
付
債
権
：
券
面
額
四
億
三
〇
四
四
万
二
四
三
五
円
中
四
億

三
〇
四
〇
万
円
）
を
現
物
出
資
し
、
同
年
三
月
一
日
、
Ｘ
は
Ｐ
に

対
し
、
第
三
者
割
当
に
よ
り
八
〇
万
株
の
新
株
の
発
行
（
一
株
の

発
行
価
額
五
三
八
円
）
を
行
っ
た
。
本
件
新
株
発
行
当
時
、
Ｘ
と

い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件

適
格
現
物
出
資
に
該
当
す
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
に
つ
き
、
混
同
消
滅
し
た
債
務
の
額

と
そ
の
帳
簿
価
額
と
の
差
額
に
つ
き
債
務
消
滅
益
を
認
定
し
た
事
例
：
東
京
地
判
平
成
二
一
年
四
月

二
八
日
訟
務
月
報
五
六
巻
六
号
一
八
四
三
頁

松　
　

嶋　
　

隆　
　

弘

判
例
研
究

六
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
五
九
八
）

（
平
成
一
八
年
法
律
第
一
〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
三
四
条

二
項
に
該
当
す
る
役
員
報
酬
の
仮
装
経
理
が
あ
っ
た
こ
と
等
の
理

由
も
付
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
検
討
は

省
略
す
る
。）。
本
件
に
お
い
て
Ｘ
は
、
①
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
一
個
の
取

引
行
為
と
し
て
資
本
等
取
引
に
該
当
し
、
債
務
消
滅
益
は
発
生
し

な
い
、
②
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
券
面
額
説
、
③
．
法
人
税
法
の
平

成
一
八
年
改
正
に
よ
り
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
券
面
額
処
理
が
認
め
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
し
て
も
、
既
往
に
は
遡
ら
ず
、
本
件
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
は
適

用
さ
れ
な
い
、
④
．
混
同
は
事
実
で
あ
っ
て
取
引
で
は
な
い
の
で
、

損
益
取
引
に
は
該
当
し
な
い
、
と
主
張
し
た
（
な
お
、
本
件
に
お

け
る
Ｘ
の
主
張
及
び
Ｙ
（
国
）
の
主
張
並
び
に
裁
判
所
の
判
断
に

つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
表
と
し
て
整
理
し
た
も
の
を
付
し
て
い

る
の
で
、
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。）。

【
判
旨
】

1
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
構
成
に
つ
い
て

「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
株
式
会
社
の
債
務
（
株
式
会
社
に
対
す
る
債
権
）

を
株
式
に
転
化
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
我
が
国
の
会
社
法
制
上
、

こ
れ
を
直
接
実
現
す
る
制
度
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
…
…
以
上
、

本
件
現
物
出
資
に
あ
た
り
、
裁
判
所
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
検
査

役
は
、
平
成
一
五
年
二
月
二
八
日
付
で
、
一
株
の
発
行
価
額
を

五
三
八
円
と
す
る
こ
と
、
Ｐ
に
対
し
八
〇
万
株
の
新
株
を
割
り
当

て
る
こ
と
は
妥
当
で
あ
る
旨
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
Ｘ
は
、
Ｘ
に
移
転
し
た
本
件
債
権
の
う
ち
四
億

三
〇
四
〇
万
円
の
債
権
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
債
務
が
消
滅
し
た

と
し
て
、
長
期
借
入
金
勘
定
を
四
億
三
〇
四
四
万
二
四
三
五
円
減

少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
資
本
金
勘
定
を
四
億
円
、
資
本
準
備
金
勘

定
を
三
〇
四
〇
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
さ
せ
る
経
理
処
理
を
、
さ
ら

に
残
額
四
万
二
四
三
五
円
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
か
ら
債
権
の
免
除
を

受
け
た
と
し
て
、
雑
収
入
勘
定
を
四
万
二
四
三
五
円
増
加
さ
せ
る

経
理
処
理
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
税
務
署
長
は
、
Ｘ
に
対
し
て
、
本
件
債
権
の
帳

簿
価
格
は
、
一
億
六
二
〇
〇
万
円
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
現
物
出

資
は
適
格
現
物
出
資
に
該
当
す
る
た
め
、
Ｘ
は
同
債
権
を
受
け
入

れ
た
こ
と
に
よ
り
四
億
三
〇
四
四
万
二
四
三
五
円
の
債
務
を
消
滅

さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
億
六
二
〇
〇
万
円
を
超
え
る
部

分
に
つ
き
債
務
消
滅
益
が
生
じ
る
と
し
て
更
正
処
分
等
を
行
っ
た
。

本
件
は
、
こ
の
更
正
処
分
等
の
取
消
し
を
求
め
て
い
る
事
案
で

あ
る
（
更
正
処
分
等
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
他
に
、
法
人
税
法

六
二



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
五
九
九
）

ま
た
、
上
記
①
の
現
物
出
資
及
び
同
③
の
新
株
発
行
の
過
程
に

お
い
て
は
、
資
本
等
の
金
額
の
増
減
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
資

本
等
取
引
に
当
た
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
上
記
②
の
混
同
の

過
程
に
お
い
て
は
、
資
本
等
の
金
額
の
増
減
は
発
生
し
な
い
の
で
、

資
本
等
取
引
に
該
当
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
①
な
い
し

③
の
異
な
る
過
程
を
併
せ
て
全
体
を
資
本
等
取
引
に
該
当
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
（
な
い
）。」

3
．
適
格
現
物
出
資
に
あ
た
る
か

「
本
件
現
物
出
資
が
適
格
現
物
出
資
で
あ
れ
ば
、
法
人
税
法

六
二
条
の
四
第
一
項
に
よ
り
、
当
該
被
現
物
出
資
法
人
に
当
該
移

転
を
し
た
資
産
及
び
負
債
の
当
該
適
格
現
物
出
資
の
直
前
の
帳
簿

価
額
に
よ
る
譲
渡
を
し
た
も
の
と
し
て
、
当
該
内
国
法
人
の
各
事

業
年
度
の
所
得
の
金
額
を
計
算
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、

会
社
法
制
上
、
一
般
に
現
物
出
資
対
象
債
権
の
評
価
を
券
面
額
又

は
評
価
額
の
い
ず
れ
で
行
う
か
と
い
う
議
論
は
、
法
人
税
法
上
、

適
格
現
物
出
資
に
お
け
る
現
物
出
資
対
象
債
権
の
価
額
の
認
定
に

は
影
響
を
及
ぼ
さ
ず
、
そ
の
認
定
と
は
関
係
が
な
い
…
。」

「
本
件
現
物
出
資
は
、
同
条
一
二
号
の
一
四
イ
所
定
の
適
格
現

物
出
資
に
該
当
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
条

株
式
会
社
の
債
務
（
株
式
会
社
に
対
す
る
債
権
）
を
株
式
に
転
化

す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
法
制
度
を
利
用
す
る
ほ
か
な
く
、
既
存

の
法
制
度
を
利
用
す
る
以
上
、
既
存
の
法
制
度
を
規
律
す
る
関
係

法
令
の
適
用
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
我
が
国
の
法
制
度
の
下
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
①
会

社
債
権
者
の
債
務
者
会
社
に
対
す
る
債
権
の
現
物
出
資
、
②
混
同

に
よ
る
債
権
債
務
の
消
滅
、
③
債
務
者
会
社
の
新
株
発
行
及
び
会

社
債
権
者
の
新
株
の
引
受
け
と
い
う
各
段
階
の
過
程
を
経
る
必
要

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
、
各
制
度
を
規
律
す
る
関

係
法
令
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。」

2
． 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
一
の
取
引
行
為
と
し
て
資
本
等

取
引
に
あ
た
る
か

「
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
現
行
法
制
上
、
①
本
件
現
物
出
資
に
よ
る
Ｐ
か

ら
Ｘ
へ
の
本
件
貸
付
債
権
の
移
転
、
②
本
件
貸
付
債
権
と
こ
れ
に

対
応
す
る
債
務
（
以
下
「
本
件
貸
付
債
務
」
と
い
う
。）
の
混
同

に
よ
る
消
滅
、
③
本
件
新
株
発
行
及
び
Ｘ
の
新
株
引
受
け
と
い
う

複
数
の
各
段
階
の
過
程
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
複
合
的
な
行
為
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
一
の
取
引
行
為
と
み
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

六
三



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
〇
〇
）

さ
れ
る
前
は
、
法
人
税
の
課
税
実
務
に
お
い
て
評
価
額
に
よ
る
評

価
の
運
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
東
京
地
裁
商
事
部
が
券
面
額
に

よ
る
評
価
を
採
用
し
た
後
も
、
他
の
裁
判
所
で
は
検
査
役
の
調
査

実
務
に
お
い
て
評
価
額
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ
て
い
た
例
が
多
数

あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
…
を
考
慮
す
れ
ば
、
法
人
税
法
の

平
成
一
八
年
改
正
前
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
係
る
現
物
出
資
対
象

債
権
の
評
価
に
つ
い
て
、
そ
の
評
価
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
通
達

等
が
示
さ
れ
な
い
状
況
の
下
で
、
Ｘ
が
主
張
す
る
よ
う
に
課
税
実

務
に
お
い
て
券
面
額
に
よ
る
評
価
が
一
般
的
に
採
用
さ
れ
て
い
た

と
は
認
め
難
い
。

む
し
ろ
、
平
成
一
八
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
会
社
法
は
、

債
務
者
会
社
の
負
債
の
帳
簿
価
額
を
超
え
な
い
限
り
、
券
面
額
で

行
う
現
物
出
資
に
つ
い
て
検
査
役
の
選
任
を
不
要
と
し
（
会
社
法

一
九
九
条
一
項
三
号
、
二
〇
七
条
九
項
五
号
）、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
係
る

現
物
出
資
に
関
す
る
東
京
地
裁
商
事
部
の
従
前
の
取
扱
い
を
踏
ま

え
つ
つ
、
さ
ら
に
一
層
の
手
続
の
合
理
化
を
定
め
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
会
社
法
及
び
そ
の
制
定
に
伴
う
法
人
税
法
の
改
正
は
、

Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
係
る
現
物
出
資
対
象
債
権
の
評
価
に
つ
い
て
、
従
来
は

両
法
制
の
関
係
を
含
め
て
解
釈
上
の
疑
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提

と
し
た
上
で
、
会
社
法
制
上
の
手
続
に
お
い
て
は
券
面
額
に
よ
る

一
七
号
ト
に
よ
れ
ば
、
本
件
現
物
出
資
に
よ
り
増
加
し
た
資
本
積

立
金
額
は
、
適
格
現
物
出
資
に
よ
り
移
転
を
受
け
た
資
産
の
現
物

出
資
法
人
（
Ｐ
）
の
当
該
移
転
の
直
前
の
帳
簿
価
額
一
億
六
二
〇
〇

万
円
か
ら
本
件
現
物
出
資
に
よ
っ
て
増
加
し
た
Ｘ
の
資
本
の
金
額

四
億
円
を
減
算
し
た
金
額
で
あ
る
マ
イ
ナ
ス
二
億
三
八
〇
〇
万
円

と
な
る
か
ら
、
本
件
現
物
出
資
は
、
資
本
の
金
額
を
四
億
円
増
加

さ
せ
、
資
本
積
立
金
額
を
二
億
三
八
〇
〇
万
円
減
額
さ
せ
る
取
引

で
あ
り
、
そ
の
差
額
で
あ
る
一
億
六
二
〇
〇
万
円
の
資
本
等
の
金

額
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
資
本
等
取
引
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

適
格
現
物
出
資
に
該
当
す
る
本
件
現
物
出
資
に
つ
い
て
、
資
本
等

の
金
額
の
増
減
等
は
、
上
記
の
と
お
り
専
ら
適
格
現
物
出
資
に
関

す
る
平
成
一
八
年
改
正
前
の
法
人
税
法
及
び
同
法
施
行
令
の
上
記

各
規
定
に
従
っ
て
算
定
さ
れ
…
…
上
記
各
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
た
処
分
行
政
庁
に
よ
る
債
務
免
除
益
の
認
定
は
、
平
成
一
八
年

改
正
後
の
法
人
税
法
の
規
定
の
遡
及
適
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
…
…
平
成
一
八
年
改
正
の
前
後
を
通
じ
て
、
適
格
現
物
出

資
を
巡
る
税
法
上
の
規
律
の
内
容
に
何
ら
変
更
は
な
い
。」

4
．
法
人
税
法
に
お
け
る
券
面
額
説
の
位
置
づ
け

「
東
京
地
裁
商
事
部
に
お
け
る
検
査
役
の
調
査
実
務
の
変
更
が

六
四



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
〇
一
）

て
消
滅
し
た
本
件
貸
付
債
務
四
億
三
〇
四
四
万
二
四
三
五
円
…
…

の
う
ち
、
現
物
出
資
法
人
で
あ
る
Ｐ
に
お
け
る
本
件
貸
付
債
権
の

直
前
の
帳
簿
価
格
（
マ
マ
）
一
億
六
二
〇
〇
万
円
を
超
え
る
部
分

二
億
六
八
八
四
万
二
四
三
五
円
に
つ
き
、
債
務
消
滅
益
が
生
じ
た

も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
所
得
金
額
の
計
算
上
、
こ
れ

を
益
金
に
算
入
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
原
告
の

そ
の
余
の
主
張
も
、
こ
の
判
断
を
左
右
す
る
に
足
り
る
も
の
と
は

認
め
ら
れ
な
い
。」

【
解
説
】

一
．
本
判
決
の
意
義

デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
（D

ebt E
quity S

w
ap

： 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
。）
に
お
け
る
債
権
額
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
券

面
額
説
（
債
権
の
実
価
が
券
面
額
未
満
で
あ
っ
て
も
券
面
額
を
基

準
と
し
て
よ
い
と
す
る
見
解
（
1
）
）
と
評
価
額
説
（
債
権
の
評
価
額
を

基
準
と
す
る
見
解
（
2
）
）
と
が
あ
る
と
こ
ろ
、
東
京
地
裁
商
事
部

（
民
事
八
部
）
は
、
お
そ
ら
く
わ
が
国
初
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
関
す
る
事

例
を
素
材
と
し
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
つ
き
券
面
額
説
を
と
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
た
（
3
）
。
こ
れ
に
対
し
、
本
判
決
は
、
課
税
関
係
に
お

こ
と
を
、
税
法
上
の
法
人
税
の
課
税
に
お
い
て
は
評
価
額
に
よ
る

こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
券
面
額
と
評

価
額
の
議
論
に
つ
い
て
立
法
的
解
決
を
図
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
。」5

．
混
同
に
つ
い
て

「
法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
規
定
の
性
質
上
、
同
項
の
「
資
産

の
販
売
、
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
、

無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
は
「
取
引
」
の
例
示
で
あ
り
、
同

項
の
「
そ
の
他
の
取
引
」
に
は
、
民
商
法
上
の
取
引
に
限
ら
れ
ず
、

債
権
の
増
加
又
は
債
務
の
減
少
な
ど
法
人
の
収
益
の
発
生
事
由
と

し
て
簿
記
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
人
の
精
神
作
用
を

要
件
と
し
な
い
法
律
事
実
で
あ
る
混
同
等
の
事
件
も
含
ま
れ
る
と

解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
混
同
に
よ
り
消
滅
し

た
本
件
貸
付
債
務
の
券
面
額
か
ら
上
記
資
本
等
取
引
に
当
た
る
一

億
六
二
〇
〇
万
円
を
控
除
し
た
残
額
は
、
損
益
取
引
に
よ
り
生
じ

た
益
金
と
認
め
ら
れ
る
…
…
。」

6
．
結
論

「
以
上
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
件
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
い

六
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
〇
二
）

い
（
8
）
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
不
良
債
権
処
理
ス
キ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
り
、
債

権
者
と
債
務
者
と
の
合
意
に
基
づ
き
、
債
務
を
株
式
に
振
り
替
え

る
こ
と
（
貸
借
対
照
表
の
負
債
の
部
に
計
上
さ
れ
て
い
た
借
入
金

を
、
資
本
の
部
の
資
本
金
（
な
い
し
資
本
準
備
金
）
に
振
り
替
え

る
こ
と
を
い
う
。
類
似
の
ス
キ
ー
ム
と
し
て
デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・

ス
ワ
ッ
プ
（D

ebt D
ebt S

w
ap

：
債
権
を
劣
後
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
実
質
的
に
債
務
者
の
財
産
状
態
あ
る
い
は
信
用
状
態
を

改
善
し
、
再
建
可
能
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
既
存
融
資
（
特
に

通
常
ロ
ー
ン
）
の
回
収
可
能
性
を
高
め
る
ス
キ
ー
ム
。
以
下
Ｄ
Ｄ

Ｓ
と
い
う
。）
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
わ
が
国
に
お
い
て
、
倒
産
手
続
は
、
と
か
く
「
事
業

の
破
綻
」
と
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
Ｄ
Ｅ

Ｓ
も
Ｄ
Ｄ
Ｓ
も
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
9
）
。
し
か
し
Ａ
Ｂ

Ｌ
の
普
及
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
会
社
更
生
と

い
っ
た
新
し
い
再
生
手
法
の
導
入
に
よ
り
、「
倒
産
手
続
を
活
用

し
た
事
業
の
再
編
」「
事
業
再
生
」
と
し
て
、
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ

に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
（
10
）
。
か
か
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変

化
に
伴
い
、
特
に
私
的
整
理
の
局
面
に
お
い
て
、
ス
キ
ー
ム
の
構

築
に
際
し
、
当
事
者
間
の
合
意
・
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
求

め
ら
れ
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
や
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
、
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
る
解
決

い
て
は
評
価
額
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
た
判
決
で
あ
り
、

本
判
決
の
か
か
る
判
断
は
控
訴
審
（
東
京
高
判
平
成
二
二
年
九
月

一
五
日
（
平
成
二
一
年
（
行
コ
）
第
二
〇
六
号
））
に
お
い
て
も

維
持
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
様
々
な
法
的
論
点
が

あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
債
権
額
の
評
価
は
、
最
重
要
な
も
の
と

い
っ
て
よ
く
、
こ
の
点
に
お
け
る
実
務
の
混
乱
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
円

滑
な
発
展
に
対
し
障
害
と
な
り
得
る
。

筆
者
は
、
当
初
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
関
し
券
面
額
説
が
妥
当
で
あ
る

旨
の
意
見
を
公
表
し
て
い
た
が
（
4
）
、
そ
の
後
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
不
良
債
権

処
理
ス
キ
ー
ム
以
外
の
場
面
で
活
用
さ
れ
る
場
合
（
5
）
を
併
せ
考
え
る

と
、
今
後
要
求
さ
れ
る
べ
き
は
、
両
説
の
い
か
ん
よ
り
も
、
券
面

額
説
の
妥
当
領
域
の
確
定
で
あ
る
と
の
認
識
に
到
達
し
（
6
）
、
過
日
そ

の
旨
の
意
見
を
公
表
し
た
（
7
）
。

本
稿
は
、
か
か
る
観
点
か
ら
、
本
判
決
の
事
案
の
ス
ジ
を
検
討

し
つ
つ
、
券
面
額
説
の
妥
当
領
域
を
確
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

二
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
概
要

1
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
意
義

ま
ず
前
提
と
し
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

六
六



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
〇
三
）

そ
の
た
め
の
種
々
の
コ
ス
ト
（
金
利
負
担
等
）
が
か
か
る
他
、
リ

ス
ク
と
し
て
、
当
該
ス
キ
ー
ム
の
実
施
に
あ
た
り
、
払
い
込
ま
れ

た
資
金
に
対
し
他
の
債
権
者
か
ら
差
し
押
さ
え
が
な
さ
れ
る
可
能

性
、
前
記
弁
済
が
債
権
者
取
消
権
（
民
法
四
二
四
条
）
や
否
認
権

（
破
産
法
一
六
〇
条
以
下
、
民
事
再
生
法
一
二
七
条
以
下
、
会
社

更
生
法
八
六
条
以
下
）
の
対
象
と
さ
れ
る
可
能
性
、
当
該
払
込
が

「
見
せ
金
」
と
認
定
さ
れ
、
払
込
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性

が
存
在
す
る
。
平
成
一
七
年
会
社
法
は
、
現
物
出
資
財
産
が
株
式

会
社
に
対
す
る
金
銭
債
権
（
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
も
の
に
限

る
。）
で
あ
っ
て
、
当
該
金
銭
債
権
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
現
物

出
資
の
価
額
が
当
該
金
銭
債
権
に
係
る
負
債
の
帳
簿
価
額
を
超
え

な
い
場
合
、
検
査
役
の
調
査
を
不
要
と
す
る
と
と
も
に
（
会
社
法

二
〇
七
条
九
項
五
号
）、
引
受
人
か
ら
の
相
殺
の
み
を
禁
止
し
、

会
社
か
ら
の
相
殺
を
許
容
す
る
こ
と
で
（
会
社
法
二
〇
八
条
三

項
）、
払
込
相
殺
禁
止
規
定
が
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
障
害
と
な
ら
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
会
社
法
の
下
で
は
、
現
物
出

資
型
（
真
正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
が
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
主
流
と
な
っ
た
。
本
件
に
お

け
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ
も
、
現
物
出
資
型
（
真
正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
で
あ
る
。
以
下
、

特
段
に
断
ら
な
い
限
り
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
と
き
は
、
現
物
出
資
型

（
真
正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

の
例
と
し
て
、
導
入
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
や
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の

実
務
へ
の
浸
透
は
、
倒
産
手
続
に
関
す
る
見
方
の
変
化
を
受
け
た

も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

た
だ
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
関
し
て
は
、
そ
の
柔
軟
さ
の
ゆ
え
、
実
に
毀

誉
褒
貶
が
激
し
く
、
こ
れ
を
肯
定
的
す
る
者
が
、
債
権
放
棄
と
並

ぶ
不
良
債
権
処
理
ス
キ
ー
ム
の
一
つ
、「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
」

の
手
段
と
し
て
有
用
な
「
現
代
の
徳
政
令
」
と
し
て
評
価
す
る
一

方
、
全
く
逆
の
見
方
と
し
て
、
不
良
債
権
を
不
良
株
式
に
振
り
返

る
だ
け
の
、「
粉
飾
決
算
の
片
棒
担
ぎ
」
で
は
な
い
か
と
批
判
す

る
者
も
多
い
。

2
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
法
的
構
成

Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
Ａ
が
Ｂ
に
対
す
る
貸
付
金
相
当
額
を
新
規
に
金
銭

出
資
し
て
Ｂ
株
式
を
引
き
受
け
、
払
い
込
ま
れ
た
資
金
を
Ａ
の
債

権
に
対
す
る
弁
済
に
充
当
す
る
と
い
う
金
銭
出
資
型
（
疑
似
Ｄ
Ｅ

Ｓ
）
と
右
債
権
を
現
物
出
資
す
る
と
構
成
す
る
現
物
出
資
型
（
真

正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
（
11
）
）
と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
、
現
物
出
資
に
関
し
要

求
さ
れ
る
検
査
役
の
調
査
（
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
弁
護
士
等
の
専

門
家
の
証
明
）
を
回
避
す
る
た
め
の
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
と
こ
ろ
、

払
込
の
た
め
の
金
銭
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

六
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
〇
四
）

傾
向
は
、
さ
ら
に
、
何
ら
努
力
な
く
し
て
債
権
者
か
ら
既
存
株
主

へ
の
価
値
の
移
転
を
発
生
さ
せ
、
そ
れ
が
「
モ
ラ
ル･

ハ
ザ
ー

ド
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

他
方
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
何
と
い
っ
て
も
、
債
務
を
株
式
に
振
り
返
る

だ
け
で
あ
り
、
支
援
金
融
機
関
に
と
っ
て
「
痛
み
」
が
少
な
く
、

し
か
も
後
日
対
象
企
業
が
再
建
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
と
き
に

対
象
企
業
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
者
に
は
大
き
な
利
益
が
期
待

で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
債
権
放
棄
に
よ
る
の
と
同
様
の
負
債
圧
縮
効

果
も
存
在
す
る
。

な
お
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ザ
ー
ド
の
問
題
に
対
し
て
、
一
言
す
る
。

諸
外
国
の
実
務
で
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
わ
が
国

の
実
務
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
大
幅
な
減
資
（
場
合
に
よ
っ
て
は
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
減
資
）
を
組
み
合
わ
せ
、
既
存
株
主
に
「
株
主
責

任
」
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
事
業
再
生

の
領
域
で
は
、
新
旧
債
権
者
の
間
で
「
せ
め
ぎ
合
い
」
が
お
き
る

こ
と
が
あ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
の
再
生
手
続
・
更
生
手
続
に
お
い
て
、

新
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
新
債
権
者
の
債
権
を
共
益
債
権
と
す
る
こ

と
で
、
新
債
権
者
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
与
え
る
こ
と
は
、
手
続

申
立
後
開
始
前
の
借
入
等
の
共
益
債
権
化
と
し
て
（
民
再
一
二
〇

条
、
会
更
一
二
八
条
）、
よ
く
み
ら
れ
る
（
13
）
。
ま
た
将
来
債
権
譲
渡

3
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
特
徴
1
：
債
権
放
棄
と
の
比
較

次
に
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
特
徴
を
、
債
権
放
棄
及
び
Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
そ
れ
ぞ

れ
対
比
し
、
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
前
者
と
対
比
す
る
。
や
や

図
式
的
な
整
理
だ
が
、
債
権
放
棄
に
つ
い
て
は
、
四
つ
の
問
題
点

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
利
害
状
況
が
異
な
る
関
係
者
を

粘
り
強
く
説
得
す
る
た
め
、
債
権
者
の
同
意
を
得
る
の
に
時
間
が

か
か
る
。
第
二
に
、
対
象
企
業
の
体
力
、
経
営
実
態
に
比
し
て
、

債
権
放
棄
額
が
少
な
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
第
三
に
、「
メ
イ
ン

バ
ン
ク
の
全
面
支
援
」
に
依
拠
し
が
ち
で
あ
る
（
12
）
。
第
四
に
債
権
放

棄
に
伴
い
、
企
業
価
値
の
向
上
に
貢
献
し
て
い
な
い
株
主
に
企
業

価
値
向
上
の
シ
ナ
ジ
ー
が
分
配
さ
れ
て
し
ま
う
（
い
わ
ゆ
る
モ
ラ

ル
・
ハ
ザ
ー
ド
）。

こ
れ
ら
の
問
題
点
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、

第
一
の
点
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
て
同
様
で
あ
り
、
抜
本
的
に
解
決
す
る
た

め
に
は
、
法
的
手
続
に
よ
る
し
か
な
い
。
次
い
で
第
二
点
か
ら
第

四
点
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
放
棄

額
が
少
な
く
な
る
の
は
、
債
権
放
棄
が
、
債
権
の
一
部
を
放
棄
し
、

放
棄
後
の
残
債
権
に
つ
き
一
括
で
な
く
、
長
期
に
わ
た
っ
て
分
割

弁
済
を
受
け
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
果
的
に
第
三
の
問
題
を

生
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
あ
な
た
任
せ
」
の

六
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い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
〇
五
）

か
か
る
Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
対
比
す
る
と
き
、
次
の
二
点
を
指

摘
で
き
る
。
第
一
に
、
両
者
は
、
法
的
形
態
の
著
し
い
違
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
発
想
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
両
者
は
極
め
て
類

似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
も
Ｄ
Ｄ
Ｓ
も
、
対
象
債
権
を

「
資
本
」
に
振
り
替
え
、
こ
れ
に
よ
り
負
債
圧
縮
す
る
点
で
は
同

様
で
あ
る
（
16
）
。

第
二
に
、
機
能
的
に
み
る
と
、
両
者
の
違
い
は
、「
資
本
化
」

し
た
後
の
「
出
口
」
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
対
象
債
権
（
甲
債
権
）

に
つ
き
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
債
権
者
は
、
そ
の
有
す
る

新
株
式
（
＝
も
と
甲
債
権
）
に
つ
き
、
流
通
市
場
で
売
却
し
、
そ

れ
に
よ
り
最
終
的
に
甲
債
権
の
「
処
理
」
が
完
了
す
る
（
17
）
。
従
っ

て
、
か
か
る
流
通
市
場
を
有
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
債
務
者

た
る
非
上
場
中
堅
企
業
に
と
っ
て
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
よ
っ
て
株
式
化

し
て
も
、
株
式
を
手
放
す
「
出
口
」
の
保
障
が
な
く
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の

う
ま
み
が
余
り
感
じ
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、
債
権
者
（
特
に
銀

行
）
に
と
っ
て
も
、
業
規
制
な
ど
の
関
係
で
、
手
放
せ
な
い
株
式

を
た
だ
保
有
し
て
い
る
だ
け
の
ス
キ
ー
ム
で
は
う
ま
み
が
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
、
債
権
の
劣
後
化
に
よ
り
、
単
に
金

融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
「
債
務
者
区
分
等
の
判
断
」
に
お
い
て
、

劣
後
化
し
た
甲
債
権
（
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
）
を
資
本
と
「
み
な

担
保
に
関
し
、
将
来
の
売
掛
債
権
を
包
括
的
に
譲
渡
担
保
に
取
っ

た
旧
債
権
者
と
、
発
生
し
た
個
別
債
権
を
譲
り
受
け
た
新
債
権
者

と
の
間
の
「
せ
め
ぎ
合
い
」
は
、
将
来
債
権
譲
渡
の
有
効
性
の
範

囲
と
い
う
形
で
議
論
さ
れ
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
モ
ラ
ル･

ハ

ザ
ー
ド
論
は
、
か
か
る
議
論
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。

4
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
特
徴
2
：
Ｄ
Ｄ
Ｓ
と
の
比
較

次
に
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
、
も
う
一
つ
の
柔
軟
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
Ｄ
Ｄ

Ｓ
と
対
比
し
て
み
た
い
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
、
会
社
法
の
手
続
は
全
く
用

い
ず
、
単
に
債
権
者
・
債
務
者
間
の
合
意
に
基
づ
き
、
対
象
債
権

（
甲
債
権
）
の
条
件
（
返
済
時
期
等
）
を
劣
後
化
し
、
金
融
検
査

マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
「
債
務
者
区
分
等
の
判
断
」
に
お
い
て
、
劣
後

化
し
た
甲
債
権
（
資
本
的
劣
後
ロ
ー
ン
）
を
「
資
本
的
性
質
」
を

有
す
る
も
の
と
し
て
、
資
本
と
「
み
な
す
」
こ
と
に
よ
り
、
Ｄ
Ｅ

Ｓ
と
類
似
し
た
経
済
的
効
果
（
Ｂ
の
負
債
圧
縮
、
Ａ
の
不
良
債
権

処
理
）
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
（
14
）
る
（
15
）
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
あ
く
ま

で
も
契
約
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
の
当
事
者
は
債
権
者
と
債

務
者
の
み
で
あ
る
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
Ｄ
Ｅ
Ｓ
よ
り
も
簡
単
な
ス
キ
ー
ム

と
い
え
よ
う
。

六
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月
）

（
六
〇
六
）

三
．
本
判
決
の
検
討

1
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
法
的
構
成
：
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
分
解
的
ア
プ
ロ
ー
チ

本
件
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
一
個
の
取
引
行
為
と
し
て
資
本

等
取
引
に
該
当
し
な
い
と
の
Ｘ
の
主
張
に
対
し
、
裁
判
所
は
、
本

件
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
ⅰ
．
債
権
の
現
物
出
資
、
ⅱ
．
混
同
に
よ
る
債
権

債
務
の
消
滅
、
ⅲ
．
新
株
発
行
と
い
う
複
数
の
行
為
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、「
一
個
の
取
引
行
為
」
と
み
る
こ
と
が
で
き
ず
、
上
記

各
段
階
の
過
程
で
法
人
税
法
等
関
係
法
令
の
適
用
を
受
け
る
旨
判

示
す
る
。
Ｘ
の
主
張
は
、
個
々
の
行
為
を
総
合
的
に
「
一
個
」
と

捉
え
る
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、

本
件
判
決
の
立
場
は
、
個
々
の
構
成
要
素
に
分
解
す
る
分
解
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

法
人
税
法
二
二
条
二
項
の
適
用
に
あ
た
り
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
個
々
の

構
成
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
が
唯
一
の
解
な
の
か
は
検
討
す
べ
き

課
題
で
あ
り
、
私
見
は
こ
の
点
に
つ
き
疑
問
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。

法
的
事
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
、
例
え
ば
見
せ
金
に
よ
る

払
い
込
み
を
無
効
と
す
る
現
在
の
判
例
（
最
判
昭
和
三
八
年
一
二

月
六
日
民
集
一
七
巻
一
二
号
一
六
三
三
頁
）･

通
説
の
立
場
の
よ

う
に
、
総
合
的
に
理
解
す
る
立
場
も
十
分
成
り
立
ち
う
る
と
考
え

す
」
だ
け
で
あ
り
、
対
象
債
権
（
甲
債
権
）
が
「
債
権
」
で
あ
る

こ
と
自
体
に
は
何
の
変
更
も
な
い
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
り
甲
債
権
の
弁

済
条
件
が
劣
後
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
定
の
再
建
計
画
の

も
と
で
、
そ
の
分
元
本
の
弁
済
が
長
期
に
わ
た
る
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
、
債
権
者
は
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
よ
り
支
払
が
長
期
に
わ
た
る
対

象
債
権
（
甲
債
権
）
を
保
有
し
、
債
務
者
の
再
建
に
コ
ミ
ッ
ト
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
。
流
通
市
場
の
な
い
非
上
場
の
中
堅
企
業
の

再
編
に
あ
た
っ
て
は
、
債
権
者
も
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
よ
う
に
「
債
務
を

株
式
化
し
て
、
そ
れ
を
流
通
市
場
で
フ
ァ
ン
ド
に
売
払
っ
て
お
し

ま
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
あ
る
意
味
ド
ラ
イ
な
処
理
は
で
き
ず
、

で
き
な
い
以
上
、
せ
め
て
単
に
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
「
債

務
者
区
分
等
の
判
断
」
上
、「
資
本
」
と
み
な
し
、
甲
債
権
を
無

理
の
な
い
形
で
保
有
し
つ
づ
け
、
債
務
者
の
再
建
に
コ
ミ
ッ
ト
し

た
上
で
、
債
務
者
の
再
建
後
そ
の
弁
済
を
受
け
る
と
い
う
形
を
と

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
Ｄ
Ｄ
Ｓ
は
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
ス
キ
ー
ム
で

あ
り
、
中
堅
企
業
の
再
建
に
適
し
て
い
る
と
い
う
意
味
は
、
以
上

の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
逆
に
言
う
と
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
債
権
の
流
動
化

市
場
が
不
完
全
な
わ
が
国
に
お
い
て
、
よ
り
成
熟
し
た
市
場
で
あ

る
株
式
市
場
を
「
代
用
」
す
べ
く
、
あ
え
て
株
式
化
す
る
も
の
と

い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

七
〇



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
〇
七
）

る
現
物
出
資
対
象
債
権
の
評
価
に
つ
い
て
、
従
来
は
両
法
制
の
関

係
を
含
め
て
解
釈
上
の
疑
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、

会
社
法
制
上
の
手
続
に
お
い
て
は
券
面
額
に
よ
る
こ
と
を
、
税
法

上
の
法
人
税
の
課
税
に
お
い
て
は
評
価
額
に
よ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
券
面
額
と
評
価
額
の
議
論
に

つ
い
て
立
法
的
解
決
を
図
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨

判
示
し
、
課
税
関
係
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
評
価
額
説
を
取
る
こ

と
を
明
言
し
た
。

真
正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
つ
い
て
の
最
も
大
き
な
論
点
は
、
現
物
出
資
に

あ
た
っ
て
の
対
象
債
権
の
評
価
で
あ
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
債
務
超
過
時

に
券
面
額
を
大
幅
に
割
り
込
む
実
価
の
金
銭
債
権
を
現
物
出
資
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
金
銭
債
権
は
仮
装
が
容
易
で
あ
り
、

そ
の
成
立
・
存
続
・
帰
属
・
抗
弁
等
に
関
す
る
調
査
が
欠
か
せ
な

い
と
こ
ろ
、
両
説
間
の
違
い
は
、
か
か
る
調
査
に
加
え
、
債
権
の

実
価
（
評
価
額
）
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
か
に
あ
る
。
前
述
の
券

面
額
説
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
対
し
肯
定
的
な
価
値
判
断
の
下
、
評
価
の

基
準
を
券
面
額
と
す
る
こ
と
で
、
検
査
役
の
調
査
に
お
い
て
現
物

出
資
の
目
的
と
な
る
債
権
の
存
在
及
び
そ
の
額
を
確
認
す
れ
ば
足

り
る
こ
と
と
な
り
、
時
間
的
・
金
銭
的
コ
ス
ト
が
格
段
に
少
な
く

て
済
む
こ
と
を
強
調
す
る
（
21
）
。
こ
れ
に
対
し
、
評
価
額
説
は
、
券
面

る
。
む
し
ろ
脱
法
行
為
な
ど
は
、
性
質
上
、
全
体
を
総
合
的
に
捉

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
認
識
で
き
ま
い
。
こ
の
点
に
関
し
、
近

時
、「
混
合
取
引
の
法
理
」
と
し
て
（
18
）
、
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
提

唱
さ
れ
て
お
り
、
意
を
強
く
し
て
い
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
「
借
用
概
念
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
的
に
表

れ
て
い
る
よ
う
に
（
19
）
、
実
体
的
な
概
念
を
実
体
法
に
依
存
す
る
租
税

法
に
お
い
て
、
会
社
法
上
券
面
額
説
で
租
税
法
上
評
価
学
説
と
単

純
に
割
り
切
れ
る
か
も
疑
問
に
思
う
。
当
該
「
取
引
」
が
固
有
概

念
な
の
か
借
用
概
念
な
の
か
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
し
、

そ
も
そ
も
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
い
て
何
が
「
取
引
」
と
い
え
る
の
か
検
討

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
分
解

的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
そ
れ
と
も
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
に
も
関
わ
る

問
題
と
も
思
わ
れ
る
。

2
．
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
債
権
の
評
価

次
に
、
本
判
決
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
け
る
債
権
の
評
価
に
つ
き
、

評
価
額
説
を
取
る
こ
と
を
明
言
す
る
。
す
な
わ
ち
、
東
京
地
裁
商

事
部
（
民
事
八
部
）
は
、
前
述
の
と
お
り
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
つ
き
券
面

額
説
を
と
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
と
こ
ろ
（
20
）
、
本
判
決
は
、「
会

社
法
及
び
そ
の
制
定
に
伴
う
法
人
税
法
の
改
正
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
係

七
一



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
〇
八
）

現
物
出
資
に
該
当
す
る
た
め
、
同
法
六
二
条
の
四
第
一
項
に
よ
り
、

被
現
物
出
資
法
人
X
に
移
転
し
た
資
産
（
現
物
出
資
さ
れ
た
債

権
）
は
、
直
前
の
譲
渡
価
額
（
す
な
わ
ち
一
億
六
二
〇
〇
万
円
）

に
よ
り
譲
渡
し
た
も
の
と
み
な
し
て
、
事
業
年
度
に
所
得
の
金
額

を
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
混
同
に
よ
り
消
滅
し
た

債
務
の
券
面
額
（
四
億
三
〇
四
〇
万
円
）
と
、
そ
の
取
得
価
額

（
一
億
六
二
〇
〇
万
円
）
と
の
差
額
に
つ
い
て
、
債
務
消
滅
益
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
件
に
つ
き
、
も
し
か
か
る
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
か
か

る
租
税
回
避
行
為
「
的
」
ス
キ
ー
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
生
じ
た

「
失
念
」
を
「
券
面
額
説
」
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
救
済
を
す

る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
は
、「
券
面
額
説
か
評
価
額

説
か
と
い
っ
た
議
論
は
、
法
人
税
法
上
、
適
格
現
物
出
資
に
お
け

る
現
物
出
資
対
象
債
権
の
価
額
の
認
定
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」、

「
混
同
に
よ
り
消
滅
し
た
本
件
貸
付
債
務
の
券
面
額
と
そ
の
取
得

価
額
と
の
差
額
に
つ
き
、
債
務
消
滅
益
が
発
生
し
た
も
の
と
認
め

ら
れ
る
」
と
の
本
件
判
決
に
お
け
る
結
論
は
、
事
案
の
ス
ジ
と
し

て
正
当
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
い
。

額
説
に
よ
る
と
既
存
株
主
の
持
分
が
過
剰
に
希
釈
さ
れ
る
結
果
に

な
る
と
批
判
し
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

両
説
の
解
釈
学
的
検
討
は
、
四
．
で
後
述
す
る
の
で
さ
し
あ
た

り
措
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
本
判
決
が
取
る
理
論
構
成
如
何
に

関
わ
ら
ず
、
事
案
の
「
ス
ジ
」
と
し
て
、
本
判
決
の
結
論
が
妥
当

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
判
決
文
で
は
必
ず
し

も
明
確
に
認
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
件
に
お
け
る

Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
一
億
六
二
〇
〇
万
円
で
譲
り
受
け
た
債
権
を
、
券
面

額
四
億
三
〇
四
〇
万
円
で
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
行
い
、
券
面
額
相
当
分
の
債

務
が
混
同
に
よ
り
消
滅
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
は
必
ず

し
も
純
粋
な
債
務
整
理
、
不
良
債
権
処
理
だ
け
が
そ
の
目
的
と
は

い
え
な
い
Ｄ
Ｅ
Ｓ
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
租
税
回
避
行
為
的
な
Ｄ

Ｅ
Ｓ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
判
決
文
か
ら

推
測
す
る
に
、
本
件
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
前
述
の
目
的
で
あ
り
な
が
ら
、

適
格
現
物
出
資
（
法
人
税
法
二
条
一
二
号
の
一
四
（
22
）
）
の
適
用
が
あ

る
こ
と
を
失
念
し
た
事
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
詳
言
し
よ

う
。
本
件
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
Ｘ
Ｐ
の
代
表
者
が
同
一
人
で
あ
る
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
人
が
同
一
人
に
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
っ
た
と
認

め
ら
れ
れ
ば
、
Ｘ
は
被
現
物
出
資
法
人
、
Ｐ
は
現
物
出
資
法
人
に

そ
れ
ぞ
れ
該
当
し
、
当
該
現
物
出
資
は
法
人
税
法
に
お
け
る
適
格

七
二



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
〇
九
）

2
．
履
行
期
未
到
来
金
銭
債
権

た
だ
、
履
行
期
未
到
来
金
銭
債
権
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
解

釈
に
委
ね
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
債
務
者
た
る
会
社
が
期
限
の
利

益
を
放
棄
す
れ
ば
、
会
社
法
が
定
め
る
要
件
を
充
足
す
る
が
、
右

放
棄
が
会
社
（
既
存
株
主
）
の
利
益
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
放

棄
に
関
与
し
た
取
締
役
の
任
務
懈
怠
（
会
社
法
四
二
三
条
一
項
）

の
問
題
が
生
じ
得
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
23
）
。

思
う
に
、
こ
れ
ま
で
Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
い
え
ば
、
①
．
実
質
倒
産
企
業

に
お
い
て
、
不
良
債
権
処
理
の
一
環
と
し
て
、
②
．
短
期
借
入
金

に
つ
き
な
さ
れ
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
と
こ
ろ
、
か
か
る
二
つ
の

「
前
提
」
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
前
提
」
①
．
に
関
し
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
本
判
決
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
租
税
回
避
行
為
的
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
現
れ
て
き
た
こ
と
が

再
考
の
理
由
の
一
つ
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
も
う
一
つ
、
倒
産
手

続
の
ア
ウ
ト･

オ
ブ･

コ
ー
ト
化
を
反
映
し
て
、
一
見
事
業
再
生

の
形
態
を
取
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
実
質
的
に
は

事
業
再
生
と
も
い
い
う
る
事
案
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
あ
げ
た
い
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
非
公
開
化
（
ゴ
ー
イ
ン
グ･

プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
）
と
そ
れ
に
付
随
す
る
締
め
出
し
に
関
す
る
事
案
の
中
に
、

そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
目
に
付

四
．
券
面
額
説
の
妥
当
領
域
の
確
定

1
．
履
行
期
が
到
来
し
た
金
銭
債
権
：
券
面
額
説
の
追
認

こ
こ
で
、
判
示
か
ら
離
れ
る
が
、
債
権
額
の
評
価
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
券
面
額
説
の
妥
当
領
域
を
確
定
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
検

討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
会
社
法
は
、
履
行
期
が
到
来
し
た
金
銭

債
権
に
つ
い
て
、
検
査
役
の
調
査
を
不
要
と
し
た
（
会
社
法
二
〇
七

条
九
項
五
号
）。
履
行
期
が
到
来
し
た
債
権
に
つ
き
、
か
か
る
処

理
を
認
め
た
の
は
、
履
行
期
到
来
時
に
お
け
る
債
権
の
価
値
は
券

面
額
に
等
し
く
、
そ
れ
を
弁
済
で
き
な
い
場
合
（
債
務
超
過
）
に

お
け
る
既
存
株
式
の
価
値
は
ゼ
ロ
で
あ
り
既
存
株
主
の
利
益
を
考

慮
す
る
必
要
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
そ
の

限
度
で
は
、「
割
り
切
っ
て
」
券
面
額
説
を
追
認
し
た
も
の
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
と
お
り
、
諸
外
国
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
で
は

余
り
み
ら
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
わ
が
国
で
は
、
実
務
上
既
存
株
主

に
一
〇
〇
％
減
資
を
併
せ
行
い
、「
株
主
責
任
」
を
と
ら
せ
て
き

た
。
立
法
の
か
か
る
「
割
り
切
り
」
の
背
景
に
は
、
か
か
る
実
務

の
存
在
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

七
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日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
一
〇
）

自
体
あ
り
う
べ
き
資
金
調
達
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に

鑑
み
る
と
、（
倒
産
手
続
以
外
で
）
社
債
の
よ
う
な
長
期
借
入
金

を
用
い
た
Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
い
う
の
も
考
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
社
債
の
設
計
に
つ
き
、
大
幅
な
自
由
を
許
容
し
て
、
種
々

の
エ
ク
イ
テ
ィ
的
性
質
を
有
す
る
仕
組
債
（
か
つ
て
の
他
社
株
式

転
換
条
項
付
社
債
（E

xchangeable B
ond

：E
B

）
が
そ
の
典
型

と
い
え
よ
う
（
26
）
。）
の
発
行
を
可
能
に
す
る
会
社
法
制
を
前
提
と
す

れ
ば
、
長
期
借
入
金
に
関
す
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ
も
十
分
に
予
想
さ
れ
る
（
27
）
。

以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、「
前
提
」
①
．
②
．
の
い
ず
れ
か
を
欠

く
Ｄ
Ｅ
Ｓ
は
、
券
面
額
説
に
よ
る
処
理
が
適
切
で
あ
る
と
は
必
ず

し
も
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
お
い
て
は
、
お
そ
ら
く
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
減
資

を
併
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
既
存
株
主
の
利
益
を
考
慮
せ

ざ
る
を
得
な
い
し
、
必
ず
し
も
券
面
額
説
で
「
割
り
切
る
」
と
い

う
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。

4
．
券
面
額
説
の
妥
当
性
か
ら
妥
当
領
域
の
確
定
へ

私
見
は
、
こ
れ
ま
で
の
券
面
額
説
に
よ
る
不
良
債
権
処
理
の
実

務
は
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
企
業
価
値
の
急
激
な
劣
化
を
防

ぎ
つ
つ
、
迅
速
な
ス
キ
ー
ム
実
施
を
可
能
に
す
る
た
め
の
、
い
わ

く
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
最
近
に
お
け
る
特
徴
的
な
事
例
で
あ
る

東
京
地
判
平
成
二
三
年
二
月
一
八
日
金
判
一
三
六
三
号
四
八
頁
を

あ
げ
た
い
（
24
）
。
こ
の
事
件
は
、
い
わ
ゆ
る
「
締
め
出
し
」
に
か
か
る

事
案
と
し
て
一
般
的
に
は
分
類
さ
れ
る
。
だ
が
、
見
方
を
変
え
る

と
、「
倒
産
手
続
や
私
的
整
理
手
続
を
利
用
せ
ず
、
非
公
開
化

（
公
開
買
い
付
け
と
そ
の
後
の
締
め
出
し
）
を
活
用
し
た
事
業
再

生
事
案
」
と
も
み
ら
れ
る
。
既
存
株
主
に
対
す
る
締
め
出
し
は
、

倒
産
手
続
が
活
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
一
〇
〇
％
減
資
に
ほ
ぼ
相
当

す
る
と
い
え
よ
う
し
、
現
経
営
陣
が
引
き
続
き
経
営
に
関
わ
る
の

は
、
非
公
開
化
の
実
務
に
お
い
て
は
、「
利
益
相
反
」
と
し
て
議

論
さ
れ
る
が
、
事
業
再
生
の
観
点
か
ら
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
を
想
起
さ
せ

る
も
の
で
も
あ
る
（
25
）
。

3
．
短
期
借
入
金
に
よ
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ

次
に
、「
前
提
」
②
．
に
つ
い
て
述
べ
る
。
も
と
も
と
Ｄ
Ｅ
Ｓ

が
念
頭
に
置
い
て
い
た
不
良
債
権
と
は
、
銀
行
の
貸
付
債
権
で

あ
っ
た
、
銀
行
の
融
資
限
度
額
を
超
え
た
部
分
は
、
社
債
を
発
行

し
、
銀
行
が
引
き
受
け
る
と
い
っ
た
実
務
は
こ
れ
ま
で
も
存
在
し

て
い
た
。
社
債
を
利
用
し
た
資
金
調
達
は
、
ヤ
オ
ハ
ン
、
マ
イ
カ

ル
で
は
破
綻
し
て
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
の
、
そ
れ

七
四



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
一
一
）

他
方
、
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
優
れ
た
解
決
で
は
あ
る
も
の

の
、
必
ず
し
も
一
般
性
を
有
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
．
本
判
決
の
評
価

以
上
の
と
こ
ろ
か
ら
、
本
判
決
の
拠
っ
て
立
つ
理
論
構
成
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
も
の
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、

結
論
に
つ
い
て
は
正
当
と
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

ば
便
法
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
合
理
的
な
背
景
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
に
は
、
お
の
ず
か

ら
、
券
面
額
説
的
処
理
が
合
理
的
で
あ
る
「
妥
当
領
域
」
が
あ
る

は
ず
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
領
域
」
を
し
っ
か
り
確
定
す
る
こ

と
が
肝
要
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
稿
で
論
じ
た
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
「
仕
分
け
」
に
つ
い
て
現
時
点
で
確
た
る
答
え
を

有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
は
、
何
ら
か
の
ル
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
で
外
延
を
画
す
方
法
と
、

仕
組
債
の
手
法
を
応
用
し
、
社
債
や
株
式
の
設
計
を
工
夫
す
る
こ

と
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
し
て
お
き
た
い
。
前
者
の
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
は
、
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
仕
切
る

こ
と
で
あ
る
。
た
だ
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
仕
切
る
と
し
て
も
、
先
ほ
ど

の
非
公
開
化
の
事
案
な
ど
を
考
え
る
と
、
券
面
額
説
の
妥
当
領
域

を
「
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
範
囲
で
区
切
る
の
で
は
、

「
妥
当
領
域
」
と
し
て
は
や
や
狭
い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
も
う

一
つ
、
例
え
ば
、
債
権
者
代
位
権
（
民
法
四
二
三
条
）
等
に
倣
い
、

債
務
超
過
な
ど
と
い
っ
た
、
会
社
法
の
条
文
に
な
い
要
件
を
設
け

る
等
と
い
っ
た
解
釈
上
の
工
夫
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

七
五



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
一
二
）

参考　【東京地判平成21年 4 月28日訟務月報56巻 6 号1843頁の要旨】

Xの主張の要旨 Yの主張の要旨 本件地裁判決

券面額説 v.s. 評価
学説

券面額説 法人税法は評価額説

従来の運用 税法上DESに関する明確
な規定はなく、課税実務に
おいても、資本等取引とし
て、債務消滅益が計上され
ることはなく、課税関係は
発生しないとされてきた。

課税実務において券面額に
より評価の運用がされてい
たという事実はない。

平成 18 年改正の
遡及適用の有無

法人税法の平成 18 年改正
により、DESにおいて券面
額での処理が認められなく
なったと解されているが、
これはそれまでの処理を立
法により変更したものであ
り、平成 15 年 2月 28 日に
行われた本件DESには、
平成 18 年改正後の法人税
法は遡及的には適用されな
い。

本件DESが行われた当時
の規定（法人税法 2条 17
号ト）と平成 18 年改正後
の規定（平成 18 年政令第
125 号による改正後の法人
税法施行令 8条 1項 8号）
とで内容に変更はない。

平成 18 年改正の前後を通
じて、適格現物出資を巡る
税法上の規律の内容に何ら
変更はなく、処分行政庁に
よる債務免除益の認定は、
平成 18 年改正後の法人税
法の規定の遡及適用による
ものではない。

混同が損益取引か 混同は事実であって取引で
はないので、損益取引には
該当しない。

損益取引（資本等取引以外
の取引：法人税法 22 条 2
項）とは、財産に影響を及
ぼす 1切の事実を含む簿記
上の取引を指す。

混同により消滅した本件貸
付債務の券面額から上記資
本等取引に当たる1億 6200
万円を控除した残額は、損
益取引により生じた益金と
認められる。仮に、混同による債務の消

滅が民法上は取引ではなく
事実であったとしても、こ
の混同による債務の消滅は
税法上は損益取引に該当
し、これに伴う債務消滅益
を益金の額に算入すること
について何ら違法な点はな
い。

DESを 1個 の行
為（資本等取引）
と把握することが
できるか

DESは、1個の取引行為と
して資本等取引（法人の資
本等の金額の増加又は減少
を生ずる取引）に該当す
る。

DESは債権（資産）の移転
及び資本金の増加であると
いう過程を無視し、債務
（負債）の移転のみである
とする独自の見解を根拠に
している。

・DESは、複数の各段階の
過程によって構成される複
合的な行為であるから、1
の取引行為とみることはで
きない。
・DESを資本等取引とみる
ことはできない。

DESによって債務が消滅し
ても、債務消滅益は発生し
ない。

DESが 現 物 出
資・適格現物出資
に該当するか

DESは法人税法が規定する
現物出資に該当せず、法人
税法等の関連法令の適用は
ない。

本件貸付債権に係る本件現
物出資は、適格現物出資
（法人税法 2条 12 号の 14、
法人税法施行令 4条の 2第
8項 2号）に該当する。

適格現物出資に該当する。

DESの場合、被現物出資法
人は資産又は資産及び負債
を取得しておらず、自己の
負債の移転がされたにすぎ
ないから、法人税法 62 条
の 4第 1項の適用はない。

七
六



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
一
三
）

化
」
企
業
法
学
八
巻
（
平
成
一
三
年
）
八
八
頁
、
明
石
一
秀
「
債

務
株
式
化
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
改
善
」
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
一
〇
四
九

号
一
二
九
頁
、
同
「
債
務
の
株
式
化
と
会
計
上
の
評
価
」
企
業
会

計
五
四
巻
一
〇
号
（
平
成
一
四
年
）
三
九
頁
。

（
9
） 

こ
れ
ま
で
の
不
良
債
権
処
理
に
関
す
る
金
融
機
関
の
対
応
は
、

や
や
図
式
的
に
整
理
す
れ
ば
、
①
．
金
利
減
免
、
②
．
追
い
貸
し
、

③
．
私
的
整
理
の
枠
内
で
の
債
権
放
棄
、
④
．
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に

よ
る
肩
代
わ
り
、
⑤
．
民
事
再
生
・
会
社
更
生
等
の
法
的
整
理

（
倒
産
手
続
）
と
い
う
手
順
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（
10
） 

い
わ
ば
葬
儀
屋
か
ら
医
者
（
事
業
再
生
）
へ
の
役
割
変
化
と

い
っ
て
よ
い
。

（
11
） 

真
正
Ｄ
Ｅ
Ｓ
と
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

Ａ
銀
行
が
Ｂ
株
式
会
社
に
対
し
、
貸
付
債
権
（
甲
債
権
）
を
有
し

て
お
り
、
こ
の
甲
債
権
が
不
良
貸
付
債
権
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
Ｂ
が
債
権
者
Ａ
に
対
し
新
株
発
行

を
行
い
、
Ａ
が
新
株
に
対
す
る
払
込
を
金
銭
で
な
く
、
甲
債
権
の

現
物
出
資
に
よ
り
行
う
（
会
社
法
二
〇
七
条
九
項
五
号
）。
こ
れ
に

よ
り
債
権
が
株
式
に
振
り
替
わ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｂ
か
ら
す
れ
ば

負
債
が
大
幅
に
圧
縮
さ
れ
、
Ａ
か
ら
す
れ
ば
不
良
「
債
権
」
が
株

式
に
振
り
替
わ
っ
た
分
だ
け
消
滅
す
る
。

（
12
） 

ち
な
み
に
、
こ
れ
は
債
権
放
棄
後
の
残
債
権
の
回
収
が
長
期

に
及
ぶ
た
め
、
そ
の
間
の
事
業
継
続
、
再
建
の
確
実
性
が
要
求
さ

れ
る
が
、
そ
の
検
証
・
担
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

（
13
） 
な
お
、
私
的
整
理
か
ら
法
的
整
理
に
移
行
し
た
際
の
プ
レ
Ｄ

（
1
） 

弥
永
真
生
「
債
務
の
株
式
化
│
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
扱
い

を
参
考
に
し
て
│
」
ジ
ュ
リ
一
二
二
六
号
（
平
成
一
四
年
）
八
四

号
（
2
） 
藤
田
友
敬
「
会
社
法
に
お
け
る
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス

ワ
ッ
プ
」『
会
社
法
と
商
事
法
務
』（
平
成
二
〇
年
）
一
一
七
頁

（
3
） 

針
塚
遵
「
東
京
地
裁
商
事
部
に
お
け
る
現
物
出
資
等
検
査
役

選
任
事
件
の
現
状
」
商
事
一
五
九
〇
号
（
平
成
一
三
年
）
四
頁
、

同
「
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
再
論
」
同
一
六
三
二
号

（
平
成
一
四
年
）
一
六
頁

（
4
） 

松
嶋
隆
弘
「
債
務
の
株
式
化
に
関
す
る
一
考
察
」
酒
巻
古
希

『
二
一
世
紀
の
企
業
法
制
』（
平
成
一
五
年
）
八
〇
四
頁

（
5
） 

例
え
ば
、
オ
ー
ナ
ー
企
業
に
お
け
る
財
務
内
容
改
善
・
事
業

承
継
対
策
と
し
て
の
Ｄ
Ｅ
Ｓ
を
提
言
す
る
も
の
と
し
て
、
佐
々
木

正
己
「
同
族
会
社
に
お
け
る
債
務
の
株
式
化
の
利
用
」K

IN
Z
A
I 

F
inancial P

lan

二
〇
七
号
二
頁
を
参
照
。

（
6
） 

松
嶋
隆
弘
「
会
社
法
の
も
と
に
お
け
る
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ

テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
」
日
本
法
学
七
五
巻
三
号
（
平
成
二
二
年
）

一
七
七
頁

（
7
） 

松
嶋
隆
弘
「
会
社
法
の
も
と
に
お
け
る
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ

テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
」
私
法
七
四
号
掲
載
予
定
（
日
本
私
法
学
会
第

七
五
回
大
会
の
個
別
報
告
）

（
8
） 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
の
概
要
を
理
解
す
る
上
で
、
実
務
に
お
け
る
先
駆
者

で
あ
る
明
石
一
秀
弁
護
士
の
一
連
の
論
考
を
欠
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
明
石
一
秀
＝
弥
永
真
生
「
債
務
超
過
会
社
の
債
務
の
株
式

七
七



日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

（
六
一
四
）

者
に
デ
フ
ォ
ル
ト
事
由
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
、
劣
後
債
権

と
他
の
債
権
の
間
の
弁
済
の
順
位
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
可
能
性
と
し
て
は
、
①
．
通
常
債
権
と
同
順
位
と
す
る
取

扱
い
（
プ
ロ
ラ
タ
方
式
）、
②
．
Ｄ
Ｄ
Ｓ
化
さ
れ
た
劣
後
債
権
を
通

常
債
権
よ
り
後
順
位
と
す
る
取
扱
い
と
が
あ
り
う
る
。

（
16
） 

法
的
な
観
点
か
ら
み
る
と
、
両
者
の
違
い
は
、
Ｄ
Ｅ
Ｓ
が
振

替
を
会
社
法
上
の
手
続
を
用
い
「
正
規
」
に
行
う
も
の
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
が
、
振
替
を
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
上
の
「
債

務
者
区
分
等
の
判
断
」
に
お
い
て
、
劣
後
化
し
た
甲
債
権
を
資
本

と
「
み
な
す
」
こ
と
に
よ
り
、
な
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

（
17
） 

Ｄ
Ｅ
Ｓ
に
際
し
、
取
得
条
項
や
取
得
請
求
権
と
い
っ
た
株
式

の
設
計
を
工
夫
す
る
の
は
（
償
還
条
件
付
Ｄ
Ｅ
Ｓ
）、
Ａ
に
と
っ
て

当
該
株
式
を
手
放
す
「
出
口
」
の
選
択
肢
を
増
や
す
た
め
で
あ
る
。

中
村
廉
平
＝
藤
原
総
一
郎
「
償
還
条
件
付
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ

テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
の
検
討
│
中
小
企
業
の
能
動
的
再
生
の
た
め
に

│
（
上
）（
下
）」
金
法
一
七
五
七
号
（
平
成
一
七
年
）
一
一
頁
、

一
七
五
八
号
二
一
頁

（
18
） 

金
子
宏
「
法
人
税
に
お
け
る
資
本
等
取
引
と
損
益
取
引
│

『
混
合
取
引
の
法
理
』
の
提
案
│
」
租
税
研
究
七
二
三
号
（
平
成
二
二

年
）
七
頁

（
19
） 

今
村
隆
「
借
用
概
念
論
・
再
考
」
税
大
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
六
号

（
平
成
二
三
年
五
月
）
二
五
頁

（
20
） 
前
注
（
3
）
に
掲
げ
た
針
塚
論
文
を
参
照
。

（
21
） 
本
来
三
ヶ
月
程
度
か
か
る
も
の
が
一
ヶ
月
程
度
で
済
む
と
言

Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
共
益
債
権
化
に
つ
い
て
は
ま
だ
対
応
が
な

さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
松
嶋
一
重
＝
梅
津
貴
＝
五
嶋
翔
平
＝
栗

澤
方
智
「
事
業
再
生
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
展
開
と
課
題　

金
融
機
関
の
実
務

対
応
〜
プ
レ
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
留
意
点
〜
」
事
業
再
生
と

債
権
管
理
一
二
八
号
（
平
成
二
二
年
）
一
四
頁
を
参
照
。

（
14
） 

Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
お
け
る
劣
後
化
の
た
め
の
法
的
手
段
と
し
て
は
、

実
務
上
、
全
銀
協
契
約
書
例
の
よ
う
に
、
既
存
の
契
約
の
条
件
変

更
（
劣
後
特
約
）
と
構
成
す
る
方
法
と
、
複
数
の
債
務
を
一
つ
に

ま
と
め
る
た
め
、
商
工
中
金
契
約
書
例
の
よ
う
に
、
準
消
費
貸
借

契
約
と
構
成
す
る
方
法
と
が
あ
る
。
こ
の
外
に
更
改
（
民
法
五
一
三

条
）
に
よ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
更
改
は
債
務
の
要
素

の
変
更
と
し
て
、
担
保
の
移
転
に
あ
た
っ
て
手
続
が
必
要
に
な
っ

て
し
ま
う
（
民
法
五
一
八
条
）。

（
15
） 

Ｄ
Ｄ
Ｓ
に
お
け
る
劣
後
化
は
、
弁
済
の
時
期
と
順
位
に
お
い

て
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
弁
済
の
時
期
に
お
け
る
劣
後
と
は
Ｄ
Ｄ
Ｓ

に
よ
り
劣
後
化
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
の
開
始
時
期
の
こ
と
で
あ
り
、

論
理
的
に
は
、
①
．
時
期
を
劣
後
さ
せ
ず
通
常
の
ロ
ー
ン
と
同
様

に
返
済
さ
せ
る
取
扱
い
、
②
．
再
建
計
画
の
計
画
期
間
終
了
時

（
も
し
く
は
そ
の
と
き
か
ら
一
定
期
間
経
過
時
）
か
ら
返
済
を
開
始

す
る
取
扱
い
、
③
．
既
存
の
通
常
ロ
ー
ン
と
計
画
期
間
中
に
実
行

さ
れ
た
新
規
ロ
ー
ン
が
全
て
完
済
さ
れ
た
と
き
か
ら
と
す
る
取
扱

い
、
④
．
全
て
の
通
常
ロ
ー
ン
（
新
規
ロ
ー
ン
を
含
む
）
が
完
済

さ
れ
た
時
か
ら
返
済
を
開
始
す
る
取
扱
い
が
あ
り
う
る
。

つ
い
で
弁
済
の
順
位
に
お
け
る
劣
後
性
だ
が
、
こ
れ
は
、
債
務

七
八



い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件
（
松
嶋
）

（
六
一
五
）

わ
れ
る
。

（
22
） 

こ
こ
に
適
格
現
物
出
資
と
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
現

物
出
資
に
つ
き
、「
当
該
被
現
物
出
資
法
人
に
当
該
移
転
を
し
た
資

産
及
び
負
債
の
当
該
適
格
現
物
出
資
の
直
前
の
帳
簿
価
額
に
よ
る

譲
渡
を
し
た
も
の
と
し
て
、
当
該
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所

得
の
金
額
を
計
算
す
る
」
制
度
で
あ
る
。

（
23
） 

江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
（
第
四
版
）』（
平
成
二
三
年
）

七
〇
四
頁

（
24
） 

こ
れ
は
、
株
式
会
社
Ａ
Ｐ
8
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
旧
株
式
会

社
レ
ッ
ク
ス
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
旧
レ
ッ
ク
ス
）
の
株
主
で

あ
っ
た
Ｘ
ら
が
、
Ａ
Ｐ
8
に
よ
る
株
式
公
開
買
付
け
お
よ
び
旧

レ
ッ
ク
ス
に
よ
る
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
に
よ
る
Ｍ

Ｂ
Ｏ
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
す
る
旧
レ
ッ
ク

ス
の
株
式
を
低
廉
な
価
格
で
手
放
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

し
て
、
適
正
な
価
格
と
の
差
額
分
の
損
害
賠
償
を
求
め
た
事
案
で

あ
る
。

（
25
） 

も
と
も
と
全
部
取
得
条
項
付
種
類
株
式
は
、
倒
産
時
に
お
け

る
一
〇
〇
％
減
資
を
会
社
法
に
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
想

起
さ
れ
た
い
。

（
26
） 

鬼
頭
俊
泰
「
他
社
株
式
転
換
条
項
付
社
債
（E

xchangeable 
B
ond

）
の
適
法
性
峻
別
に
関
す
る
考
察
」
日
本
大
学
大
学
院
法
学

研
究
年
報
三
五
号
（
平
成
一
八
年
）
三
四
五
頁

（
27
） 

最
近
、
Ｍ
＆
Ａ
な
ど
の
目
的
で
、
機
動
的
か
つ
巨
額
の
資
金

需
要
に
備
え
る
た
め
に
、
第
三
者
割
当
の
方
法
に
よ
り
新
株
予
約

権
付
社
債
が
発
行
さ
れ
る
例
が
見
受
け
ら
れ
る
が
（
例
え
ば
東
京

地
決
平
成
一
九
年
一
一
月
一
二
日
金
判
一
二
八
一
号
五
二
頁
は
、

か
か
る
事
案
に
お
い
て
、
有
利
発
行
が
問
題
と
さ
れ
た
事
案
で
あ

る
。）、
こ
の
よ
う
な
デ
ッ
ト
と
エ
ク
イ
テ
ィ
の
中
間
形
態
の
「
も

の
」
の
活
用
は
、
今
後
益
々
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
そ
の
外

延
に
は
長
期
借
入
金
に
よ
る
Ｄ
Ｅ
Ｓ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
い
る
。

七
九





索　
　

引

（
六
一
七
）

日
本
法
学　

第
七
十
七
巻　

索　

引

論　
　
　

説

号

空
港
環
境
問
題
に
お
け
る
連
邦
航
空
法
の
専
占
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
工　

藤　

聡　

一
…
一
（　
　

一
）

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
適
用
範
囲
の
類
型
化
を
め
ぐ
る
問
題
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
長
谷
川　

貞　

之
…
一
（　

二
三
）

日
常
行
為
と
可
罰
的
幇
助
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
上　

野　

幸　

彦
…
一
（　

六
三
）

L
ugosi

ケ
ー
ス
、
人
格
権
一
元
論
の
終
焉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…

│
│L

ugosi v. U
niversal P

ictures 160 C
al. R

ptr. 323

（1979

）│
│

豊　

田　
　
　

彰
…
一
（
一
五
六
）

昭
和
初
年
の
官
吏
減
俸
令
と
裁
判
官
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新　

井　
　
　

勉
…
二
（　
　

一
）

イ
ギ
リ
ス
の
議
会
主
権
と
議
会
制
定
法
の
階
層
化
に
つ
い
て　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…

│
│
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
│
│

加　

藤　

紘　

捷
…
二
（　

四
三
）

国
内
旅
客
航
空
運
送
契
約
に
お
け
る
「
延
着
」
責
任
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松　

嶋　

隆　

弘
…
二
（　

八
三
） 頁

八
一



（
六
一
八
）

日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
司
法
省
の
裁
判
所
支
配
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新　

井　
　
　

勉
…
三
（　
　

一
）

薄
く
な
る
政
教
分
離
の
壁　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

│
│
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
│
│

青　

山　

武　

憲
…
三
（　

四
三
）

振
り
込
め
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
地
域
づ
く
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
尾　

田　

清　

貴
…
三
（　

八
三
）

倒
産
手
続
に
お
け
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
変
遷
と
展
望　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…

│
商
取
引
債
権
を
含
め
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
体
系
の
構
築
を
ふ
ま
え
て

│

杉　

本　

純　

子
…
三
（
一
三
五
）

翻　
　
　

訳

団
体
概
念
の
事
例
に
関
す
る
解
釈
の
限
界
と
し
て
の
刑
法
お
よ
び
概
念
を
…
…
…
…
…
…
…
…

形
成
す
る
体
系
の
中
心
的
な
構
成
原
理
と
し
て
の
明
確
性
原
則

ク
ラ
ウ
ス
ホ
フ
マ
ン

－

ホ
ラ
ン
ト

上
野
幸
彦
訳
…
一
（
一
一
七
）

国
際
裁
判
管
轄
の
合
意
と
新
ハ
ー
グ
管
轄
合
意
条
約
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ペ
ー
タ
ー
・
フ
ー
バ
ー

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ア
ン
ト
モ

小

田

司

訳
…
三
（
一
七
九
）

八
二



索　
　

引

（
六
一
九
）

近
代
刑
法
の
父
と
し
て
の
パ
ウ
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ゼ
ル
ム
・
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
…
…
…
…

過
去
と
今
日
の
刑
法
上
の
諸
原
則

ク
ラ
ウ
ス
・
ホ
フ
マ
ン

－

ホ
ラ
ン
ト

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ジ
モ
ニ
ス

滝
沢

誠

訳
…
四
（　
　

一
）

研
究
ノ
ー
ト

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
…
…
…

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
一
）

小　

林　

宏　

晨
…
三
（
一
九
九
）

ク
ォ
ー
タ
制
を
巡
る
諸
考
察　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

│
│
ド
イ
ツ
で
の
議
論
を
き
っ
か
け
と
し
て
│
│

松　

島　

雪　

江
…
三
（
二
三
三
）

ベ
ル
リ
ン
州
開
店
法
の
憲
法
適
合
性
：　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
…

二
〇
〇
九
年
十
二
月
一
日
付
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
を
巡
っ
て
（
二
・
完
）

小　

林　

宏　

晨
…
四
（　

二
五
）

判
例
研
究

通
信
社
配
信
記
事
に
対
す
る
名
誉
毀
損
の
成
否
と
真
実
相
当
性　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…

│
│
「
東
京
女
子
医
大
病
院
事
件
」
最
一
判
平
二
三
・
四
・
二
八
判
時
二
一
一
五
号
五
〇
頁
│
│

高　

畑　

英
一
郎
…
二
（
一
〇
九
）

八
三



（
六
二
〇
）

日
本
法
学　

第
七
十
七
巻
第
四
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）

い
わ
ゆ
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
事
件

適
格
現
物
出
資
に
該
当
す
る
デ
ッ
ト･

エ
ク
イ
テ
ィ･

ス
ワ
ッ
プ
に
つ
き
、
混
同
消
滅
し
た
債
務
の
額

と
そ
の
帳
簿
価
額
と
の
差
額
に
つ
き
債
務
消
滅
益
を
認
定
し
た
事
例
：
東
京
地
判
平
成
二
一
年
四
月

二
八
日
訟
務
月
報
五
六
巻
六
号
一
八
四
三
頁

松　

嶋　

隆　

弘
…
四
（　

六
一
）

…
…

八
四



日
本
法
学
第
七
十
七
巻
第
四
号

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日　
印
刷

平
成
二
十
四
年
三
月　

十　

日　
発
行　　

非
売
品

発
行
者　

日
本
大
学
法
学
研
究
所

編
集
発
行
責
任
者

杉　
　
本　
　
　
　

稔

日
本
大
学
法
学
会

東
京
都
千
代
田
区
猿
楽
町
二
|

一
|

一
四　
Ａ
＆
Ｘ
ビ
ル

印
刷
所　

株

式

会

社

メ

デ

ィ

オ

電
話
〇
三
（
五
二
七
五
）
八
五
三
〇
番

電
話
〇
三
（
三
二
九
六
）
八
〇
八
八
番

　
　

機
関
誌
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

新　

井　
　
　

勉

副
委
員
長　
　

坂　

井　

吉　

良

委　
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